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◇相模原市の概要◇ 
 相模原市は、神奈川県北部に位置し、北は東京都、西は山梨県と接し、東西３５．６㎞、南北２２．

０㎞で面積は３２８．９１k ㎡と県内では横浜市に次ぐ２番目の広さで、神奈川県北部の大部分を占め

ています。 

本市は昭和２９年１１月２０日に、全国で４５３番目、県下で１０番目の市として誕生しました。昭

和３０年代になると、企業の進出が活発となり、内陸工業都市として発展し、その後、高度成長に伴い

住宅建設が進むことで、人口は急激に増加しました。昭和６２年８月に５０万人、平成１２年５月には

６０万人を突破し、平成１５年には全国で３１番目の中核市へ移行しました。その後、津久井郡との合

併を経て、平成２２年４月、戦後に誕生した市として初めて、全国で１９番目の政令指定都市へ移行し、

現在の人口は７２万人を超えています。 

令和４年中の本市の気象は、最高気温３７．６℃、最低気温－３．２℃で、平均気温は１６．３℃で

あり、降雨状況は、総降水量１，６３７．５㎜、降雨日数は１１７日となっています。 

 消防の活動は、火災件数１６６件、救急件数４２，０６０件、救助件数８４２件で、前年比で火災件

数、救急件数、救助件数はともに増加しました。 

 （※気象データは消防指令センター（中央区中央）での観測値） 

☆相模原市の位置☆        

相模原市役所 

東経 １３９度２２分２６秒 

消防局 

東経 １３９度２２分１３秒 

北緯 ３５度３４分１６秒 北緯 ３５度３４分２１秒 

海抜 １２４．２１メ－トル  

※国土地理院地図を参照したもの（参考値）                 

                    

 

 

                

 

                           

 



☆人口の推移☆

総　数 男 女 世帯 人口

342,866 724,724 360,792 363,932 3,838 △ 645

76,584 168,035 84,434 83,601 612 △ 982

129,012 274,197 136,874 137,323 1,752 428

137,270 282,492 139,484 143,008 1,474 △ 91

橋　本地区 36,497 73,727 37,163 36,564 356 △ 133

大　沢地区 13,551 32,717 16,363 16,354 129 △ 155

城　山地区 9,912 23,215 11,534 11,681 149 64

津久井地区 10,087 22,950 11,579 11,371 △ 4 △ 434

相模湖地区 3,338 7,266 3,711 3,555 8 △ 142

藤　野地区 3,199 8,160 4,084 4,076 △ 26 △ 182

小　山地区 10,413 21,001 10,538 10,463 148 96

清　新地区 16,215 31,753 16,106 15,647 256 138

横　山地区 6,100 14,598 7,183 7,415 53 △ 73

中　央地区 19,150 36,558 18,173 18,385 176 △ 94

星が丘地区 8,191 17,526 8,788 8,738 92 △ 16

光が丘地区 11,184 25,936 12,756 13,180 42 △ 265

大野北地区 31,177 63,712 31,705 32,007 419 316

田　名地区 12,459 30,047 15,121 14,926 327 205

上　溝地区 14,123 33,066 16,504 16,562 239 121

大野中地区 28,297 62,922 31,039 31,883 244 △ 147

大野南地区 40,736 81,310 40,063 41,247 314 63

麻　溝地区 7,703 18,743 9,412 9,331 170 45

新　磯地区 5,469 13,228 6,670 6,558 69 23

相模台地区 23,126 45,093 22,281 22,812 391 110

相武台地区 10,091 19,138 9,377 9,761 90 △ 108

東　林地区 21,848 42,058 20,642 21,416 196 △ 772.97

　昭和２９年１１月２０日、市制施行時の人口は８万人で、昭和４２年８月に２０万人を超え、その後、急激
な伸びを示し、昭和４６年に３０万人、昭和５２年１１月に４０万人を超え、県内では横浜市、川崎市に次ぐ
人口３番目の都市となり、昭和６２年８月に５０万人、平成１２年５月には６０万人、平成１９年３月に７０万
人を突破し、現在の人口は、７２４，７２４人となっています。
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前年比較増減

☆相模原市勢☆

総　　　数 328.91

(令和５．４．１)

区・地区名
面積

ｋ㎡
世帯数

人　　　口

中　央　区 36.87

南     区 38.11

緑     区
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・昭和16年 4月29日 町制施行時 39,718人

・昭和29年11月20日 市制施行時 80,490人

・昭和52年11月1日 横浜市、川崎市に次ぐ県下第3位の人口へ

・昭和62年8月10日 人口50万人を突破

・平成12年5月29日 人口60万人を突破

・平成18年3月20日 人口66万人を突破（津久井町.相模湖町と合併）

・平成19年3月11日 人口70万人を突破（城山町.藤野町と合併）
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◇相模原市消防の歴史◇ 

 本市の常備消防は、昭和３０年５月に市役所総務課に消防係を設置し、同年１０月在日米陸軍補給廠 

から寄贈された消防ポンプ自動車１台を配置し、市職員１５名による特設消防隊を編成しました。 

 昭和３１年５月に市役所行政機構改革により、消防係を民生部消防課に昇格、昭和３２年９月市議会 

において常備消防本部の設置が決定されました。 

 昭和３３年１月消防本部を設置し、消防士１２名を採用、同年４月消防署を開署し、６人編成による 

消防隊を配置しました。 

 平成１８年３月２０日、津久井郡津久井町及び相模湖町と合併し、市域が拡大するとともに、津久井

郡広域行政組合消防本部と組織統合し、津久井郡城山町及び藤野町の常備消防事務を受託していました

が、平成１９年３月１１日、津久井郡城山町及び藤野町と合併したことから、受託はなくなりました。 

 平成１９年４月の組織改正に伴い、局制が施行され名称が相模原市消防局となりました。 

 令和３年４月の組織改正に伴い、部制が施行され２部制（消防部・警防部）での運用となりました。 

☆ 沿 革 ☆       

昭和３３年   消防庁舎建設、消防ポンプ自動車１台、職員１９名で業務開始、消防士１２名採用 

        （１月）、消防士１１名採用（３月～６月） 

昭和３４年   消防制度審議会設置、水槽付消防ポンプ自動車、指令車を購入 

昭和３６年   消防署南出張所開設、消防ポンプ自動車１台、職員１６名で業務開始 

昭和３７年   消防署橋本機関員派出所開設、消防ポンプ自動車１台、職員１２名で業務開始 

昭和３８年   消防制度審議会廃止、救急業務開始、電話交換機設置 

昭和３９年   消防署橋本機関員派出所を橋本出張所と改称 

昭和４０年   本部に庶務課、警防課設置、南出張所救急業務開始、淵野辺出張所開設、職員１２名 

        で業務開始 

昭和４１年   消防専用電話設置、救急用器材を購入 

昭和４２年   救助用器材の整備 

昭和４３年   庶務課に庶務係、管理係設置、消防署相陽出張所開設、職員６名で業務開始 

昭和４４年   消防署田名分署開設、消防ポンプ自動車１台、職員１０名で業務開始 

昭和４６年   はしご付クレーン自動車購入、南出張所に赤バイ配置、日本損害保険協会から化学消 

        防ポンプ車の寄贈、 

昭和４７年   消防本部庁舎完成、水槽付消防ポンプ自動車購入、消防署麻溝台分署を開設、職員 

        １２名で業務開始 

昭和４８年   はしご付消防ポンプ自動車、ミニ消防自動車購入、田名分署に救急自動車を配置し 

        職員６名で業務開始 

昭和４９年   橋本分署移転、麻溝台分署に救急自動車を配置し業務開始（消防隊兼務） 

昭和５０年   南分署を南消防署に昇格、大沢分署を開設、消防ポンプ自動車１台、職員１０名で 

        業務開始 

昭和５１年   東林分署を開設、消防ポンプ自動車１台、職員１２名で業務開始 

昭和５２年   大沼分署を開設、消防ポンプ自動車１台、職員１３名で業務開始 

昭和５３年   相原分署を開設、消防ポンプ自動車１台、職員１３名で業務開始、消防本部に防災課 

        を設置、職員６名で業務開始 

昭和５４年   日本損害保険協会から救急自動車の寄贈、警備課に訓練指導係設置、橋本分署に救急 

        自動車を配置し業務開始 

昭和５５年   消防本部に通信課を設置、職員１８名で業務開始 

昭和５６年   日本損害保険協会から高発泡車の寄贈、消防ポンプ自動車、査察車、救急自動車、 

        指揮車購入、大沼分署に救急自動車を配置し業務開始 

昭和５７年   緑が丘分署を開設、消防ポンプ自動車１台、高発泡車１台、職員２２名で業務開始、 

        人員搬送車、救急自動車購入 

昭和５９年   「常設消防二十五年の歩み」発刊 

昭和６０年   相武台分署を開設、消防ポンプ自動車１台、はしご付消防ポンプ自動車１台、 

        職員２５名で業務開始、気象情報収集システムの運用開始 

昭和６１年   淵野辺分署移転、行政組織変更に伴い警備課に通信課を統合 
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昭和６２年   南消防署庁舎建て替え 

昭和６３年   消防指令センタ－建設着工、「相模原消防史」発刊 

平 成 元 年        緑が丘分署に救急自動車を配置し業務開始、消防指令センター完成 

平 成 ２ 年        消防・防災緊急情報システム運用開始、行政組織変更に伴い指令課を設置 

平 成 ３ 年        上溝分署を開設、水槽付消防ポンプ自動車１台、職員１６名で業務開始、上鶴間方面 

        分署建設着工 

平 成 ４ 年        上鶴間分署を開設、水槽付消防ポンプ自動車１台、職員１６名で業務開始 

平 成 ５ 年        高規格救急自動車導入、救急救命士業務開始 

平 成 ６ 年        組織改正に伴い消防署に課制を導入（警備課、査察指導課）、防災消防訓練場開設 

平 成 ７ 年        淵野辺分署に高規格救急自動車を配置し業務開始、大沼分署改築工事に伴い仮眠室個

        室化推進 

平 成 ８ 年        大沢分署移転、高規格救急自動車を配置し業務開始 

平 成 ９ 年        上鶴間分署に高規格救急自動車を配置し業務開始 

平成１０年   上溝分署に高規格救急自動車を配置し業務開始、田名分署・橋本分署に高規格救急自 

        動車を導入、緑が丘分署に高所救助車を導入、相原分署・上鶴間分署の仮眠室個室化 

平成１１年   橋本分署を北消防署に昇格、緑が丘分署の仮眠室個室化、大沼分署に高規格救急自動

        車を配置 

平成１２年   警防課の課内室とし救急対策室を設置、麻溝台分署の仮眠室個室化 

平成１３年   国際消防救助隊に隊員８名を登録、田名分署を移転し救助隊を設置、相武台分署の仮 

        眠室個室化 

平成１４年   北消防署にはしご付消防自動車を配置、淵野辺分署の仮眠室個室化 

平成１５年   指令課及び相模原消防署本署の仮眠室個室化 

平成１６年   救急対策室が救急対策課、東林分署の仮眠室個室化 

平成１７年   上溝分署の仮眠室個室化 

平成１８年   津久井町及び相模湖町と合併、津久井郡広域行政組合と組織統合、城山町及び藤野町 

        の区域の常備消防を受託、津久井消防署が加わり４消防署１４分署２出張所１派出所 

        の体制になるとともに津久井消防署に指揮隊・救助隊を設置、相陽分署廃止、新磯分 

        署を開設し救急隊を設置、南消防署の仮眠室個室化 

平成１９年   指令システム更新（津久井消防署と指令システムの統合）、城山町及び藤野町と合併、 

        相模原市消防局に名称変更、防災課が市民局防災安全部防災支援課へ、城山分署が津 

        久井消防署から北消防署へ、相模原消防署本署に災害活動支援車を配置 

平成２０年   「相模原消防史（５０周年）」発刊、相模原消防署に高度救助隊を創設、城山分署の 

        仮眠室個室化 

平成２２年   相模原市が全国で１９番目の政令指定都市へ移行 

        組織改正に伴い警防課と救急対策課を統合し、警防・救急課を設置 

平成２３年   相模原消防署に特別高度救助隊（愛称：スーパーレスキューはやぶさ）を創設 

平成２４年   相原分署に高規格救急自動車を配置し業務開始、南消防署に高度救助隊を発隊 

平成２５年   藤野分署移転、三井防災消防訓練場開設 

平成２７年    相原分署庁舎建て替え、組織改正に伴い警防課、救急課設置、デジタル消防救急無線整備完了 

平成２９年    青根出張所の移転に伴い青根分署に昇格、高規格救急自動車を配置し業務開始 

平成３０年    組織改正に伴い危険物保安課設置、津久井消防署査察指導課改廃 

平成３１年    相模原消防署警備課に日勤救急隊を配置し業務開始 

令 和 ２ 年    南消防署警備課に日勤救急隊を配置し業務開始 

令 和 ３ 年    消防部・警防部の設置、相模原消防署警備課に２隊目の当直救急隊を配置し業務開 

        始、大沼分署中規模改修 

令 和 ５ 年    消防指令センターに火災調査室を設置 
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◇消防の組織◇ 
 昭和２３年消防組織法が施行され、市町村に消防責任が付与されました。本市の常備消防は、発足以

来消防力の強化拡充に努め、現在、１局、２部、４署、１５分署、１出張所、１派出所、職員定数７３

２名となっています。 

☆消防局☆   ６課      １２０名（実員）      (令和５．４．１) 

                        ・公印管理、職員人事・給与・研修、消防事務の 

                         企画、消防力整備計画、消防組織、表彰、公務 

           消防総務課         災害、消防総括、統計、消防団員の任免・庶務・ 

                         共済組合、消防協会相模原支部の庶務及び予算 

                         の執行管理の総括、補助金、財産の取得・管理、 

                         消防施設の整備・管理、物品の収納・管理 

 

                        ・火災予防計画、建築確認の同意、火災予防の 

   消防部長   予 防 課         指導・規制、火災予防協力組織・団体育成指 

   （危機管理局                導、火災予防思想の普及・啓発、開発行為の 

    副危機管理監               指導、火災統計 

    併任）                  消防用設備の設置指導・検査 

     

           危険物保安課       ・危険物・火薬類・高圧ガス・液化石油ガスの指 

導及び規制、危険物・火薬類・高圧ガス・液化

石油ガスの手数料収納、危険物・火薬類・高圧

ガス・液化石油ガスの保安意識の高揚及び啓発、 

局長                       危険物・火薬類・高圧ガス・液化石油ガスの統 

計 

 

                        ・消防部隊の総括、火災警報、相互応援協定、緊 

           警 防 課         急消防援助隊、国際消防救助隊、水防、水利施 

                         設の整備・管理、消防・救助訓練の企画・調整、 

                         消防訓練施設の管理、消防車両・資機材の配置 

                         ・整備、救助・消防情報 

 

                        ・救急業務の企画・調整、救急高度化の推進、 

     警防部長  救 急 課         救急資器材の整備、救急技術の研究・指導、 

                         救急統計・救急隊員の研修 

 

                 システム管理班・消防指令通信、消防用無線の運用と統制、 

指 令 1 部    災害の速報、消防気象観測、通信施設の 

                 指 令 2 部   保守、消防情報管理システムの運用 

                 指 令 3 部   

指 令 課 
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☆消防署☆  ４署（４本署・１５分署・１出張所・１派出所）  ７課   ６４７名（実員） 

                                   (令和５．４．１) 

                   庶務・調整班                   

                   本署 （警備１．２．３部） 

相模原消防署 警 備 課  田名分署（    〃      ） 

                   淵野辺分署（   〃      ） 

                   緑が丘分署（   〃      ） 

                   上溝分署（     〃      ） 

            査察指導課    

                   庶務・調整班 

                   救急班 

                   本署（警備１．２．３部） 

                   麻溝台分署（  〃      ） 

南 消 防 署 警 備 課  新磯分署（    〃      ） 

                   東林分署（    〃      ） 

                   大沼分署（     〃      ） 

                   相武台分署（  〃      ） 

警防部長               上鶴間分署（  〃      ） 

査察指導課 

                   庶務・調整班 

                   本署（警備１．２．３部） 

北 消 防 署 警 備 課  大沢分署（    〃      ） 

                   相原分署（    〃      ） 

                   城山分署（    〃      ） 

            査察指導課 

                   庶務・調整班 

                   査察指導班 

                   本署（警備１．２．３部） 

                      救急隊派出所（ 〃 ） 

津久井消防署 警 備 課  藤野分署（    〃      ） 

                   青根分署（    〃      ） 

                   鳥屋出張所（     〃     ） 

〈警備課〉 

・災害の警防活動 

・署内事務事業の調整、統計 

・署職員の厚生、研修、訓練指導 

・公印管理 

・り災証明、搬送証明 

・ほう賞、表彰の内申 

・署施設、水防倉庫の維持管理 

・消防車両の安全管理 

・消防車両、装備等の維持管理 

・燃料の管理 

・火薬類等の維持管理 

・車両通行制限等の許認可申請 

・火災の原因、損害の調査 

・災害の調査、情報の収集 

・消防対象物の警防計画 

・各種催時に係る警備 

・火災予防立入検査 

・屋外の火災予防の調査、指導 

・火災予防条例第４７条の指導 

・署の防災訓練等及びその運用 

・相模原市消防団各方面隊庶務 

・消防団員、事業所等の訓練指導 

・その他 

 

〈査察指導課〉 

・火災予防立入検査の計画 

・火災予防立入検査の違反処理 

・消防用設備の設置指導・検査 

・火災原因の分析・調査技術指導 

・防火管理者に関すること 

・その他 

 



☆消防機関等一覧☆ 

名    称 所 在 地 電 話 
構造 

面積［敷地面積］ 
開署年月等 

相模原市消防局 
中央区中央 

2 丁目 2番 15 号 

042- 

751-9111 

鉄筋コンクリート 3階建 

2,249 ㎡ ［3,658 ㎡］ 

 昭和 33 年 1 月 

昭和 47 年 6 月（移転） 

消防指令センター 同      上 同 上 

鉄骨鉄筋コンクリート 

4 階建 

4,501 ㎡ ［局と同敷地］ 

 平成 2年 4 月 

相模原消防署 同      上 
042- 

751-0119 
局に同じ  昭和 33 年 4 月 

 

田名分署 
中央区田名 

4841 番地 3 

042- 

761-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

一部 3階建 

1,690 ㎡ ［1,927 ㎡］ 

 昭和 45 年 1 月 

平成 13 年 10 月（移転） 

淵野辺分署 
中央区淵野辺本町 

3 丁目 1番 8 号 

042- 

758-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

951 ㎡ ［1,269 ㎡］ 

 昭和 40 年 12 月 

昭和 61 年 3 月（移転） 

緑が丘分署 
中央区緑が丘 

1 丁目 32 番 25 号 

042- 

759-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

968 ㎡ ［2,370 ㎡］ 
 昭和 57 年 4 月 

上溝分署 
中央区上溝 

2163 番地 9 

042- 

762-0119 

鉄筋コンクリート 3階建 

1,186 ㎡ ［1,811 ㎡］ 
 平成 3 年 6 月 

南消防署 
南区相模大野 

5 丁目 34 番 1 号 

042- 

744-0119 

鉄筋コンクリート 3階建 

2,228 ㎡ ［2,520 ㎡］ 

 昭和 36 年 6 月 

昭和 50 年 4 月（昇格） 

昭和 62 年 7 月（移転） 

 

麻溝台分署 
南区麻溝台 

8 丁目 38 番 20 号 

042- 

745-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

332 ㎡ ［653 ㎡］ 
 昭和 47 年 12 月 

新磯分署 
南区磯部 

1229 番地 1 

046- 

253-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,176 ㎡ ［2,311 ㎡］ 

 昭和 43 年 12 月 

平成 18 年 10 月（移転） 

東林分署 
南区東林間 

7 丁目 35 番 25 号 

042- 

742-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

252 ㎡ ［1,923 ㎡］ 
 昭和 51 年 4 月 

大沼分署 
南区古淵 

3 丁目 15 番 8 号 

042- 

756-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,188 ㎡ ［1,524 ㎡］ 

 昭和 52 年 4 月 

平成 8年 3 月（増築） 

相武台分署 
南区新磯野 

2 丁目 51 番 1 号 

042- 

747-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,216 ㎡ ［1,895 ㎡］ 
 昭和 60 年 4 月 

上鶴間分署 
南区相模大野 

7 丁目 40 番 4 号 

042- 

743-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,187 ㎡ ［1,880 ㎡］ 
 平成 4 年 6 月 

北消防署 
緑区橋本 

4 丁目 16 番 6 号 

042- 

774-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,473 ㎡ ［1,598 ㎡］ 

 昭和 37 年 7 月 

昭和 49 年 3 月（移転） 

平成 11 年 10 月 

（増築・昇格) 

 

大沢分署 
緑区大島 

1745 番地 1 

042- 

763-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

1,189 ㎡ ［2,373 ㎡］ 

 昭和 50 年 4 月 

平成 8年 5 月（移転） 

相原分署 
緑区相原 

4 丁目 14 番 9 号 

042- 

773-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

595 ㎡ ［1,783 ㎡］ 

昭和 53 年 4 月 

平成 27 年 3 月（改築） 

城山分署 
緑区川尻 

1699 番地 1 

042- 

782-0119 

鉄筋コンクリート 2階建 

727 ㎡ ［1,793 ㎡］ 

 昭和 49 年 4 月 

平成 7年 4 月（移転） 

津久井消防署 
緑区寸沢嵐 

574 番地 2 

042- 

685-0119 

鉄筋コンクリート 3階建 

937 ㎡ ［1,649 ㎡］ 

 昭和 44 年 9 月 

昭和 48 年 3 月（移転） 

平成 2年 4 月（増築） 

平成 18 年 3 月（合併） 

 

救急隊派出所 
緑区太井 

157 番地 1 

042- 

780-0119 

軽量鉄骨造平屋建 

155 ㎡ ［541 ㎡］ 
 平成 10 年 4 月 

藤野分署 
緑区吉野 

433 番地 1 

042- 

687-3401 

鉄筋コンクリート 2階建 

630 ㎡ ［1,011 ㎡］ 

 昭和 49 年 4 月 

平成 25 年 4 月（移転） 

青根分署 
緑区青根 

1372 番地１ 

042- 

787-2724 

鉄筋コンクリート 2 階建  

456 ㎡ ［1,419 ㎡］ 

 昭和 49 年 4 月 

平成 30 年 4 月（移転） 

鳥屋出張所 
緑区鳥屋 

789 番地 7 

042- 

785-0119 

鉄筋コンクリート平屋建 

165 ㎡ ［712 ㎡］ 
 昭和 49 年 4 月 

下溝防災消防訓練場 
南区下溝 

3042 番地 2 

042- 

777-0119 
［8,274 ㎡］  平成 6 年 4 月 

三井防災消防訓練場 
緑区三井 

352 番地 4 
― ［7,921 ㎡］  平成 25 年 2 月 
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津久井消防署 面積(km2)

本　　　署
（救急隊派出所含む）

218.65km2藤 野 分 署

青 根 分 署

鳥屋出張所

津久井消防署
管轄区域

【令和2年4月1日現在】

面　　積	 328．91km2

人　　口	 722，252人

世　　帯	 329，168世帯

消 防 局	 6課

消 防 署	 4署7課

分　　署	 15分署

出 張 所	 1出張所

派 出 所	 1派出所

消 防 団	 1団6方面隊34分団106部

消防職員（定数）	 732名

消防団員（定数）	 1，710名

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
5

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
724


Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
342

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
866


Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
724



10 11

相模原消防署 面積(km2)

本　　　署

36.87km2

田 名 分 署

淵野辺分署

緑が丘分署

上 溝 分 署

相模原消防署
管轄区域

北消防署 面積(km2)

本　　　署

35.28km2
大 沢 分 署

相 原 分 署

城 山 分 署

北消防署管轄区域

南消防署 面積(km2)

本　　　署

38.11km2

麻溝台分署

新 磯 分 署

東 林 分 署

大 沼 分 署

相武台分署

上鶴間分署

南消防署管轄区域
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◇消防の予算◇ 
 

 令和５年度市の一般会計当初予算額は、３２８，６００，０００千円で前年度と比較し、５．６％増

となっています。消防費の当初予算は、１０，１９６，５２６千円で前年度と比較して１２．０％増で

あり、一般会計当初予算との構成比は３．１％となっています。 

☆市の一般会計予算と消防費との比較☆ 

年度別（内訳） 一般会計（千円） 消防費（千円） 構成比（％） 

令和３年度（当初予算） 298,900,000 8,855,246 ３．０ 

令和４年度（当初予算） 311,200,000 9,104,334 ２．９ 

令和５年度（当初予算） 328,600,000 10,196,526 ３．１ 

☆令和５年度消防費とその内訳☆ 

内訳 金額（千円） 構成比（％） 

消防費 10,196,526 １００．０ 

 

 

常備消防費 7,551,999 ７４．１ 

非常備消防費 429,533 ４．２ 

消防施設費 2,214,994 ２１．７ 

☆令和５年度主要業務☆ 

１ 消防力の強化 

（１）消防車両の更新 

消防ポンプ自動車１台、救助工作車１台、高規格救急自動車２台、指令車３台、人員搬送車１台 

（２）消防水利の整備（消火栓１４基設置） 

２ 救急業務の高度化 

（１）救急救命士（５名）及び指導救命士（２名）の養成 

（２）気管挿管資格者（６名）及びビデオ硬性挿管用喉頭鏡の使用できる救急救命士（１５名）の養成 

３ 消防施設の整備 

（１）津久井消防署整備事業 

（２）（仮称）下溝防災消防訓練場再整備事業 

（３）消防庁舎改修事業（南消防署改修工事、北消防署外壁・屋上防水等改修工事） 

４ 消防団の整備、活性化 

（１）消防団詰所・車庫の改修 

ア 津久井方面隊第２分団第１部、第５分団第１部（改修） 

イ 中央方面隊第１分団第７部、北方面隊第５分団第４部（設計） 

（２）消防団車両の更新 

消防ポンプ自動車１台、小型動力ポンプ付積載車６台 

５ 火災予防対策 

（１）住宅防火対策 

（２）防火対象物の違反是正 

（３）防火教育の推進 

（４）火災原因調査体制の充実 

６ 危険物施設等の保安対策 

  危険物、高圧ガス、液化石油ガス及び火薬類関係施設における保安体制の充実 

７ 消防通信施設 

（１）消防情報管理システムの保守・管理 

（２）消防救急デジタル無線の維持・管理 
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◇消防職員◇ 

☆職員定数の推移☆        

年  度 別 職員定数 

 

年  度 別 職員定数 

 

年  度 別 職員定数 

昭和３３年度 30 昭和５５年度 399 平成１４年度 596 

昭和３４年度 37 昭和５６年度 422 平成１５年度 599 

昭和３５年度 53 昭和５７年度 441 平成１６年度 599 

昭和３６年度 65 昭和５８年度 451 平成１７年度 605 

昭和３７年度 65 昭和５９年度 451 平成１８年度 716 

昭和３８年度 79 昭和６０年度 451 平成１９年度 719 

昭和３９年度 80 昭和６１年度 451 平成２０年度 724 

昭和４０年度 100 昭和６２年度 451 平成２１年度 716 

昭和４１年度 102 昭和６３年度 451 平成２２年度 723 

昭和４２年度 104 平成元年度 460 平成２３年度 723 

昭和４３年度 123 平成２年度 478 平成２４年度 723 

昭和４４年度 139 平成３年度 494 平成２５年度 713 

昭和４５年度 151 平成４年度 501 平成２６年度 713 

昭和４６年度 160 平成５年度 507 平成２７年度 713 

昭和４７年度 179 平成６年度 518 平成２８年度 713 

昭和４８年度 201 平成７年度 527 平成２９年度 713 

昭和４９年度 224 平成８年度 539 平成３０年度 713 

昭和５０年度 245 平成９年度 554 令和元年度 713 

昭和５１年度 271 平成１０年度 569 令和２年度 732 

昭和５２年度 307 平成１１年度 569 令和３年度 732 

昭和５３年度 354  平成１２年度 596  令和４年度 732 

昭和５４年度 381  平成１３年度 596  令和５年度 732 

 

単
位 

人 
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 ☆消防職員の在職年数☆ 

（令和５．４．１） 

 

☆消防吏員の年齢☆ 

（令和５．４．１） 

 



☆ 職員の配置 ☆
（令和５．４．１）

所 属 別 計

消
防
司
監

消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

事
務
職
員

定 数 732 4   
合 計 ( 実 数 ） 766 1   2   8   64  106 179 179 147 76  4   
消 防 局 3   1   2   
消 防 総 務 課 50  1   6   7   6   10  16  4   
（ 消 防 総 務 課 ） (18) (3) (4) (2) (5) (4)

（派遣・初任教育生） (22) (1) (4) (1) (16)

（ 併 任 ） (9) (3) (2) (4)

予 防 課 10  1   2   2   2   3   
危 険 物 保 安 課 9   1   1   4   2   1   
警 防 課 15  2   2   3   8   
救 急 課 8   3   2   3   
指 令 課 25  1   7   4   4   5   4   

小　　計 120 1   2   4   21  15  21  31  5   16  4   
相 模 原 消 防 署 1   1   
相 模 原 署 警 備 課 5   2   2   1   
相模原署警備課本署 67  6   13  14  17  14  3   
田 名 分 署 40  1   6   8   8   13  4   
淵 野 辺 分 署 25  1   3   6   7   5   3   
緑 が 丘 分 署 31  1   7   8   6   6   3   
上 溝 分 署 25  1   4   4   7   6   3   
相模原署査察指導課 7   2   1   2   1   1   

小　　計 201 -   -   1   14  33  43  48  45  17  -   
南 消 防 署 1   1   
南 署 警 備 課 9   3   2   2   1   1   
南 署 警 備 課 本 署 51  3   9   12  9   14  4   
麻 溝 台 分 署 13  1   1   5   3   3   
新 磯 分 署 25  1   2   7   6   6   3   
東 林 分 署 13  1   2   4   2   3   1   
大 沼 分 署 25  1   3   7   5   6   3   
相 武 台 分 署 27  4   6   7   6   4   
上 鶴 間 分 署 32  4   10  8   6   4   
南 署 査 察 指 導 課 8   2   5   1   

小　　計 204 -   -   1   12  25  53  44  46  23  -   
北 消 防 署 1   1   
北 署 警 備 課 5   2   2   1   
北 署 警 備 課 本 署 41  3   9   10  11  5   3   
大 沢 分 署 25  1   2   8   5   6   3   
相 原 分 署 25  1   3   7   4   5   5   
城 山 分 署 25  1   4   4   6   7   3   
北 署 査 察 指 導 課 6   2   2   2   

小　　計 128 -   -   1   10  18  33  29  23  14  -   
津 久 井 消 防 署 1   1   
津 久 井 署 警 備 課 9   2   2   4   1   
津久井署警備課本署 53  3   8   12  11  14  5   
本 署救急隊派出所 9   4   2   3   
藤 野 分 署 22  1   4   6   4   6   1   
青 根 分 署 10  1   1   4   3   1   
鳥 屋 出 張 所 9   3   3   3   

小　　計 113 -   -   1   7   15  29  27  28  6   -   

728

分署（鳥屋出張所との兼務）に１名計上
※兼務の分署長については、麻溝台分署（相武台分署との兼務）、東林分署（上鶴間分署との兼務）、青根

15
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☆令和４年度研修結果☆ 

 

１ 学校教育 

（１） 消防学校教育（83 人） 
種別 科目 期間 回数 人数 

 初任教育 第 218 期 114 1 23 

 専科教育 警防科 10 1 4 

 
特殊災害科 7 1 4 

 
予防査察科 10 1 7 

 
火災調査科 10 1 5 

 
救急科 42 1 13 

 
救助科 20 1 4 

 特別教育 幹部特別教育（研修教官） 7 3 3 

 
水難救助課程 5 1 3 

 
はしご車操作員課程 3 1 5 

 
小型ポンプ操法指導員研修 1 1 2 

 
ポンプ車操法指導員研修 1 1 2 

 
航空特別応援研修 5 1 4 

 
通信指令員研修 3 1 3 

 
火災性状特別研修 3 1 1 

（２）消防大学校（8人） 
種別 研修名称 期間 回数 人数 

学科 幹部科 47 1 1 

 
警防科 51 1 1 

 
予防科 52 1 1 

実務講習 指揮隊長コース 13 1 2 

 
消防団活性化推進コース（行政職員） 5 1 1 

 
査察業務マネジメントコース 5 1 2 

 

２ 集合研修 

（１）職員研修所研修（219 人） 
研修名称 期間 回数 人数 

新採職員研修 2 1 23 

２年目研修 1 1 19 

３年目研修 1 1 40 

４年目研修 1 1 37 

５年目研修 1 1 24 

新任主任研修 1 1 30 

新任主査研修 1 1 19 

新任副主幹研修 1 1 10 

新任管理者研修 1 1 13 

新任所属長研修 2 1 4 

（２）職場研修（4328 人） 
研修名称 期間 回数 人数 

消防局階層研修（昇任候補者研修） 1 3 79 

消防職員惨事ストレス研修 1 1 46 

ハラスメント防止研修（ワークショップ）管理職 1 2 52 

ハラスメント防止研修（ワークショップ）交替制勤務 1 1 641 

コンプライアンス研修 1 1 46 

火災調査研修 1 3 60 

令和４年度違反処理実務研修 1 1 28 

高度な鑑定・鑑識資機材の取扱い説明 1 3 6 

鑑識・鑑定資機材の取扱いに係る研修 1 2 6 

解毒剤自動注射器の使用に関する研修 1 24 153 

消防ポンプ機関技術研修（基本編） 1 5 14 

消防ポンプ機関技術研修（応用編） 1 2 8 

伐木等の業務に係る特別教育 4 4 28 
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墜落制止用器具に係る特別教育 1 5 27 

小隊長研修 1 3 87 

中隊長研修 1 2 30 

救助隊員資格取得研修 1 25 6 

市街地火災延焼シミュレーション操作研修 1 3 67 

救急隊員基本研修 1 3 177 

救急隊員特別研修 1 3 50 

異動職員指令システム研修 1 15 3 

救急業務教育研修（第１回） 1 3 21 

救急業務教育研修（第２回） 1 3 21 

指令台操作研修 1 3 12 

交通法令研修 1 3 613 

予防業務研修 1 36 975 

火災調査研修 1 29 389 

高圧ガス保安教育 1 15 214 

潜水救助訓練 1 15 193 

警防業務研修 1 3 193 

昇任候補者研修（消防副士長） 1 1 37 

昇任候補者研修（消防士長） 1 1 29 

昇任候補者研修（消防司令補） 1 1 17 

（３）小規模職場研修（消防塾）（94人） 
研修名称 期間 回数 人数 

ファイヤーファイターサバイバル 1 1 94 

 

３ 派遣研修（198 人）              
研修名称 期間 回数 人数 

急流水難救助専門研修 1 3 20 

潜水技術研修（訓練） 1 3 18 

第一種衛生管理者養成講習会 3 1 1 

消防職員安全衛生管理研修会 2 1 5 

圧縮空気保安技術講習会 1 1 4 

国民保護 CR テロ初動セミナー 3 1 2 

爆発物災害対策担当者養成講習 1 1 2 

CBERN 災害と現場の対応担当者養成講習会 1 1 2 

危険物施設の鋼製地下貯蔵タンク・配管に適用する電気防食規格 

及びガイドライン 2022 年度 Web 講習会 
1 1 1 

防爆電気機器スキルアップコース 1 1 1 

爆発・火災防止講座 1 1 1 

区画火災対応訓練コース 2 1 1 

ファイヤーファイターサバイバル 2 1 1 

都市ガス緊急保安研修会 1 1 6 

予防技術講習会 1 1 2 

全国山岳遭難対策協議会 1 1 1 

登山リーダー夏山研修会 6 1 1 

違反是正研修会 1 1 5 

違反是正事例研究会 1 1 1 

消防実務講習会 1 1 2 

トヨタ モビリタ研修会 1 2 4 

全国消防技術者会議 1 2 7 

通信指令シンポジウム 1 1 3 

災害時医療救護活動研修会 1 1 5 

違反是正事例発表会 1 1 1 

消防大学校特別講習会 1 1 6 

高度な鑑定・鑑識資機材設置に伴う取扱い研修 3 1 5 

令和４年度火災調査研修 1 1 14 

充てん作業者講習 3 1 1 

保安業務員講習 2 1 1 

高圧ガス保安教育基礎講習 1 1 1 

LP ガスバルク供給のためのセミナー 1 1 1 

行政機関向け高圧ガス保安法令等勉強会 1 1 1 
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高圧ガス保安法令セミナー 1 1 1 

LP ガス保安情報説明会 1 1 1 

高圧ガス保安法の許可、届出運用解釈説明会 1 1 1 

保安検査のポイントと事例紹介セミナー 1 1 1 

KHK 水素セミナー 1 1 1 

令和４年度「冷凍・空調基礎講座」 1 1 1 

神奈川県主催工業保安行政職員研修 1 8 1 

経済産業省主催火薬類取締法研修 2 1 1 

経済産業省主催高圧ガス保安法研修 4 1 1 

経済産業省主催液化石油ガス法研修 2 1 2 

経済産業省主催液化石油ガス法の権限移譲に係る講習会 2 1 1 

無人航空機操作講習会 3 3 26 

重機操縦技術研修 1 1 4 

緊急時対応指揮研修 2 2 5 

県医師会救命情報システム症例検討会 1 2 2 

全国救急隊員シンポジウム 2 1 6 

県北・県央地区ＭＣ協議会教育セミナー 1 3 4 

救急救命士生涯研修 （三次医療機関） 3 94 94 

救急救命士再教育研修 （シミュレーション研修） 1 5 9 

 

４ 資格研修（123 人） 
研修名称 期間 回数 人数 

刈払機取扱作業者 1 1 2 

消防職員惨事ストレス研修 1 1 3 

高圧ガス製造責任者（丙特） 1 1 2 

高圧ガス製造責任者講習（丙特） 3 1 2 

高圧ガス製造責任者（冷凍） 1 1 1 

高圧ガス製造責任者講習（冷凍） 2 1 1 

火薬類取扱保安責任者試験準備講習会 2 1 1 

コンプライアンス研修 1 1 3 

有機溶剤作業主任者技能講習 2 2 4 

衛生管理者 1 1 1 

予防技術検定 1 1 10 

可搬ポンプ整備資格者特例講習 1 1 1 

第１級陸上特殊無線技士 1 1 3 

第２級陸上特殊無線技士 1 1 1 

情報セキュリティマネジメント 1 1 3 

高所作業車運転技能講習 2 1 2 

玉掛け技能講習 3 1 2 

酸欠・硫化水素危険作業 3 1 4 

小型移動式クレーン運転 3 3 5 

車両系建設機械（整地等）講習（大型特殊免許有り） 2 1 1 

車両系建設機械（整地等）講習（大型特殊免許無し） 5 1 1 

車両系建設機械（解体用）講習 1 2 2 

特別管理産業廃棄物管理責任者 1 1 1 

２級小型船舶操縦免許（更新） 1 2 6 

２級小型船舶操縦免許（取得） 2 1 3 

大型自動車免許 1 - 16 

主任無線従事者 1 1 1 

モノレール取扱主任 1 1 10 

伐木等の業務に係る特別教育 2 2 5 

救急救命士就業前研修 14 12 12 

気管挿管病院実習 30 6 6 

ビデオ喉頭鏡病院実習 2 15 15 

救急救命士新規養成課程 126 2 2 
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５ 新規採用職員研修（92 人） 
研修名称 期間 回数 人数 

新規採用職員研修 2 1 23 

新規採用職員訓練 18 1 23 

消防署研修配属 - 1 23 

年度末研修 2 1 23 

 

６ 講師派遣（78 人） 
研修機関 研修名称等 期間 回数 人数 

消防大学校 救助科第８４期 1 1 6 

 警防科第１１０期 1 1 1 

 予防科第１１２期 1 1 1 

 救助科第８５期 1 1 5 

 警防科第１１１期 1 1 1 

 上級幹部科第８６期 1 1 1 

 予防科第１１３期 1 1 1 

神奈川県消防学校 救助科 1 2 7 

 警防科・救助科 1 1 5 

 救急科 1 1 12 

 特殊災害科 1 2 7 

 火災調査科 1 3 9 

 火災性状特別研修 1 1 1 

 はしご車操作員課程 1 1 5 

 予防査察科 1 3 3 

愛知県消防学校 救急科 1 2 4 

山梨県消防学校 救急隊長研修 1 1 2 

 女性消防吏員研修 1 1 1 

静岡県消防学校 救急科 1 1 1 

常総地方広域市町村圏 

事務組合消防本部 
女性消防吏員活躍推進アドバイザー 1 1 1 

金沢市消防局 違反是正支援アドバイザー 1 1 2 

春日井市役所 違反是正支援アドバイザー 1 1 2 

 

☆令和４年度消防吏員の公務災害発生状況☆ 

区分 合計 火災時 救急時 訓練時 警防調査 その他 

発生数 6 1 3 1 0 1 

負傷者数 6 1 3 1 0 1 
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◇国際協力◇ 
 

☆国際消防救助隊☆ 

 

 海外で大規模災害が発生した場合、被災国からの要請に応じて緊急援助活動を行う国際消防救助隊へ

６人の隊員を登録しています。 

平成２３年２月２２日に発生したニュージーランド南島クライストチャーチ市郊外の地震災害に、２

月２３日から３月３日までの間、国際緊急援助隊救助チームの一員として、本市の国際消防救助隊登録

隊員を２名派遣しました。 

国際緊急援助隊救助チームは、多くの日本人留学生が行方不明となっていたクライストチャーチ市内

のＣＴＶビルを中心に救助活動を実施しました。 

 

【派遣実績】 

災害 

発生日 
災害名 被災地 派遣期間 

派遣 

人数 

H16.12.26 
インドネシア・スマトラ 

島沖大地震 
タイ王国プーケット周辺 

H16.12.29 

～H17.1.8 

（11 日間） 

1 名 

H23.2.22 
ニュージーランド 

南島地震災害 

ニュージーランド南島 

クライストチャーチ市 

H23.2.23 

～H23.3.3 

（9日間） 

2 名 

 

 

☆車両の寄贈☆ 

 

 耐用年数を過ぎた消防車や救急車を、リサイクル支援として、公益財団法人日本消防協会や一般社団

法人日本外交協会等からの要請により、平成１２年度からコロンビアやエチオピアなど３１カ国に合計

６７台を寄贈しています。 
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◇消防団◇ 
 
☆相模原市消防団の歴史☆ 

 

 本市の消防団は、明治２７年２月に「消防組規則」が制定されたことにより、当時警察署の管轄のも

とに７つの村（相原、大野、大沢、田名、上溝、麻溝、新磯）にそれぞれ組織化された消防組が誕生し

ました。その後、昭和１４年の警防団令発令により警防団を結成、昭和２２年の消防団令公布により相

模原町消防団（団員数 3,320名）となり、昭和２９年には市制施行に伴い、現在の相模原市消防団が組
織されました。 
 その後、相模原市消防団は、地域事情による組織の再編、あるいは消防団ラッパ隊や消防団女性部の

設立により市民の方々への広報活動の充実を図るなど発展を続けました。 
 平成１８年３月には、津久井郡津久井町及び相模湖町との合併に伴い、相模原消防団、津久井消防団

及び相模湖消防団の３団体制となり、平成１９年３月には、津久井郡城山町及び藤野町との合併により

城山消防団、藤野消防団が加わり、相模原市消防団は５団体制となりました。 
 平成２４年４月１日からは市内消防団の一体化を推し進めるため、５団を１団６方面隊体制に組織再

編し、更なる地域の安全・安心のために活動しています。 
 
☆沿革☆ 

 

昭和１４年   警 防 団 令 公 布         ：各市町村では同年３月下旬に従来の消防組と住民の自衛組織 

                  であった防護団を合体させて警防団を組織 

昭和１６年   相模原町警防団結成：２町６か村が合併して相模原町が誕生したことに伴い結成 

昭和２２年   相模原町消防団発足：全８個分団（団員数３，３２０人） 

昭和２３年   座間町分離独立のため８個分団から７個分団に再編成 

昭和２７年   旧大野村地域の第７分団を分割、淵野辺地域に第８分団を設置 

昭和２９年   市制施行に伴い相模原市消防団に改称（団員数２，８７２人） 

昭和３３年   第１分団１１部を９部に再編成 

昭和３８年   南部地区の消防力強化のために第９分団を設置 

昭和３９年   第４分団１２部を９部に再編成 

昭和４４年   消防力強化のため第２分団に第６部を新設 

昭和４６年   第４分団９部を８部に、第５分団６部を４部に再編成 

昭和４８年   第１分団９部を８部に再編成 

昭和５３年   第２分団６部を５部に再編成 

平成 ３年   消防団ラッパ隊を設立 

平成 ９年   光が丘地区の消防力を強化するため、第１分団第９部を分割し第１分団第５部を新設 

平成１３年   団員定数を７６２人に変更、女性団員３０名を任用 

平成１７年   １団９分団５６部、定員７６２名 実員６９３名（うち女性２２名） 

平成１８年   相模原市と津久井町、相模湖町の合併により３団体制となる 

        各団長・副団長で構成される相模原市消防団長会が発足 
        ３団２１分団８０部 定員１，３１４名 実員１，１９９名（うち女性２２名） 
平成１９年   相模原市と城山町、藤野町の合併により、相模原市城山・藤野消防団が新たに加入 

相模原市消防団長会を５団で構成 津久井消防団の定数を３８８人に変更 
５団３２分団１０７部 定員１，７０７名 実員１，６１３名（うち女性２５名） 

平成２０年   相模原市相模原消防団・女性団員の階級等に関する組織を改正（部制の導入） 

平成２１年   相模原市における消防団協力事業所制度を導入 

平成２２年   東林地区自治会連合会に存する第９分団区域を第７分団区域とした。 

平成２３年   ５団３２分団１０８部 定員１，７０７名 実員１，５６３名（うち女性２５名） 

平成２４年   相模原市消防団を５団体制から１団６方面隊体制に組織再編 

        旧相模原消防団第４分団第２部及び第３部を統合（現 中央方面隊第２分団第２部） 
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平成２６年   大野台地区の消防力を強化するため、南方面隊第３分団第３部を分割し、第３分団 

        第８部を新設 

        女性部を女性分団に格上げ 

平成２９年   相模原市における学生消防団活動認証制度を導入 

平成３１年   北方面隊第６分団第１部及び第２部を統合し再編成 

令和５年４月１日現在 

 １団６方面隊３４分団１０６部 定員１，７１０名 実員１，３１４名（うち女性２８名） 

 

☆消防団組織図☆ 

 

  

 



1 18 34 68 122 115 352 1,000

31 1 1 2 3 16

方面隊本部 3 3

第１分団 90 ７部 1 2 7 7 20 17

第２分団 90 ７部 1 2 7 7 21 28

第３分団 66 ５部 1 2 5 5 15 33

第４分団 63 ５部 1 2 5 5 14 15

方面隊本部 3 3

第１分団 54 ４部 1 2 4 4 12 17

第２分団 69 ５部 1 2 5 5 14 16

第３分団 102 ８部 1 2 8 8 24 29

第４分団 42 ３部 1 2 3 3 6 8

方面隊本部 3 3

第１分団 45 ３部 1 2 3 3 9 24

第２分団 115 ９部 1 2 9 9 27 45

第３分団 39 ３部 1 2 3 3 9 16

第４分団 40 ３部 1 2 3 3 9 20

第５分団 50 ４部 1 2 4 4 13 22

第６分団 23 1 2 2 2 3 10

1

☆消防団現勢☆　　　　　　　　　　　　　　　　         （令和５．４．１）
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方
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南
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（女性分団・ラッパ隊専門団員）

定員合計
（１，７１０人）
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長
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ン
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付
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班
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小
型
動
力
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ン
プ
付

積
載
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（
救
助
資
機
材
搭
載

）

6

1
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1 18 34 68 122 115 352 1,000

方面隊本部 3 3

第１分団 32 ２部 1 2 2 2 4 11

第２分団 58 ３部 1 2 3 4 8 30

第３分団 46 ３部 1 2 3 3 8 19

第４分団 43 ３部 1 2 3 3 5 10

第５分団 60 ４部 1 2 4 4 7 38

第６分団 49 ３部 1 2 3 3 7 24

第７分団 57 ３部 1 2 3 3 9 39

第８分団 40 ３部 1 2 3 3 5 7

方面隊本部 3 3

第１分団 42 1 2 4 10 17

第２分団 21 1 2 1 4 10

第３分団 31 1 2 2 6 16

第４分団 50 1 2 5 12 27

方面隊本部 3 3

吉野分団 29 ２部 1 2 2 3 7 4

小渕分団 35 ２部 1 2 2 2 6 8

沢井分団 24 １部 1 2 1 3 5 3

日連分団 26 ２部 1 2 2 2 6 10

名倉分団 29 ２部 1 2 2 3 7 5

牧野分団 63 ４部 1 2 4 5 19 17

佐野川分団 38 ２部 1 2 2 3 10 5

津
久
井
方
面
隊

2

2

1

2

1

車　　種

　　　　　　　　　　　　　　   　 （令和５．４．１）
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卸　業
小売業

製造業

4.3%

☆消防団員の産業別構成比☆

農 業 林　業 漁　業 鉱　業 建設業

1.4%

19 人

相模湖方面隊

合　　計

中央方面隊

南方面隊

北方面隊

津久井方面隊

人 11 人

7.1%

6.1%

262 人

19.9% 21.3%

人

7 0 人0 人人 0 人

10 人 0 280

03 人73

人 80

8.3%

人

人

0.0% 16.8% 17.7% 7.1%

23.8%

0.8% 0.0% 0.0%

人 0 人

3.1% 0.0%0.0%

金　融
保険業

不動産業
運　輸
通信業

1.8%

0 人

0

電気･ガス
･水道業

サービス業

人

公　務

47 人

26.0% 12.2%

人

4.3% 17.4%

5 人 0 人

0

2.8%

0

0

人

4.3%0.0%

分類不能の
産業

人 27 人

48 人

中央方面隊

団本部

21.7%

0

34.8%

2

1.3% 1.8% 8.8%

人1 人

8.7%

1

11.9%

人 16

4.3%

人

人

人 4 人 人

人

3 人 4 人 20

南方面隊
17 人40

人 49

2.7%

2.2% 2.2% 6.6%

人 5 人

0.0%

人

0.3%

人1

5

1.8%

人 10

北方面隊
3.3% 23.9% 8.0% 13.8%

津久井方面隊
人人 8

2.6% 14.3%

33 人

10.7%

人

人

0.0%

0 人

1.0% 0.0%

38 人 40 人 16 人

人 1522

4.6%

18.8% 4.3%

29.6%

人

15.9%

44 人

人

52 人 12

26 人 15

0.0%

人

91 人 14
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0 人

2.3%

0 人 0 人 24

44 人 24
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3 人 3 人 6 人 2

0 人 0 人 0
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人 人 1 4 人 1 人人
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0.0% 0.0%

0.0% 4.3% 17.4%
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18.6% 11.6%
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20.2%

19 人 9 人 66
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13

6

人 1

人 0

0.6% 1.2% 0.0%

人人 12 人 2

（令和５.  ４.  1）

0 人 33 人

0.0% 19.2%

人 7 人

藤野方面隊

藤野方面隊
1 人 2

団本部

合　　計
13 人 21 人 102 人 人

1.0% 1.6% 7.8% 2.8% 21.0% 8.1% 8.2%
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0 人 2 人 10

108276 人 106 人

人 9 人 38 人 12
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人 31

24.0% 10.9% 3.9%

人

1 人 3
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2.3% 4.7%

人

1.6%

14 人

人

0.3%

7.2%

人

0.4% 1.1% 6.9%

人 22 人 38
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☆消防団員の報酬☆ 

 

 消防団員の年額報酬及び出動報酬は、相模原市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例に

より定められたもので、年額報酬にあっては、その階級に任命されたことにより、役務の対価として支

給されるものです。出動報酬にあっては、水火災・地震等の災害への出動や、訓練・整備・警戒等への

出動に対して支給される報酬です。 

１ 年額報酬 

職  名 

( 階 級 ) 

団 長  

( 団 長 ) 

方面隊長

(副団長) 

副方面隊長

( 副 団 長 ) 

分 団 長

(分団長) 

副 分 団 長

(副分団長) 

部 長 

( 部 長 ) 

副 部 長

( 部 長 ) 

班 長 

( 班 長 ) 

団 員 

(団員 ) 

年 額(円) 127,000 115,500 89,400 73,200 56,100 46,800 38,000 36,500 36,500 

２ 出動報酬 

水・火災（日額） 訓 練 、 整 備 、 警 戒 等              （日 額） 

８，０００円 
※ただし、消火活動、救助活動その他これらに準ずる活動を要

しなかった場合は 4,000 円 

３，０００円 

 

☆出動報酬支給実績☆                                                 （令和４年度） 

  
火災 水災 救助 

各種 演習 特別 点検 広報 
その他 虚誤報 計 

災害 訓練 警戒 整備 指導 

団本部 
件 数 0 0 0 0 43 3 1 0 41 0 88 

人 数 0 0 0 0 159 12 3 0 145 0 319 

中 央 
件 数 43 1 4 31 3 83 625 98 23 11 922 

人 数 334 54 16 191 82 370 1,374 416 126 61 3,024 

南 
件 数 47 1 2 38 4 73 535 72 39 16 827 

人 数 424 36 19 259 114 277 1,153 311 162 134 2,889 

北 
件 数 21 0 5 17 1 93 647 114 27 12 937 

人 数 239 0 63 149 32 343 1,465 414 147 78 2,930 

津久井 
件 数 8 1 12 6 2 91 673 124 7 1 925 

人 数 215 123 278 106 178 353 1,604 472 17 27 3,373 

相模湖 
件 数 2 1 3 1 1 22 217 20 5 1 273 

人 数 31 32 45 29 55 117 515 169 75 14 1,082 

藤 野 
件 数 2 1 2 0 1 63 445 96 6 2 618 

人 数 27 74 21 0 22 220 1,037 302 44 33 1,780 

合 計 

件 数 123 5 28 93 55 428 3143 524 148 43 4,590 

人 数 1,270 319 442 734 642 1,692 7,151 2,084 716 347 15,397 

１件 

10.3  63.8  15.8  7.9  11.7  4.0  2.3  4.0  4.8  8.1  3.4  あたり 

 

☆令和４年度消防団員等の公務災害発生状況☆ 

区    分 火 災 等 風水害等 演習訓練 特別警戒 救急業務 警防調査 その他 計 

団

本

部 

死   者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 

中

央 

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － ２ － － － － ２ 

小計 － － ２ － － － － ２ 

南 

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 
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北 

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 

津

久

井 

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 

相

模

湖   

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 

藤

野 

死 者 － － － － － － － － 

負 傷 者 － － － － － － － － 

小計 － － － － － － － － 

 合計 － － ２ － － － － ２ 

 

☆令和４年度研修・訓練結果☆ 

消防団員として必要な知識と技術の習得、消防団活動活性化のため以下のとおり研修・訓練を実施し

ました。 

１ 市の主催（県消防協会相模原支部含む） 

名称 対象 人数 実施日 

新入団員研修 新入団員 ４８名 ６月５日 

幹部研修 分団長、副分団長 ９４名 ６月１２日 

機関員講習 機関員及び未受講者 １１１名 ６月１９日 

防災指導員講習 新入団員及び未受講者 ８８名 ６月１９日 

普通救命講習 新入団員及び未受講者 ９０名 ６月５日 

消防局との合同訓練 必要に応じて実施   

分団、部単位訓練 必要に応じて実施   

 

２ 県消防協会主催 

名称 対象 

人数 

実施日 団
本
部 

中
央 

南 北 
津
久
井 

相
模
湖 

藤
野 

消防団幹部研修 班長以上 － － － １ － － － ６月６日 

消防団副団長研修 副団長 － １ １ － － － － ７月１日 

正副団長研修会 正副団長 １ － － － － － － １０月５日 

消防団員指導員研修 
分団長・ 

副分団長 
－ － － － １ － － １０月７、８日 

消防団幹部候補研修 班長・団員 － － － － － １ － １２月１日 

消防団員指導者講習 班長以上 － ８ ８ ８ ７ ３ ６ １１月２０日 

地震対策特別講習 中級幹部 － － － ３ ３ － － １２月１１日 

女性消防団員合同研修 
女性消防団

員の指導者 
１ － － － － － － ２月５日 

幹部候補中央特別研修 分団長以下 － － － － － － － 不参加（2/15～17） 

消防団分団長研修 
分団長・ 

副分団長 
－ － － － － － １ ２月１２日 
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☆消防団機械器具配置表☆ 

 相模原市消防団本部                           （令和５．４．１） 

種別 

分団部別 

配置機械 

名称 所在地 指 令 車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 １ １ １ 

団本部 １ － － － 中央区中央2丁目2番15号 

女性分団 － １ １ － 中央区中央2丁目2番15号 

中央方面隊 

種別 

分団部別 

配置機械 

名称 所在地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ３ ２１ ２１ 

第１分団 

第１部 １ － － 上 溝 中央区上溝7丁目7番17号 

第２部 － １ １ 久 保 中央区上溝4丁目8番43号 

第３部 － １ １ 四ッ谷 中央区上溝2丁目2番1号 

第４部 － １ １ 石 橋 中央区上溝2463番地1 

第５部 － １ １ 田 尻 中央区上溝2556番地1 

第６部 － １ １ 番 田 中央区上溝778番地10 

第７部 － １ １ 丸崎・虹吹 中央区上溝1611番地5 

第２分団 

第１部 １ － － 田名中央 中央区田名4838番地4 

第２部 － １ １ 水郷田名 中央区水郷田名1丁目8番26号 

第３部 － １ １ 陽原・望地 中央区田名5990番地2 

第４部 － １ １ 塩 田 中央区田名塩田4丁目1番17号 

第５部 － １ １ 新 宿 中央区田名7361番地14 

第６部 － １ １ 葛 輪 中央区田名2787番地1 

第７部 － １ １ 清 水 中央区田名2139番地3 

第３分団 

第１部 １ － － 淵野辺 中央区淵野辺3丁目20番9号 

第２部 － １※ １ 嶽之内 中央区東淵野辺4丁目26番17号 

第３部 － １ １ 中 淵 中央区淵野辺本町4丁目17番8号 

第４部 － １ １ 山 王 中央区淵野辺本町1丁目21番1号 

第５部 － １ １ 上矢部 中央区上矢部4丁目11番1号 

第４分団 

第１部 － １ １ 矢 部 中央区矢部3丁目14番8号 

第２部 － １ １ 宮 下 中央区すすきの町41番8号 

第３部 － １ １ 清 新 中央区相模原2丁目16番5号 

第４部 － １ １ 星が丘 中央区星が丘2丁目7番22号 

第５部 － １ １ 光が丘 中央区青葉2丁目5番12号 

 ※第３分団第２部の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

南方面隊 

種別 

分団部別 

配 置 機 械 

名 称 所 在 地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ５ １５ １５ 

第１分団 

第１部 － １ １ 下溝南 南区下溝1130番地 

第２部 － １※ １ 当 麻 南区当麻578番地2 

第３部 １ － － 下 溝 北 南区下溝2015番地2 

第４部 － １ １ 原 当 麻 南区当麻773番地1 

第２分団 

第１部 １ － － 新 戸 南区新戸2368番地2 

第２部 － １ １ 下 磯 部 南区磯部1269番地2 

第３部 － １ １ 上 磯 部 南区磯部1341番地3 

第４部 － １ １ 勝 坂 南区磯部1760番地5 

第５部 １ － － 相武台前 南区新磯野4丁目8番8号 

第３分団 

第１部 － １ １ 相模大野 南区相模大野6丁目10番8号 

第２部 － １ １ 東 林 間 南区相南2丁目2番14号 

第３部 － １ １ 大 沼 南区東大沼2丁目9番11号 
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第３分団 

第４部 － １ １ 中和田 南区上鶴間本町7丁目23番36号 

第５部 １ － － 谷 口 南区上鶴間本町4丁目25番2号 

第６部 － １ １ 鵜野森 南区鵜野森3丁目2番19号 

第７部 － １ １ 古 淵 南区古淵1丁目13番26号 

第８部 － 1 1 大野台 南区大野台5丁目16番37号 

第４分団 

第１部 １ － － 南 台 南区南台4丁目12番57号 

第２部 － １ １ 相模台 南区相模台1丁目13番5号 

第３部 － １ １ 麻溝台 南区麻溝台6丁目23番4号 

 ※第１分団第２部の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

北方面隊 

種別 

分団部別 

配 置 機 械 

名 称 所 在 地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ２ ２２ ２２ 

第１分団 

第１部 － １※ １ 相 原 緑区相原4丁目14番7号 

第２部 － １ １ 二本松 緑区二本松2丁目1番24号 

第３部 １ － － 橋 本 緑区橋本4丁目16番11号 

第２分団 

第１部 － １ １ 上大島 緑区大島721番地1 

第２部 － １ １ 中 の 郷 緑区大島3201番地 

第３部 － １ １ 常 盤 緑区大島2231番地1 

第４部 － １ １ 古清水 緑区大島2355番地 

第５部 － １ １ 上九沢 緑区上九沢268番地2 

第６部 － １ １ 下九沢 緑区下九沢2440番地 

第７部 １ － － 塚 場 緑区下九沢1417番地1 

第８部 － １ １ 宮 下 緑区下九沢591番地 

第９部 － １ １ 作 の 口 中央区上溝1丁目1番18号 

第３分団 

第１部 － １ １ 町 屋 緑区町屋4丁目27番14号 

第２部 － １ １ 小 松 緑区広田2番35号 

第３部 － １ １ 城 北 緑区広田15番10号 

第４分団 

第１部 － １ １ 久 保 沢 緑区久保沢2丁目7番6号 

第２部 － １ １ 向 原 緑区向原3丁目1番11号 

第３部 － １ １ 原 宿 緑区原宿2丁目6番1号 

第５分団 

第１部 － １ １ 都 畑 緑区城山3丁目6番11号 

第２部 － １ １ 谷 ヶ 原 緑区谷ヶ原1丁目9番14号 

第３部 － １ １ 中 沢 緑区中沢576番地1 

第４部 － １ １ 若葉台 緑区若葉台4丁目1番5号 

第６分団  
－ １ １ 小 倉 緑区小倉525番地1 

－ １ １ 葉 山 島 緑区葉山島397番地6 

 ※第１分団第１部の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

津久井方面隊 

種別 

分団部別 

配 置 機 械 

名 称 所 在 地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ８ １７ １７ 

第１分団 
第１部 － 1 1 三 井 緑区三井572番地1 

第２部 １ － － 太 井 緑区太井290番地 

第２分団 

第１部 １ １※ 1 中 野 緑区中野1013番地2 

第２部 － 1 1 又 野 緑区又野689番地1 

第３部 － 1 1 名 手 緑区三井951番地4 

第３分団 

第１部 １ － － 三 ケ 木 緑区三ケ木671番地5 

第２部 － 1 1 青 山 緑区青山3128番地1 

第３部 － 1 1 鮑 子 緑区青山3730番地6 

第４分団 第１部 １ － － 根 小 屋 緑区根小屋1461番地1 

第４分団 第２部 － 1 1 根小屋中野 緑区根小屋1027番地4 
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第３部 － 1 1 稲 生 緑区長竹158番地5 

第５分団 

第１部 － 1 1 韮 尾 根 緑区長竹2894番地1 

第２部 － 1 1 石 ケ 沢 緑区長竹1649番地1 

第３部 － 1 1 長 竹 緑区長竹1425番地9 

第４部 １ － －  関   緑区青山1008番地10 

第６分団 

第１部 － 1 1 道 場 緑区鳥屋1489番地イ-1 

第２部 １ － － 宮 ノ 前 緑区鳥屋1045番地1 

第３部 － 1 1 渡 戸 緑区鳥屋335番地1 

第７分団 

第１部 － 1 1 梶 野 緑区青野原732番地1 

第２部 １ － － 東 野 緑区青野原1240番地2 

第３部 － 1 1 西 野  々 緑区青野原3346番地2 

第８分団 

第１部 － 1 1 荒 丸 緑区青根206番地1 

第２部 １ － － 上 青 根 緑区青根1944番地6 

第３部 － 1 1 音 久 和 緑区青根2932番地7 

 ※第２分団第１部の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

相模湖方面隊 

種別 

分団部別 

配 置 機 械 

名 称 所 在 地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ４ ３ ４ 

第１分団 １ １※ 1 与 瀬 緑区与瀬893番地1 

第２分団 １ － 1 小 原 緑区小原421番地8 

第３分団 １ １ 1 千 木 良 緑区千木良983番地3 

第４分団 １ １ 1 内 郷 緑区若柳985番地5 

※第１分団の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

藤野方面隊 

種別 

分団部別 

配 置 機 械 

名 称 所 在 地 ポンプ車 積 載 車 小型動力ポンプ 

合 計 ３ １２ １２ 

吉野分団 
第１部 － 1 1 上 宿 緑区吉野391番地1 

第２部 － 1 1 奈 良 本 緑区吉野1520番地1、2 

小渕分団 
第１部 １ － － 藤 野 緑区小渕1986番地 

第２部 － 1 1 下 小 渕 緑区小渕728番地1 

沢井分団  － 1 1 落 合 緑区澤井992番地2 

日連分団 
第１部 － 1 1  杉   緑区日連622番地3 

第２部 － １※ 1 日 連 緑区日連1495番地1 

名倉分団 
第１部 － 1 1 葛 原 緑区名倉3754番地1 

第２部 － 1 1 名 倉 緑区名倉2622番地3 

牧野分団 

第１部 １ － － 中 尾 緑区牧野4236番地9 

第２部 － 1 1 菅 井 緑区牧野11916番地3 

第３部 － 1 1 篠 原 緑区牧野2875番地3 

第４部 － 1 1 大 鐘 緑区牧野6928番地1 

佐野川分団 
第１部 － 1 1 和 田 緑区佐野川651番地6 

第２部 １ － － 上 岩 緑区佐野川3287番地2 

※日連分団第２部の小型動力ポンプ付積載車は救助資機材搭載 

相模原市消防団車両総数 

消防団車両合計 指令車 ポンプ車 積載車 

１１７台 １台 ２５台 ９１台 

 消防団詰所・車庫総数 

総数 中央方面隊 南方面隊 北方面隊 津久井方面隊 相模湖方面隊 藤野方面隊 

１１１棟 ２４棟 ２０棟 ２４棟 ２４棟 ４棟 １５棟 
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◇災害出場体制◇ 
 

本市では、建築物の高層化、深層化等都市構造の変化に伴い、複雑多様化する災害に迅速かつ確実に

対応するため、消防車両の適正配置及び充実を図り、現在では消防車２６台、はしご車、高所救助車等

の特殊車４８台及びその他の車両７４台の合計１４８台を擁しております。 

また、火災、救急、救助等の様々な災害に対応した消防車両等を迅速に出場させるため、消防情報管

理システムの車両動態管理機能により、災害現場から近い順に消防隊、救助隊、救急隊等を選定し、人

員、装備機材等を最大限に活用した災害対応を図っています。 

 

☆火災出場体制☆ 

 火災に出場する車両は、火災の種別ごとに次表のとおり計画されています。 

 

種別 説明 第１出場 第２出場 

一般火災 

地階を除く階数が３以下

の建物火災又は種別が判

明しない火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

救 急 車 

高 所 救 助 車 

１台 

５台又は６台 

１台 

１台 

１台＊ 

消 防 車 ３台 

林野火災 森林、原野又は牧野の火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

資器材搬送車 

救 急 車 

１台 

４又は５台 

１台＊ 

１台＊ 

１台＊ 

消 防 車 ３台 

車両火災 

自動車車両、被けん引車、

鉄道車両又はこれらの積

載物の火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

救 急 車 

１台 

２又は５台 

１台 

１台 

 

中高層火災 
地階を除く階数が４以上

の建物火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

救 急 車 

高 所 救 助 車 

は し ご 車 

１台 

５台又は６台 

１台又は２台 

１台 

１台＊ 

１台＊ 

消 防 車 

救助工作車 

は し ご 車 

３台 

１台＊ 

１台＊ 

工場・倉庫火災 工場又は倉庫の火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

救 急 車 

高 所 救 助 車 

化 学 車 

１台 

５又は６台 

１又は２台 

１台 

１台＊ 

１台 

消 防 車 

救助工作車 

化 学 車 

３台 

１台＊ 

１台＊ 

その他火災 

空地、田畑、道路、河川敷、

ごみ集積場、屋外物品集積

場、軌道敷、電柱類等上記

に掲げる火災以外の火災 

指 揮 車 

消 防 車 

１台 

２又は５台 
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危険物火災 
危険物若しくは危険物施

設の火災又は航空機火災 

指 揮 車 

消 防 車 

救 助 工 作 車 

救 急 車 

高 所 救 助 車 

化 学 車 

１台 

５又は６台 

１又は２台 

１台 

１台＊ 

１又は２台 

消 防 車 

救助工作車 

化 学 車 

３台 

１台＊ 

１台＊ 

事後聞知火災 
火災鎮火後に消防機関と

して出場を要する火災 

指 揮 車 

消 防 車 

１台 

１台 
 

※ 表中の＊印は、地域の特性に応じて出場する車両です。 

 ※ 上記の計画出場のほか、警防本部長の命令や現場最高指揮者からの要請などにより、必要な車両を

「特命出場」させることができます。 

☆火災以外の出場☆ 

 消防部隊は、火災以外にも次のような災害等に出場します。 

種別 内容 説明 

救
助
出
場 

救助 
火災、交通事故などの災害により生命又は身体に危険が及んでいる場合に、

その危険を排除し、又は安全な状態に救出する活動 

水難救助 救助活動のうち、河川、湖沼等における救出活動 

山岳救助 救助活動のうち、山岳における救出活動 

ＮＢＣ災害 
放射性物質、生物剤及び化学剤又は原因が特定できない物質に起因した災害

における救出活動 

特殊災害 異臭、屋外におけるガス漏れ事故、酸欠、硫化水素等による自損行為等 

救
急
出
場 

救   急 一般の救急事故 

集 団 救 急 
災害等による傷病者がおおむね１０人以上発生すると予想される場合の救急

活動 

支 援 救 急 

（ＣＰＡ） 
心肺停止又はその疑いのある傷病者による救急事故 

支 援 救 急 

（国道等） 

国道１６号線、国道１２９号線、国道２０号線、国道４１３号線の青山交差

点（緑区青山３１２２番地先）から両国橋（緑区青根２８６３番地２先）ま

での区間、県道相武台相模原線の星が丘交差点（中央区星が丘３丁目１５番

先）から相模原公園入口交差点（南区麻溝台１丁目１番先）までの区間及び

県道長竹川尻線のうち向原東交差点（緑区向原４丁目１番２６号先）から東

金原交差点（緑区根小屋１５４２番地１先）までの区間で発生した救急事故 

支 援 救 急 

（救急隊支援） 

救急小隊のみでは応急処置や搬出が困難と想定される事故等、指令課又は救

急小隊が消防小隊等の出場を必要と認める救急事故 

各
種
災
害
出
場 

ガス漏れ(建物) 屋内におけるガス漏れ事故 

警戒 
火災と紛らわしい事象、火災発生の恐れのある事象（危険物の流出、火気の

不始末、自火報等のベルの吹鳴（中高層建物を除く）等） 

ヘリ警戒 航空機の離発着による警戒等における活動 

中高層警戒 
中高層建物（地階を除く階数が４以上）における作動原因が不明な自火報等

ベルの吹鳴及び即時通報による活動 

緊急通報警戒 緊急通報サービス受信による活動 
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各
種
災
害
出
場 

水防警戒 
神奈川県水防計画に基づく水防警報（出動）の通知があったとき及び城山ダ

ムから毎秒５００立方メートル以上の放流があったときの警戒活動 

風水害 暴風、突風による事故、河川の洪水、低地の浸水等による活動 

危険排除 看板、枝等、落下危険の排除等による活動 

調査 災害による行方不明者の捜索等、消防機関として調査を要する活動 

その他 飼育動物の救出等、消防局長が特に必要と認める活動 

 

☆消防相互応援協定☆ 

  消防相互応援協定は、消防組織法第３９条の規定に基づき、協定市町村間の消防力を活用して災害に

よる被害を最小限度に防止することを目的として締結されています。 

 なお、本市は、神奈川県下２２消防本部のほか東京消防庁等と相互応援協定を締結しています。 

 

☆消防広域応援体制☆ 

 市域を越える大規模又は広域的な災害が発生した場合に、消防機関の相互応援が迅速かつ円滑に行え

るよう、「相模原市消防広域応援実施計画」、「相模原市緊急消防援助隊受援計画」及び「相模原市緊

急消防援助隊応援等実施計画」を策定し、広域的な消防応援（受援）体制の充実を図っています。また、

平成７年１月の「阪神・淡路大震災」の教訓を踏まえ、国内で発生した地震等の大規模災害時における

人命救助活動等をより効果的かつ充実したものとするとともに、全国の消防機関相互による迅速な援助

体制を確保するため、平成７年６月に自治省消防庁において緊急消防援助隊制度が発足したことを受け、

本市では、現在、救助隊、救急隊、消防隊など２９隊を総務省消防庁に登録しています。 

平成１６年１０月 新潟県中越地震に救助隊及び後方支援隊を派遣 

平成２３年３月  東日本大震災に消防隊、救助隊、救急隊及び後方支援隊を派遣 

令和 ３年７月  静岡県熱海市土石流災害に指揮隊、救助隊、救急隊、特殊装備隊及び後方支援隊

を派遣 

 

☆国際消防救助隊☆ 

海外で大規模な災害が発生し、その被災国からの要請があった場合、国際緊急援助隊が派遣されます。

その中で、救助チームとして人命の救助等を行う消防隊が国際消防救助隊です。本市では、この国際消

防救助隊に６名の救助隊員登録をしています。 

 

☆救助体制☆ 

新潟県中越地震や東日本大震災をはじめとする自然災害や尼崎市列車事故に見る安全と信じられてい

たインフラ施設での事故、海外では米国同時多発テロ事件以降、世界的にテロの脅威が高まっており、

有毒化学物質や細菌等の生物剤、放射線の存在する環境下にも救助活動の範囲が及んでおり、このよう

な状況の中、管轄区域内で発生する事故等に対し、より一層、的確に対応するとともに、他都市で発生

した大規模・特殊災害に対しても、救助隊を積極的に応援派遣するため、平成２３年３月２５日、相模

原消防署本署に「特別高度救助隊」（愛称｢スーパーレスキューはやぶさ｣）を配置しました。 

この特別高度救助隊を始めとし、南消防署本署に高度救助隊、相模原消防署田名分署及び津久井消防

署本署に特別救助隊をそれぞれ配置し、市内で発生する災害に備えています。 

 救助隊は、消防大学校、消防学校における専科教育を受けた者又は消防局で行う救助隊員資格取得研

修の修了者等のうちから救助隊員としての専門的な知識、技術及び体力を兼ね備えたと認められる専任

隊員で構成され、救助工作車、特殊災害対応自動車、救助資機材車、はしご車、高所救助車等の特殊車

両、救助資機材等を活用した人命救助活動を任務としています。 
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☆救助活動の内容☆ 

事故の区分について 

 火      災：火災現場において直接火災に起因して生じた事故 

  交 通 事 故        ：すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しくは歩行者等が交通機関

に接触したこと等による事故 

 水 難 事 故        ：水泳中の溺者又は水中転落等による事故 

 自 然 災 害        ：暴風、豪雨、豪雪、洪水、地滑り等の異常な自然現象に起因する災害による事故 

 機械による事故        ：エレベーター、プレス機械等の建設機械、工作機械等による事故 

 建物等による事故：建物、塀等の建物に付帯する施設又はこれらに類する工作物の倒壊による事故、

建物内に閉じ込められる事故、建物等に挟まれる事故 

 ガス及び酸欠事故：一酸化炭素中毒その他のガス中毒事故、酸素欠乏による事故 

 破 裂 事 故        ：火災事故以外のボイラー、ボンベ等の物理的破裂による事故 

 そ  の   他        ：前述に掲げる以外の事故で、消防機関による救助を必要とした事故 

（令和４年中） 

事故種別 火  災 
交  通

事  故 

水  難

事  故 

自  然

災  害 

機  械

による

事  故 

建物等

による

事  故 

ガス及

び酸欠

事  故 

破  裂

事  故 
その他 合計 

出場件数 80 47 21 0 5 162 6 0 521 842 

構成比(％) 9.5% 5.6% 2.5% 0.0% 0.6% 19.2% 0.7% 0.0% 61.9% 100% 

                           ※小数点第二位を四捨五入のため、合計等が一致しない場合がある。 

 

 

☆水の事故と山の事故☆ 

 本市は、相模川などの一級河川をはじめ複数の河川、湖沼や山岳地域を市域に抱えていることから、

毎年、水や山に関わる事故が多く発生しています。 

令和４年中には、水の事故が２１件※1、山の事故が２０件※2 発生しました。 

 その中でも水遊びや山登りなどのレジャーに関する事故を未然に防ぐため、毎年、夏の行楽シーズン

や秋の登山シーズンにあわせ、事故防止のポイントなどを記載したリーフレットの配布やＳＮＳを活用

し注意喚起を呼び掛けるなど、水と山それぞれの事故ゼロキャンペーンを実施しています。 

 ※1 水の事故の件数については、救助出場件数（水難事故）に、救急隊のみが出場した水難事故出場件数を加えて計上。 

   （令和４年中に救急隊のみが出場した水難事故出場件数：0件） 

 ※2 山の事故の件数については、救助出場件数（その他の事故）のうち、救助発生場所が山岳となる事案を抽出した件数。 
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☆職員の訓練☆   

 警防活動を遂行する上で必要な知識と技術を修得するとともに、職員の体力向上を図るため、年間訓 

練計画を定めて実施しています。 

 

特別訓練（消防局長が指定する訓練）                      （令和４年中） 

訓 練 種 別        回 数 参 加 人 員      時 間      
1 回当たりの 

訓 練 人 員       

１回当たりの

訓 練 時 間       

救助技術強化訓練 ９１０ ２，７９１ ３３５７．０ ３.１ ２２１分 

 

 

一般訓練（消防署長が指定する訓練）                      （令和４年中） 

訓 練 種 別        回 数      参 加 人 員      時 間      
1 回当たりの

訓 練 人 員       

１回当たりの

訓 練 時 間       

相模原消防署        ９３０ ３，５８３ １６４４．０ ３．９ １０６分 

南 消 防 署        １，６４３ ７，０９９ ２３８５．０ ４．３ ８７分 

北 消 防 署        １，０５２ ４，１１８ １４３４．０ ３．９ ８２分 

津久井消防署 ９２８ ２，９５８ １２０４．０ ３．２ ７８分 

小    計        ４，５５３ １７，７５８ ６６６７．０ ３．９ ８８分 

※ 機器取扱訓練・礼式訓練・救急訓練・水防訓練・救助訓練・体力練成訓練他 

 

 

救助隊員訓練（消防署長が指定する訓練）                    （令和４年中） 

訓 練 種 別        回 数      参 加 人 員      時 間      
1 回当たりの

訓 練 人 員       

１回当たりの

訓 練 時 間       

相模原消防署        ５６９ ２，６６５ １２１３．０ ４．７ １２８分 

南 消 防 署        ３１９ １，５５４ ７７４．５ ４．９ １４６分 

津久井消防署 ３３５ １，５４３ ７１０．０ ４．６ １２７分 

小    計        １，２２３ ５，７６２ ２６９７．５ ４．７ １３２分 

※ 各種救助器具取扱訓練・ロ－プ基本応用訓練・検索救助訓練・各種救助事象想定訓練・体力練成 

   訓練他 

 

 

救急隊員訓練（消防署長が指定する訓練）                    （令和４年中） 

訓 練 種 別        回 数      参 加 人 員      時 間      
1 回当たりの

訓 練 人 員       

１回当たりの

訓 練 時 間       

相模原消防署        ２１０ ７６２ ２３５．０ ３．６ ６７分 

南 消 防 署        １７４ ６７６ ２１６．５ ３．９ ７５分 

北 消 防 署        １１４ ４３８ １５０．５ ３．８ ７９分 

津久井消防署 ４１８ １，３４６ ５３１．０ ３．２ ７６分 

小    計        ９１６ ３，２２２ １１３３．０ ３．５ ７４分 

※ 基礎医学研修・臨床救急医学研修・資器材取扱訓練・救急事象想定訓練・普及活動技能訓練他 

 

 

上記訓練の合計 回 数      参 加 人 員      時 間      
1 回当たりの

訓 練 人 員       

１回当たりの

訓 練 時 間       

合     計 ７，６０２ ２９，５３３ １３８５４．５ ３．９ １０９分 
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◇消防車両◇ 
本市では令和４年度に、消防ポンプ自動車４台、高規格救急自動車５台、緊急人員搬送車１台を製作

しました。 

☆製作車両☆ 

車 種 別 所 管 

主 要 諸 元 等 

装 備 等 全長 全高 排気量 定員 

全幅 総重量 駆動方式 AT/MT 

消防ポンプ自動車 

（４台） 

淵野辺分署 

麻溝台分署 

相原分署 

587cm 285cm 4.0L 5 人 有圧水利対応ポンプ 

プロポーショナー 

 

６００㍑水槽（淵野辺） 

 191cm 6,075kg 2WD AT 

津久井本署 

575cm 279cm 4.0L 5 人 
有圧水利対応ポンプ 

プロポーショナー 

 

６００㍑水槽 
194cm 6745kg 4WD MT 

高規格救急自動車 

（５台） 

緑が丘分署 

大沢分署 

城山分署 

救急隊派出所 

藤野分署 

533cm 249cm 2.48L 7 人 

高度救命処置用資機材 

188cm 3,285kg 4WD AT 

緊急人員搬送車 

（１台） 
南本署 

702 ㎝ 281 ㎝ 2.99 L 21 人 

後部荷物収納庫 

201 ㎝ 5,275 ㎏ 4WD AT 
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《令和４年度に製作した車両》 
 

   

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

消防ポンプ自動車 

（淵野辺分署・麻溝台分署・ 

相原分署・津久井本署） 

緊急人員搬送車 

（南本署） 

〈日産〉高規格救急自動車 

（緑が丘分署・大沢分署・城山分署） 

〈トヨタ〉高規格救急自動車 

（救急隊派出所・藤野分署） 
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◇消防水利◇ 

 

  消防水利には、消火栓、防火水槽、プール等の人工水利の他に河川などの自然水利があり、管轄区域

における消防水利の総数は１０，６１１施設で、消防署員が定期的にこれらすべての水利を巡回点検す

るなど、その適正配置及び維持管理に努めています。 

 

☆消火栓☆ 

 消火栓は、７，８１８基（公設７，７６６基、私設５２基）が設置されています。公設消火栓は、水

道管が新たに布設されるときに合わせての新設や、既に水道管が設置されている場所で消火栓が必要と

される箇所に増設するなど、地域的な分布を考慮し、計画的に設置しています。 

 

☆防火水槽☆ 

 防火水槽は、２，４６７基（公設１，５０９基、私設９５８基）が設置されています。 

 大規模の地震等が発生した場合、停電による送水ポンプの不作動、地中埋設配管の亀裂による漏水等

により消火栓が広範囲にわたって使用できなくなることが予想されます。このような場合でも消防水利

の確保ができ、同時に多発した火災等に対して有効性が見込めるため、「消防水利の基準」により計画

的に設置しています。また、老朽化した防火水槽を修繕するなど、災害時における市民の安全を確保す

るため整備を進めています。 

 

☆プール☆ 

 プールは、１２７箇所の学校等に設置されており、平均の有効貯水量は約３６０立方メートルで防火

水槽の約９基分の水を貯水しています。火災時に消防水利として活用されるばかりでなく、地震等の大

規模災害時における非常用の生活用水等としても、重要な役割をもっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防水利状況表 

総数 
10,611施設 

防火水槽 2,467 

自然水利 189 
プール 127 

その他の水利 10 

消火栓 7,818 
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◇救    急◇ 
 

☆救急救命活動☆  

１  救急事故の概要 

  昭和３８年の救急業務開始時には、３１３件であった救急出場件数は人口増加に伴い増加傾向にあ

ります。令和４年中の救急出場件数は４２，０６０件で、前年に比べ６，２１３件増加し、搬送人員

についても３４，８２６人で、３，７９７人増加しました。このことは、市内で１日に約１１５件、

約１３分に１回の割合で救急隊が出場したことになり、市民の約１７人に１人が救急車を要請したこ

とになります。 

                   （令和４年中） 

  
区       分 出場件数（件） 構成比（％） 搬送人員（人） 構成比（％）  

 
 

       合       計 ４２，０６０ １００．０ ３４，８２６ １００．０  
 
 

       火       災 １３２ ０．３ ３３ ０．１  
 
 

       自 然 災 害 ０ ０．０ ０ ０．０  
 
 

       水       難 １１ ０．０ ４ ０．０  
 
 

       交 通 事 故 ２，３４３ ５．６ ２，１５１ ６．２  
 
 

       労 働 災 害 ２８５ ０．７ ２７８ ０．８  
 
 

       運 動 競 技 ２１５ ０．５ ２０３ ０．６  
 
 

       一 般 負 傷 ５，６６１ １３．５ ４，９５５ １４．２  
 
 

       加       害 １５０ ０．４ １０７ ０．３  
 
 

       自 損 行 為 ４５７ １．１ ３２６ ０．９  
 
 

       急       病 ２８，８６９ ６８．６ ２４，０６５ ６９．１  
 
 

そ 

の 

他 

   転  院  搬  送 ２，７１６ ６．５ ２，７０１ ７．８ 
 
    医 師 搬 送 ２３ ２．９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

０．０ 

 
    資 材 搬 送 １ ０ 
 
    そ    の    他 １，１９７ ３ 
 
 ※構成比の算出に当たっては、端数処理（四捨五入）のため、合計が１００％にならない場合がある。 
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２ 過去１０年間の人口と救急件数の推移 

 

 

 

３ 救急隊の活動  

    令和５年４月１日現在、市内では２０台の救急車と１７５名の救急隊員が活動しています。出場要

請があると、その発生場所に一番近い救急隊が、消防緊急情報システムで選定されて現場に向かいま

す。 

    現場到着後、傷病者の観察と応急処置を実施し、救急告示医療機関の中から、その傷病者の症状に

適した最寄りの医療機関を選定します。 

 

４  救急救命士の活動状況 

    平成５年４月、相模原消防署本署に高規格救急車を配備し、救急救命士を配置しました。 

    平成１２年４月には、配備されている救急車１１台（当時）がすべて高規格救急車となりました。

令和５年４月１日現在、２０台の高規格救急車と１２８名の救急救命士が、救急隊員として活動し 

ています。 

 

５ 救命率の向上 

一人でも多くの大切な命を救うため、市民への応急手当の普及啓発、消防署所の整備や救急隊の増隊、

救急の高度化への対応、医療機関との連携強化などの取組を行い、「救命率」（心臓を起因として心肺

機能が停止した時点が一般市民に目撃された傷病者の生存者数の割合）の向上を図っています。 

 

 

救命率 令和２年 令和３年 令和４年 

心臓を起因として心肺機能が停止した時点が一般

市民に目撃された傷病者の生存者数の割合（％） 
１６．６ １１．２ １０．２ 

 



45 
 

☆救急隊員の研修☆ 

 

市民の救急に対するニ－ズの高まりや複雑多様化する救急業務に対応するため、救急隊員はより  

高度な応急処置技術、知識を身に付ける必要があることから、積極的かつ効果的な研修を実施してい 

ます。研修は、大別すると養成研修と教育研修に分かれます。 

 

１  養成研修 

（１）救急隊員 

救急隊員を養成するため、消防学校において専門的知識、技能を習得させる。(２５０時間以上) 

（２）救急救命士 

      救急救命士の受験資格を取得するため、救急救命士養成所において必要な知識、技能を習得させ 

る。（１，０１５時間以上）  

（３）就業前研修 

救急救命士資格取得後の救急救命士を対象に北里大学病院（救命救急・災害医療センター）で救 

急救命処置等に関する知識、技術を習得させる。（１６０時間以上） 

 

２  教育研修  

（１）生涯研修 

 ア  救急救命士生涯研修 

進歩する救急医療に的確に対応するため、北里大学病院（救命救急・災害医療センター）等で

特定行為などに関する知識・技術を習得させる。 

  イ  救急隊員基本研修・新任救急隊員研修 

       救急業務遂行に必要な基礎的知識及び技能を習得させる。 

  ウ  派遣研修 

全国救急隊員シンポジウム、事例発表等の研修に派遣し、救急業務に必要な最新の情報や専門

的知識を習得させる。 

（２）資格取得研修（救急救命士の処置範囲拡大に対応）※１時限は５０分 

  ア  気管挿管研修 

消防学校等で気管挿管に関する講習（６２時限）を修了している者に対して、病院での実習（３

０症例）を行い、知識・技術を習得させる。 

イ  ビデオ硬性挿管用喉頭鏡研修 

気管挿管資格者に対し、ビデオ硬性挿管用喉頭鏡に関する講習（７時限）及び病院実習（２症

例）を行い、知識・技術を習得させる。 

ウ 拡大２行為研修 

薬剤投与資格者に対し、拡大２行為に関する講習（２４時限）を行い、知識・技術を習得させ

る。 

エ 指導救命士養成研修 

研修機関 研修内容 

 救急救命九州研修所 
指導的立場の救急救命士の養成に必要な講義（１１９時限）及び実習

（１１３時限） 

横浜市救急救命士養成所 指導技法・教育技法に重点をおいた内容（１００時間程度） 
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☆医療機関との連携☆  

 

１ 救急医療体制の状況 

相模原市における救急医療体制は、救急隊によって搬送される傷病者に対する医療を２４時間体制

で行う救急告示医療機関を基本とし、休日・夜間の比較的軽症な傷病者を受け持つメディカルセンタ

ーなどの初期救急医療機関、入院治療を要する傷病者を受け持つ病院等の二次救急医療機関、さらに

重篤な傷病者に対して、高度診療機能により２４時間体制で傷病者を受入れる三次救急医療機関の三

層からなっています。 

 

２ 体制（令和５年度） 

この体制は、省令で定められた救急告示制度を補完するとともに、初期救急医療、二次救急医療及

び三次救急医療と機能分担を図ることにより、救急医療提供体制の円滑化を目的とするものです。 

（１）救急医療情報システム 

市民から救急搬送の要請を受ける消防指令センター（１１９）と、休日・夜間等の受診可能な

医療機関を案内する救急医療情報センター（０４２－７５６－９０００）があります。救急医療

情報センターでは市民への案内のほか、救急医療情報の収集、関係機関（救急医療機関、消防指令

センター、救急隊）への情報提供などが行われています。 

（２）救急告示医療体制（市内１４病院、１診療所） 

救急告示医療機関の制度は、交通事故等による傷病者を対象とするものとして昭和３９年に発

足しましたが、昭和６１年の制度改正によって急病の傷病者にまでその対象が拡大されています。 

（３）初期救急医療体制（メディカルセンター急病診療所等） 

ア 内科・小児科・外科 

相模原市内で休日・夜間に発生した内科、小児科、外科等対応傷病者の初期診療を行います。 

イ 産婦人科 

   相模原市内で休日（昼間）に発生した産婦人科対応傷病者の初期診療を行います。 

ウ 眼科 

相模原・県央ブロックで休日（昼間）に発生した眼科対応傷病者の初期診療を行います。 

エ 耳鼻科 

相模・県央ブロックで休日（昼間）に発生した耳鼻咽喉科対応傷病者の初期診療を行います。 

（４）二次救急医療体制（病院等入院治療が可能な医療機関） 

ア 内科・小児科・循環器科・消化器科 

相模原市内（相模原医療圏）で休日・夜間に発生した入院等を必要とする内科・小児科・循環

器科・消化器科等対応傷病者の診療を行う医療機関を確保します。 

イ 外科系 

相模原市内（相模原医療圏）で休日・夜間に発生した入院等を必要とする外科系対応傷病者の

診療ができる医療機関を確保します。 

ウ 産婦人科 

相模原市内（相模原医療圏）で休日に発生した産婦人科系対応の専門治療が必要な傷病者の診

療を行う医療機関を確保します。 

エ コール体制 

内科、小児科等輪番体制が組まれているもの以外の専門医療を必要とする傷病者の診療を行い

ます。 

オ 脳神経系救急医療体制 

超急性期虚血性脳梗塞におけるｔ－ＰＡ治療が必要な傷病者に対応できる病院の受入体制を
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整え、救急隊が、迅速・的確な判断をすることが出来る基準を使用して（相模原脳卒中スケール）、

カレンダー方式により診療可能情報を確認し、適切な医療機関で治療を行います。 

※二次救急医療機関とは、内科等の病院群輪番制事業参加医療機関を指し、現在、市内救急告示

医療機関の１２病院が兼ねています。 

（５）三次救急医療体制 

三次救急医療機関は、初期、二次救急医療機関、救急告示医療機関や救急隊等との連携のもとに、

脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷等重篤な傷病者を高度の診療機能により受入れることを目的とするも

ので、北里大学病院（救命救急・災害医療センター）が相模原市をはじめとする近隣市町村の広域

圏域における役割を担っています。 

 

３ 体制時間帯（令和５年度） 

 

≪救急医療機関の案内≫ 

体制区分 診療科目 実施場所 診療（実施）時間帯 

相模原救急医療情報ｾﾝﾀｰ － 
ウェルネスさがみはら 
（相模原市総合保健医療ｾﾝﾀｰ内） 

平 日  17:00～翌9:00 

土曜日  13:00～翌9:00 

休 日   9:00～翌9:00 

 

 

≪休 日（昼間）≫ 

体制区分 診療科目 実施場所 診療（実施）時間帯 

初期救急医療体制 

内科系 

相模原中央メディカルセンター 休 日  9:00～17:00 小児科 

外科系 

内科系 

相模原南メディカルセンター 休 日  9:00～17:00 

小児科 

外科系 

産婦人科 

眼科 

耳鼻科 

内科系 
相模原北メディカルセンター 

※R3.4.1～休止中 
休 日  9:00～17:00 

内小系 相模原西メディカルセンター 
休 日  8:45～12:00 

        12:45～16:00 

二次救急医療体制 

（※輪番体制以外の専門

科等はコール体制） 

内科系 

市内の医療機関 

土曜日 13:00～17:00 

休 日  9:00～17:00 

循環器系 

消化器系 

小児科 

外科系 

産婦人科 休 日  9:00～17:00 
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≪夜 間≫ 

体制区分 診療科目 実施場所 診療（実施）時間帯 

初期救急医療体制 

内科系 

相模原中央メディカルセンター 

平日・土曜日 20:00～23:00 

休 日  17:00～23:00 

小児科 
平 日  20:00～23:00 

土曜日・休日 17:00～23:00 

外科系 

※どちらか 1ケ所で実施 

20:00～23:00 

年末年始 17:00～23:00 
相模原南メディカルセンター 

内科系 
平日・土曜日 20:00～23:00 

休 日  17:00～23:00 

内科系 
相模原北メディカルセンター 

※R3.4.1～休止中 

土曜日 20:00～23:00 

休 日 17:00～23:00 

内小系 相模原西メディカルセンター 休 日 19:00～22:00 

内科系 津久井地域夜間在宅当番制度 平日・土曜日 19:00～22:00 

初期救急医療（終夜）体制 
小児科 相模原中央メディカルセンター 23：00～翌 6:00 

内科系 市内の医療機関 

（内科二次救急医療機関が兼

ねる） 
平 日 19:00～翌 9:00 

土曜日・休日 

17:00～翌 9:00 二次救急医療体制 

（※輪番体制以外の専門

科等はコール体制） 

内科系 

循環器系 

市内の医療機関 消化器系 

小児科 

外科系 

市内の医療機関（外科二次救急

医療機関が外科の初期救急医

療（終夜）も兼ねる） 

17:00～翌 9:00 

 

≪指定日≫ 

体制区分 診療科目 実施場所 診療（実施）時間帯 

脳神経系救急医療体制 脳神経系 
カレンダー方式による 

市内協力医療機関 

昼 間 9:00～17:00 

夜 間 17:00～翌 9:00 

    

 

４  県北・県央地区メディカルコントロール体制・協議会 

    平成１５年４月１５日に北里大学病院救命救急センター（当時）、相模原市・大和市・座間市・綾

瀬市・津久井郡（当時）の５都市の医師会、病院協会、保健所、衛生部局、消防本部で構成する県北・

県央地区メディカルコントロール協議会を設置し、現在は、常時指示体制の整備、事後検証体制の整

備、生涯教育体制の整備及び救急救命士の処置範囲拡大への対応などを行っています。 

（１）常時指示体制の整備 

救急隊が現場から２４時間迅速に救急専門部の医師に指示・指導・助言を要請できる体制で、北

里大学病院救命救急・災害医療センターの指示医師（２２名）から指示を受けています。 

・  指示実績      

県北・県央地区全体１，５７５件（うち相模原市９４６件）※令和４年中 

（２）事後検証体制の整備 

     救急活動における処置の適正性や医学的判断について、検証医師（北里大学病院救命救急・災害

医寮センター医師及び二次医療機関医師 計１５名）による事後検証を行い、その結果を生涯研修
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や今後の救急活動に活用しています。 

・ 検証実績      

県北・県央地区全体１，６１３件（うち相模原市１，００１件）※令和４年度 

（３）生涯教育体制の整備 

    救急救命士の資格取得後の生涯教育として定期的に病院実習を行うもので、２年間で１２８時間

以上の研修が必要とされ、北里大学病院救命救急・災害医療センター等で研修を行っています。 

・ 生涯研修実績  

（北里大学病院救命救急・災害医療センター）   

    県北・県央地区全体１４５名（うち相模原市９４名）※令和４年度 

 （二次医療機関） 

  県北・県央地区全体５２名（うち相模原市０名）※令和４年度 

（４）救急救命士の処置範囲拡大への対応 

    平成３年に救急救命士法が施行されてから、さまざまな検討や研究が行われ、救急救命士が実施

することのできる「救急救命処置」の範囲が拡大しています。当地区でも処置範囲拡大に対応でき

る救急救命士を養成しています。（１時限は５０分） 

  ア 気管挿管 

    平成１６年７月からは、消防学校で６２時限の座学講習及び病院で生体による３０症例の実習

を行い、神奈川県ＭＣ協議会で認定された救急救命士は｢気管内チューブ｣を使用して気管まで直

接チューブを挿入して気道を確保する気管挿管ができるようになりました。 

・ 気管挿管資格者  

        県北・県央地区全体１７６名（うち相模原市９３名）※令和５年４月１日現在 

  イ ビデオ硬性挿管用喉頭鏡による気管挿管 

平成２３年８月からは、ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を使用した気管挿管が認められ、当地区でも

平成２６年度から講習７時限及び病院で生体による２症例の実習を行い、ビデオ硬性挿管用喉頭

鏡を使用できるようになりました。 

・ ビデオ硬性挿管用喉頭鏡による気管挿管資格者 

県北・県央地区全体１５２名（うち相模原市７４名）※令和５年４月１日現在 

  ウ 薬剤投与 

平成１８年４月からは、教育機関での１７０時限の座学講習と病院実習（５０時限）を行い、

神奈川県ＭＣ協議会で認定された救急救命士は、「アドレナリン」を静脈路から投与することが

できるようになりました。 

・ 薬剤投与資格者   

        県北・県央地区全体２６５名（うち相模原市１５２名）※令和５年４月１日現在 

     さらに平成２１年３月からは、アナフィラキシーショックにより生命が危険な状態にある傷   

     病者が、あらかじめ自己注射が可能なアドレナリン製剤を処方されている場合には、アドレ

ナリン製剤を投与することができるようになりました。 

エ 拡大２行為 

  平成２６年４月からは、２４時限の講習を行い、神奈川県ＭＣ協議会で認定された救急救命士

は、拡大２行為（「心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液」及び「血糖測定

並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与」）が実施できるようになりました。 

・ 拡大２行為登録救急救命士  

        県北・県央地区全体２６２名（うち相模原市１５０名）※令和５年４月１日現在 

オ 指導救命士 

平成２８年１１月に神奈川県ＭＣ協議会において指導救命士の運用が定められ、神奈川県ＭＣ

協議会で認定された指導救命士は、県北・県央地区及び相模原市において救急救命士資格取得後
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の救急救命士や救急隊員等の生涯教育をリードしていく重要な役割を果たしています。 

・ 指導救命士 

県北・県央地区全体２５名（うち相模原市１３名）※令和５年４月１日現在 

☆ 市民と救急隊の連携☆   

 

１  応急手当普及啓発活動                                               

「救える命を救うために」救急車が到着するまでの間、傷病者の身近に居合わせた市民が速やかに

応急手当（人工呼吸・胸骨圧迫、止血等）を行うことが必要となります。                                              

    このようなことから、市民、事業所等に対して、心肺蘇生法などの応急手当を積極的に普及、啓発

しています。      

（１）応急手当指導員の養成（令和４年度） 

基礎的な知識・技能だけでなく、指導要領も習得する講習を実施しました。応急手当指導員の養

成講習４回と再講習１回を実施し、消防職員のうちから１９名の指導員を養成しました。再講習は、

６名が受講しました。 

（２）応急手当普及員の養成（令和４年度） 

      普通救命講習の普及指導に従事することができるよう、指導要領を学ぶ講習を実施しました。 応 

急手当普及員の養成講習１回と再講習２回を実施し、市内の事業所等を中心に、２５名の普及員 

を養成しました。再講習は、２２名が受講しました。 

（３）上級救命講習の実施（令和４年度） 

      救命に必要な応急手当のほか、ケガや病気の時に役立つ応急手当を学ぶ上級救命講習を実施しま

した。 

      ・ 講習実施回数             ８回（市主催５回、団体等３回）   

      ・ 講習受講者数         １７９名 

（４）普通救命講習（Ⅰ・Ⅲ）の実施（令和４年度） 

   応急手当の基本を学ぶ講習を実施しました。 

      ・ 講習実施回数           ９７回 （市主催２０回、団体等６５回、普及員１２回） 

      ・ 講習受講者数     １，７９６名 

（５）救命入門コースの実施（令和４年度） 

   応急手当の導入講習を実施しました。 

 ・ 講習実施回数          ２２回（市主催３回、団体等１９回） 

      ・ 講習受講者数          ２９６名 

 

２  市民等による応急手当 

 令和４年中に救急隊が搬送した心肺停止傷病者のうち、市民等により応急手当が実施されてい 

た傷病者と実施されていない傷病者の内訳は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急隊が搬送した 

心肺停止傷病者数 

７８２名 

 

市民等により応急手当が 

実施されていた傷病者数 

３９０名（４９．９％） 

 

 市民等により応急手当が 

実施されていない傷病者数 

３９２名（５０．１％） 
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３ きゅうきゅう安心カ－ドの普及 

高齢になるに従い思わぬケガをしたり、循環器系疾患や高血圧症、糖尿病等の疾患にかかる方が多

くなります。きゅうきゅう安心カ－ドは、このような高齢の方への救急対策の取組として開始（平成

元年）し、現在は所持を希望する市民の皆様へ配布しています。 

    高齢の方や障害を持つ方に、持病やかかりつけ病院名等を記載したきゅうきゅう安心カ－ドを常時

携帯していただき、急病等の発生時に救急隊がカードに記載された情報に基づき、迅速で適切な救急

業務を行うことを目的としています。 

 

過去５年のきゅうきゅう安心カ－ド配布枚数 

年度別 配布枚数 

平成３０ ５９５ 

令和元 ４４７ 

令和２ ４９ 

令和３ ３１ 

令和４ ６５４ 

合  計 １，７７６ 

 

 

４ きゅうきゅうあんしんＨＥＬＰカードの普及 

  日本語に不慣れな外国人の方が、持病やかかりつけ病院名等を記載 

したきゅうきゅうあんしんＨＥＬＰカ－ドを常時携帯していただき、 

急病等の発生時に救急隊がカードに記載された情報に基づき、迅速で 

適切な救急業務を行うことを目的としています。（令和３年から配布） 

  市内各区の住民異動担当窓口で、転入される外国人の方に配布して 

いるほか、消防署や救急車で、希望される外国人の方に配布しています。 

また、相模原市ホームページから印刷が可能です。 

 

年度別きゅうきゅうあんしんＨＥＬＰカ－ド配布枚数 

年度別 任意希望者 まちづくりセンター等へ配布 合   計 

令和３ １１ ２，３００ ２，３１１ 

令和４ ３３６ ２，６５０ ２，９８６ 

合 計 ３４７ ４，９５０ ５，２９７ 
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５ ＡＥＤの設置促進 

  平成１６年７月から一般市民によるＡＥＤの使用が可能になったこ 

とから、不特定多数の市民が集まる市の関連施設へ、ＡＥＤの設置を 

促進しています。 

また、平成２２年８月１日から「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）使 

用可能施設登録制度」を開始し、市内でＡＥＤを設置している民間施 

設等に登録を呼びかけ、近隣で事故等が発生したときに、登録されて 

いるＡＥＤを利用し、早期除細動ができる環境を整えています。 

 

 

６ バイスタンダーサンキューカードの配付 

  平成２８年３月９日から、誰もが安心して応急手当を実施してもらう 

ために、バイスタンダーが不安なことなどがある場合に、問い合わせで 

きる窓口を記載した「バイスタンダーサンキューカード」を感謝の気持 

ちとともにお渡しし、バイスタンダー（その場に居合わせ応急手当を実施 

していただいた人）の心的ストレスなどのサポートに努めています。 

 

 過去５年のバイスタンダーサンキューカード配布枚数及び相談件数 

年度別 配付枚数 相談件数 

３０ ２０８ １ 

令和元 １３２ ０ 

令和２  ９４ ０ 

令和３  ７０ ０ 

令和４  ３５ ０ 

合計 ５３９ １ 

 

 

 

 

 

 

 

施設別 

区 名 

民間施設等の 

ＡＥＤ使用可能施設 

（うち２４時間使用可能） 

（令和５年４月１日現在） 

市の関連施設の 

ＡＥＤ使用可能施設数 

（うち２４時間使用可能） 

（令和４年１０月１日現在） 

施設数 台数 施設数 台数 

緑 区 １３４（３６） １５２（４２） １４２（４９） １５３（５９） 

中央区 １７４（３０） １９６（３２） １１０（３７） １２２（４２） 

南 区 １２７（３４） １７４（７２） １１８（４５） １２９（５２） 

合 計 ４３５（１００） ５２２（１４６） ３７０（１３１） ４０４（１５３） 
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７ 患者等搬送事業の登録推進 

  平成１９年４月１日から、寝たきりの人、体が不自由な人及び 

傷病者等(以下「患者等」という。)を、ベッド等を備えた専用車を用い、 

医療機関及び社会福祉施設に搬送する事業(以下「患者等搬送事業」とい 

う。)に係る一定の基準を定めて、これに適合している患者等搬送事業を 

認定しています。 

 令和５年４月１日現在で、１７事業所を認定しています。 

また、平成３０年度から、市で認定している患者等搬送事業者の乗務員 

に対して、患者等搬送事業者乗務員再講習を実施しています。 

 

８ 高齢者福祉施設等救急講習会の実施 

  高齢化の進行等により、救急出場件数は増加傾向にあります。 

本市の高齢者福祉施設等からの救急要請についても、増加しているため、 

平成２７年９月１１日から、高齢者福祉施設等に対する予防救急の推進と、 

円滑な救急活動を行うための相互の理解を深めることを目的に、高齢者福祉 

施設等の職員を対象とした講習会を開催しています。 

  令和２年度及び令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に 

より、開催を中止しました。 

 

年度別 参加施設数 受講者数 

２７ １６３ ２４６ 

２８ １０３ １４０ 

２９ １３５ １８５ 

３０  ８７ １１４ 

令和元  ４８  ６５ 

令和２   ０   ０ 

令和３   ０   ０ 

令和４  ４９  ５１ 

合計 ５８５ ８０１ 
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◇火災の状況◇ 
 
  令和４年中の火災は１６６件で、前年（１３１件）に比べ３５件（２６．７％）増加しました。 
 
これは、おおむね１日に０．４５件の割合で火災が発生したことになります。   

 
  火災の種別による発生件数は、建物火災が９２件で最も多く、全体の５５．４％を占め、次いで、 
 
その他の火災５０件（３０．１％）、車両火災２０件（１２．０％）の順となっています。 
 
  人口１万人あたりの出火率は２．３％で、前年と比べ、０．５％増加しています。 
 
  火災による死者は３人で、前年（４人）に比べ１人（２５％）減少しました。 
 

☆令和４年中の火災☆                               （ １ 日 平 均 ） 

  火  災  件  数                 １６６件                        火 災 件 数                ０．４５件 

 

  建 物 火 災 件 数           ９２件                        建物火災件数          ０．２５件 

 

  建物火災       林  野      ４件                        建物焼損面積         ７．０８㎡  

  以外の件数     車  両     ２０件                        

                 その他     ５０件                        損   害   額      ３９万０千円  

 

                                                          罹災世帯数       ０．２９世帯 

                 合  計   １２１棟   ２，５８６㎡ 

  建物焼損棟数   全  焼     ２２棟   １，８３２㎡         罹 災 者 数        ０．５９人 

  と焼損面積     半  焼     ５棟     １６９㎡ 

                 部分焼     ２２棟       ５８４㎡         死 傷 者 数                ０．１０人 

                 ぼ  や    ７２棟          １㎡ 

 

  林野                焼損面積       １７．４（ａ） （建物火災１件あたり） 

 

                 全 火 災  １億４，２２２万１千円     建物焼損面積          ２８．１１㎡ 

 

  損 害 額       建    物  １億３，７５０万９千円        損   害   額        １４９万５千円 

 

                 建物以外        ４７１万２千円     罹災世帯数     １．１６世帯    

  

  罹 災 世 帯 数        １０７世帯              罹 災 者 数          ２．３５人                   

 

  罹 災 者 数          ２１６人                         

                                                    （人口１万人あたり）            
  死          者            ３人                       

                             出    火    率      ２．３％ 

  負    傷    者            ３５人             

 

 

※ 損害額を市民１人あたりに換算すると約１９８円になり、１日に換算すると約３９万円が灰になっ

たことになります。 
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☆過去からの火災☆ 

 

 

 

 

 

 

和 暦 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

火災件数 177 203 163 149 144 142 141 152 131 166 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 暦 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

出火率（％） 2.5 2.8 2.3 2.1 2.0 2.0 2.0 2.1 1.8 2.3 

※出火率とは、人口１万人当たりの出火件数 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

和 暦 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

建物火災件数 94 112 107 89 77 86 89 88 71 92 

うち延焼火災件数 8 9 11 10 8 7 7 5 17 13 

延焼率（％） 8.5 8.0 10.3 11.2 10.4 8.1 7.9 5.7 23.9 14.1 

※延焼率とは、建物火災において火元を含んで２棟以上が焼損した火災の割合 
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☆月別・地区別火災状況☆   

 月別の火災件数は、１月が２４件（１４．６％）と最も多く、次いで３月が２１件（１２．７％）、

２月が１７件（１０．２％）の順となっています。 

 

                                  （令和４年中） 

                                                           
月   別 

火      災      件      数 

合 計 建 物 林 野 車 両 そ の 他 

    計 １６６ ９２ ４ ２０ ５０ 

１     月 ２４ １１ ２ １ １０ 

２     月 １７ ９ － ４ ４ 

３     月 ２１ １３ １ １ ６ 

４     月 １２ ６ － １ ５ 

５     月 ６ ３ － １ ２ 

６     月 １１ ９ １ １ － 

７     月 １０ ５ － ２ ３ 

８     月 ９ ４ － １ ４ 

９     月 １６ ６ － ４ ６ 

１０    月 １０ ５ － － ５ 

１１    月 １６ １１ － ３ ２ 

１２    月 １４ １０ － １ ３ 

 

（令和４年中） 
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※ 行政区域別の火災件数は、田名地区が最も多く発生しています。(令和４年中) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １,０００世帯あたりの火災件数は、新磯地区、藤野地区の順で多く発生しています。                                                        

地 区 別 火災件数 建物焼損面積（㎡） 損害額（千円）  地区別世帯数 

緑 

区 
橋本 ０．１９ １１０ ３９,０５４ ３６，５３９ 

大沢 ０．６７ ７７ ８２４ １３，５２４ 

城山 ０．７１ ４８ １，４４７ ９，８６９ 

津久井 ０．５０ １１ ５３６ １０，０８４ 

相模湖 ０．９０ － ３,６６０ ３，３４９ 

藤野 １．８８ ７９６ １６,５２４ ３，２１７ 

中 

央 

区 

小山 ０．４９ １３ ５８５ １０，３３８ 

清新 ０．４４ ４９ ４，９０５ １６，０７５ 

横山 ０．６６  － ７１２ ６，０９３ 

中央 ０．４７ ７２ ２，７０８ １９，１７８ 

星が丘 ０．２５ ５０ １，８６１ ８，１６８ 

光が丘 ０．０９ ２３ ６１１ １１，１９２ 

大野北 ０．３９ ２１０ １７,４１２ ３１，０５３ 

田名 １．３８ ５５５ １５，５２７ １２，３９５ 

上溝 ０．５０ ２５４ １７，７３０ １４，０４８ 

南 

区 

大野中 ０．２１ － ４４２ ２８，２３１ 

大野南 ０．３４ ４５ ２，７３６ ４０，７１３ 

麻溝 １．３０ ５２ ５７１ ７，７０２ 

新磯 ２．７８ ５６ ５，３３０ ５，４４２ 

相模台 ０．５７ １１６ ７，０５５ ２２，９６３ 

相武台 ０．２０ ３７ ８１４ １０，０６７ 

東林 ０．２３ １２ １,１７７ ２１，７８２ 

 その他  － －  

   ※地域別世帯数は、令和 5年１月１日現在の世帯数です。 

地 区 別 

火     災     件     数 

合 計 建 物 林 野 車 両 そ の 他 

計 １６６ ９２ ４ ２０ ５０ 

緑 

区 

橋本 ７ ６ － － １ 

大沢 ９ ５ １ １ ２ 
城山 ７ ２ １ ４ － 

津久井 ５ ３ － １ １ 

相模湖 ３ １ － １ １ 

藤野 ６ ３ － － ３ 

中 

央 

区 

小山 ５ ３ － １ １ 

清新 ７ ６ － － １ 

横山 ４ ２ － ２ － 

中央 ９ ６ － － ３ 

星が丘 ２ ２ － － － 

光が丘 １ １ － － － 

大野北 １２ １０ － － ２ 

田名 １７ １１ － ３ ３ 

上溝 ７ ２ － １ ４ 

南 

区 

大野中 ６ ４ － １ １ 

大野南 １４ ６ － ２ ６ 

麻溝 １０ ４ １ － ５ 

新磯 １５ ２ １ ２ １０ 

相模台 １３ ８ － － ５ 

相武台 ２ ２ － － － 

東林 ５ ３ － １ １ 

 その他 － － － － － 
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☆原因別火災件数と内訳☆ 

 令和４年中の火災原因を分類すると、①たばこ３０件、②放火（疑い含む）２７件、③電気機器１５

件、④こんろ９件、⑤配線器具７件の順で、合計８８件（５３．０％）に上ります。 

令和元年から令和３年まで放火（疑いを含む）が火災原因の第１位となっていましたが、令和４年は

たばこが第１位でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆時刻別の火災件数☆ 

 火災件数を時刻別にみると、１６時台が１５件で最も多く発生しています。 

 昼間（６時から１８時まで）に１０５件、夜間（１８時から翌朝６時まで）に５６件発生してい 

ます。（出火時刻が不明の火災が５件あります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 原 因 件数 比率％ 

１ た ば こ ３０ 18.1 

２ 放火（疑い含む） ２７ 16.3 

３ 電 気 機 器 １５ 9.0 

４ こ ん ろ ９ 5.4 

５ 配 線 器 具 ７ 4.2 

 そ の 他 ７８ 47.0 

時刻 1 時 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

件数 １ １ ５ ６ ０ ３ ２ ８ １１ ７ １０ ８ 

時刻 13 時 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

件数 １４ ８ ８ １５ １１ ３ １１ ８ ６ ４ ５ ６ 
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☆火災の覚知別☆ 

消防機関が様々な方法で通報を受け付け、火災の事実を知ることを「覚知」といい、覚知別の状況は

下の表のとおりです。 
最も多いのは、携帯電話の５３．０％で、次に事後聞知の２８．９％、固定電話の１１．４％と続い

ています。 
「事後聞知」とは、火災が鎮火した後に、消防機関が火災の事実を知ることです。 

 
 
                                      （令和４年中） 

覚知別 
１１９番 
（携帯電話） 

事後聞知 
１１９番 

(固定電話) 
加入電話 

駆け付け

通報 
警察電話 その他 

件数 ８８ ４８ １９ ８ ０ ０ ３ 

比率（％） ５３．０ ２８．９ １１．４ ４．８ ０ ０ １．８ 

                      

☆住宅用火災警報器☆ 

 ※「住宅用火災警報器」の作動による早期の対応により、「火災に至らなかった」、「ぼや」で済んだり 

する効果のあった事例が毎年報告されています。 

市内では、９４.０％の住宅で設置されています（令和４年６月時点の標本調査値）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和暦 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

件数 １６ １０ １１ １１ ５ ６ ５ １０ ５ ３ 
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◇火災の予防◇ 
 

☆火災予防の年間行事☆ 

 全国一斉に行われる秋、春の火災予防運動をはじめ、年間計画に基づく防火対象物の査察、また歳末

火災特別警戒及び消防訓練指導等を行い、市民・事業所に対し、火災予防と人命の安全確保を呼びかけ、

防火体制の確立に努めています。なお、令和４年度中に実施した主な事業は次のとおりです。 
 
１  火災予防運動 防火標語（令和４年度全国統一） 

『お出かけは マスク戸締り 火の用心』 
（１）秋季火災予防運動 １１月９日～１１月１５日 
  ア 重点目標  
  （ア）住宅防火対策の推進 
  （イ）乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進 
（ウ）放火火災防止対策の推進 
（エ）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
（オ）製品火災の発生防止に向けた取組の推進 
（カ）多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 
イ 主な実施事項 
（ア）住宅用火災警報器の設置推進及び適切な維持管理に係る広報活動 
（イ）特定防火対象物、事業所等の消防訓練及び訓練指導 
（ウ）特定防火対象物の予防査察及び違反のある防火対象物の是正指導 
（エ）祭事等の関係者に対する火災予防指導 

（２）春季火災予防運動 ３月１日～３月７日 
  ア 重点目標 
（ア）住宅防火対策の推進 
（イ）乾燥時及び強風時火災発生防止対策の推進 

  （ウ）放火火災防止対策の推進 
  （エ）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
  （オ）製品火災の発生防止に向けた取組の推進 
（カ）多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 
（キ）林野火災予防対策の推進 

  イ 主な実施事項 
（ア）住宅用火災警報器の設置推進及び適切な維持管理に係る広報活動 
（イ）事業用バス、自家用バスの予防査察又は自主点検指導 
（ウ）駅舎、車両整備工場及び旅館・ホテルの予防査察 
（エ）小規模社会福祉施設、有床診療所等に対する予防査察又は火災予防指導 
（オ）特定防火対象物、事業所、自主防災組織等の消防訓練及び訓練指導 

 
２  歳末火災特別警戒 １２月２６日～１２月３１日 
（１）広報 
（２）社寺等の巡回警戒 
 
３  訓練指導等 
  不特定多数の者が出入りする施設の検証訓練指導及び一般事業所の消防訓練指導 
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☆火災予防の広報☆ 

 
 火災の発生防止と火災発生時の早期通報、初期消火、安全避難など一連の初期活動が行われるために

は、市民一人一人の火災予防に対する理解と協力が必要です。 
 そこで、秋・春の火災予防運動時に市ホームページや Twitter などの SNS、広報紙等へ火災予防記事

の掲載、自主防災組織の防災訓練や事業所等の消防訓練時に、（公社）相模原市防災協会所有の防火映画

等を貸出しするなど、市民に対して幅広い火災予防広報を展開しています。 
 

自 主 防 災 組 織 の 防 災 訓 練 指 導 状 況 
 

                      （令和４年度） 

区  分 合  計 

訓 練 回 数 １９４回 

参 加 人 員 １４，０８２人 

消 防 職 員 数 ４０８人 

消 防 団 員 数 ５１５人 
 
 

事 業 所 等 の 消 防 訓 練 指 導 状 況 
 

                      （令和４年度） 

区  分 合  計 

訓 練 回 数 ２３５回 

参 加 人 員 １７，０９１人 

消 防 職 員 数 １００２人 

消 防 団 員 数 ０人 
 

☆初期消火協力の推進☆ 

 
 火災の被害を最小限にとどめるためには、市民の適切な初期消火活動がなければなりません。 
令和４年中に発生した１６６件の火災のうち、消火器による初期消火活動がなされた火災は３５件で、

そのうち８件について、市民が使用した消火器１１本の薬剤を無償で詰め替え、初期消火協力の推進を

図っています。 
（令和４年中） 

火災件数 
消火器による初期

消火活動がなされ

た火災 

消火器の薬剤を無償で 
詰め替えた火災 

火    災    種    別 

計 建 物 林 野 車 両 その他 

１６６件 ３５件 ８件 １１本 ５本 ０本 ４本 ２本 
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☆市民への防火指導☆ 

 
１ 自治会等に対して防火講話、防災訓練等を実施し、地域住民に対する防火指導を行っています。 
また、一人暮らし高齢者家庭等の防火診断を実施し、火災発生防止に努めています。 

 
        一人暮らし高齢者家庭等の防火診断（令和４年度） 

区別 防火診断数 

合  計 １０６人 
中央区 ４８人 
南  区 １７人 
緑 区 ４１人 

［注］・防火診断数は、対象者宅にて住宅防火診断を実施したものを示します。 
 

 
 
２ 小学３、４年生を対象に火災の知識や火災から身を守る能力等を習得させるため、体験学習型の

防火教育（ファイヤースクール）を市内の小学校（全７４校）に呼びかけ実施しています。 
 
        ファイヤースクール実施状況 

年度 実施校数 受講児童数 
令和２年度 ３８校 ３，３９９人 
令和３年度 ６５校 ５，６３４人 
令和４年度 ６７校 ５，３１５人 

 

☆枯草・空家火災防止対策☆ 

 
 空地等の火災予防上危険な枯草地を調査し、処理の推進を図っています。また、火災予防上必要な措

置を講じなければならない空家の調査及び指導を実施しています。 
 
枯草火災防止対策指導状況         （令和４年度） 

 

 
筆数 面積（㎡） 所有者（人） 

合計 ６ ３，７０７ ７ 

相模原署 １ ３００     １ 

南署 ２ ２，７３５ ２ 

北署 ２ ３４７ ３ 

津久井署 １ ３２５ １ 
 
 
空家火災防止対策指導状況          （令和４年度） 

 

 
空家数 指導件数 所有者（人） 

合計 ０ ０ ０ 

相模原署 ０ ０ ０ 

南署 ０ ０ ０ 

北署 ０ ０ ０ 

津久井署 ０ ０ ０ 
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☆防火協力団体等の育成指導☆ 

   
１ 防火管理上必要な知識と技術の向上や、事業所間の連絡調整を図ることを目的に組織された団体の

育成指導を行っています。なお、主な事業内容は、次のとおりです。 
 （１）サービス事業等防火管理研究会（４７事業所） 
    防火管理実務研修の実施 
 
 （２）工場防火管理研究会（９３事業所） 
    防火管理実務研修の実施 
    火災予防普及啓発用物品の配付 

     
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 

消防用設備等取扱い研修 
 

２ 市民と行政が一体となった防火防災活動の充実を図るため、昭和４６年に相模原市防災協議会とし

て発足し、平成９年４月に新たに法人として社団法人相模原市防災協会を設立し、平成２４年４月１

日からは公益社団法人に移行した公益社団法人相模原市防災協会を通じ、育成指導を図っています。

（令和５年４月１日現在 正会員１９団体 ８３１事業所・賛助会員７６事業所） 

自衛消防隊消火競技会 
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◇防火対象物◇ 
 

☆防火対象物と防火管理者の選任状況☆ 

 
 火災の発生を防止し、火災による被害の軽減を図るための消防法の規定によって学校、病院、工場、

事業場、百貨店、飲食店、旅館その他の防火対象物の所有者、管理者等で管理について権原を有する関

係者は、一定の基準に従って消火器や屋内消火栓設備などの消火設備、自動火災報知設備や非常警報設

備などの警報設備、誘導灯や避難器具などの避難設備、消防用水や消火活動上必要な施設などを設置し、

維持管理することが義務づけられています。また、これらの消防用設備等のほか、多数の者が出入りし、

勤務し、居住する防火対象物については一定の資格を有する防火管理者を選任し、消防計画を作成して、

これに基づく訓練を実施し、消防用設備等の点検整備を行わなければならないこととされています。 
 
 

防火対象物と防火管理者の選任状況 
（令和５．４．１） 

消防用設備等の設

置対象物（法１７条） 
種    別 

定期点検 １種Ａ １種Ｂ ２種Ａ ２種Ｂ ３種Ａ ３種Ｂ 

21,670 722 1,992 427 3,644 396 3,369 11,120 

 
防火管理者選任対象物(法 8条) 防火管理者選任実数 防火管理者選任割合(％)  

4,437 3,877 87.4 

 

☆中高層建築物☆ 

 
 消防法施行令別表第一に掲げる対象物の３階以上の中高層建築物は、市内で８，５８０棟あり、今後

も増加の傾向にあります。 
 これらの建築物から出火した場合、消火、避難、人命救助等の活動が困難となることが予想されるの

で、消防用設備等の設置・維持・管理及び防火管理体制の充実強化について関係者に指導を行うととも

に、防ぎょ・避難計画の樹立とこれに基づく教育、訓練の励行に努めています。 
 
 

中高層建築物の建築状況 
 

（令和５．４．１） 

合 計 ３ 階 ４ 階 ５ 階 ６ 階 ７ 階 ８ 階 ９ 階 １０階 １１階以上 

8,580 棟 4,503 1,688 1,080 399 318 162 92 99 239 

 
 
 中高層建築物を用途別にみると共同住宅４，８２９棟、複合用途２，１７２棟、事務所等３９８棟、

工場等３３６棟の順になっています 
 また、地区別では大野南１，２１７棟、橋本１，０５７棟、大野北８６８棟、中央８２４棟の順に、

署所別では相模原本署１，６５９棟、南本署９１７棟、淵野辺分署８３９棟、北本署６６８棟の順にな

っています。 
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３０階以上の高層建築物 

 
（令和５．４．１） 

名      称 所 在 地 地上階数 地下階数 

ザ・ハシモトタワー 緑区橋本６丁目１番１４号 ３３ １ 

リビオ橋本タワーブロードビーンズ 緑区橋本６丁目２０番１号 ３３ １ 

オラリオンサイト２番館 緑区西橋本５丁目２番１２号 ３２ １ 

オラリオンサイト３番館 緑区西橋本５丁目２番１３号 ３２ １ 

ミッドオアシスタワーズ 緑区大山町１番３１号 ３２ １ 
パークスクエア相模大野タワー＆ 
レジデンス（センタータワー） 南区相模大野７丁目３５番１号 ３２ １ 
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◇火災予防の査察◇ 
 
 産業経済の発展に伴い特殊建築物が逐年増加の傾向にあり、これらの防火対象物の位置、構造、設備 
及び管理等の状況を検査することにより、火災予防上の不備欠陥を発見し、関係者に対して必要な指示、 
指導を積極的に行っています。 
 

☆査察対象物の区分☆ 

 
 防火対象物の出火、延焼拡大及び人命危険は、その防火対象物の用途、構造及び規模によって大きく 
左右されるため、査察対象物を次のように区分しています。 
 

査察対象物区分表 
区   分 用途・規模 
定期点検報告 
査察対象物 

消防法施行令(以下「政令」という。)第４条の２の２に規定する
防火対象物 

１種査察対象物 

Ａ 

特定防火対象物(法第１７条の２の５第２項第４号に規定する特
定防火対象物をいう。以下同じ。)で、法第８条の規定により防火
管理者選任義務を有し、かつ、自動火災報知設備の設置義務を有

するもの 

Ｂ 
特定防火対象物で、法第８条の規定により防火管理者選任義務

を有し、かつ、消防用設備等(自動火災報知設備を除く。)の設置義
務を有するもの 

２種査察対象物 

Ａ 

非特定防火対象物(特定防火対象物以外の政令対象物(政令別表
第１に規定する防火対象物をいう。以下同じ。)をいう。以下同じ。)
で、法第８条の規定により防火管理者選任義務を有し、かつ、自

動火災報知設備の設置義務を有するもの 

Ｂ 
非特定防火対象物で、法第８条の規定により防火管理者選任義

務を有し、かつ、消防用設備等(自動火災報知設備を除く。)の設置
義務を有するもの 

３種査察対象物 

Ａ １種及び２種査察対象物以外の政令対象物で、政令により自動

火災報知設備の設置義務を有するもの 

Ｂ １種及び２種査察対象物以外の政令対象物で、政令により消火

器具の設置義務を有するもの 

４種査察対象物 
Ａ 

著しく消火困難な危険物施設(危険物の規制に関する規則(昭和
３４年総理府令第５５号)第３３条に規定する著しく消火困難な製
造所等をいう。) 

Ｂ 危険物製造所等(Ａの項に掲げるものを除く。) 

５種査察対象物 １種査察対象物から４種査察対象物までの査察対象物以外の政

令対象物、住宅及びその他の消防対象物 
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☆査察の種類と実施状況☆ 

［一般立入検査］ 
 
 消防長の示す基本方針に基づき、消防署長が実施するものをいいます。 

                                         （令和４年度） 
 

区 分 

 

 

 

査察内訳 

対

象

物

の

数

 
 
 
 
 
 
 
 

査

察

計

画

数

 
 
 
 
 
 
 
 

査

察

実

施

数
 
 
 
 
 
 
 
 

実 
 

施  

率
（
％
） 

合   計 ２１，６４８ ３，２５９ ２，９４１ ９０．２４ 

定期点検 ７２２ １８６ ３３９ １８２．２６ 

１種査察対象物Ａ １，９９１ ４７７ ３８２ ８０．０８ 

１種査察対象物Ｂ ４２７ ４９ ９４ １９１．８４ 

２種査察対象物Ａ ３，６４２ ４４５ ６１１ １３７．３０ 

２種査察対象物Ｂ ３９４ ５８ ６９ １１８．９７ 

３種査察対象物Ａ ３，３６８ ５２４ ３５２ ６７．１８ 

３種査察対象物Ｂ １１，１０４ １，５２０ １，０９４ ７１．９７ 

  ※対象物の数は、令和４年度の査察計画策定時の数値になります。 
 
［特別立入検査］ 
 
 消防長又は消防署長が必要と認めたとき、消防対象物又は地域を定めて実施するものをいいます。 
令和４年度は、特別立入検査の実施はありませんでした。 
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☆防火対象物定期点検報告状況（敷地数）☆            （令和５．４．１） 

対象別 

 

用途 

対象物数 点検報告済 特例認定済   実施率（％） 

合計 
１号 

該当 

２号 

該当 

１号 

該当 

２号 

該当 

１号 

該当 

２号 

該当 

１号 

該当 

２号 

該当 
合計 

１項イ 4 4 － 2 － 2 － 100.0 － 100.0 

１項ロ 39 38 1 12 － 17 1 76.3 100.0 76.9 

２項イ － － － － － － － － － － 

２項ロ 25 25 － 16 － 3 － 76.0 － 76.0 

２項ハ － － － － － － － － － － 

２項ニ 1 1 － 1 － － － 100.0 － 100.0 

３項イ － － － － － － － － － － 

３項ロ 9 － 9 － 5 － 2 － 77.8 77.8 

４項 70 59 11 47 10 10 1 96.6 100.0 97.1 

５項イ 20 4 16 1 9 3 4 100.0 81.3 85.0 

６項イ 30 20 10 7 2 8 7 75.0 90.0 80.0 

６項ロ 9  9  5 － － － 55.6 55.6 

６項ハ 13 3 10 1 5 1 4 66.7 90.0 84.6 

６項ニ 15 10 5 1 － 6 4 70.0 80.0 73.33 

９項イ 2 2 － 2 － － － 100.0 － 100.0 

１６項イ 203 120 83 70 46 45 6 95.8 62.7 82.3 

１６項の２ － － － － － － － － － － 

合計 440 286 154 160 82 95 29 89.1 72.0 83.2 

 
対象物内容 
 
（１）１号該当（消防法施行令第４条の２の２第１号） 

特定防火対象物で収容人員が３００人以上のもの 
（２）２号該当（同第２号） 

１号に掲げるもののほか、特定防火対象物の用途に供される部分が避難階以外の階（１、２階を 
除く。）に存し、当該階から地上に直通する階段が２以上設けられていないもの 

 
※ １号及び２号に該当する対象物は、１号該当対象物に含む。 

 
 

☆防災管理対象物状況（敷地数）☆        （令和５．４．１） 

対象別 
 
 
用途 

対象物数 

４項  ４ 
６項イ ３ 
７項  ６ 
１２項イ １３ 

１５項  ３ 
１６項イ ９ 
合計 ３８ 

 

対象物内容 
 
防災管理対象物（消防法施行令第４条の２の４） 
自衛消防組織の設置を要する防火対象物 
 
（１）地階を除く階数が１１以上の防火対象物で、延べ面積が１万平

方メートル以上のもの 
（２）地階を除く階数が５以上１０以下の防火対象物で、延べ面積が

２万平方メートル以上のもの 
（３）地階を除く階数が４以下の防火対象物で、延べ面積が５万平方

メートル以上のもの 
 
※ 共同住宅や倉庫は除きます。 
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◇建築関係◇ 
☆消防同意事務☆             

                  業態別消防同意件数          年度別消防同意件数 
                           （令和４年度）      （過去１０年） 
 消防同意事務は建築基準法第９３ 
条第１項及び消防法第７条第１項に 
基づく、火災予防行政の基幹となる 
事務であり、防火の専門機関として 
の立場から実態に即した指導を行い 
つつ、建築関係行政庁等と緊密な連 
絡協調を図り、建築物の防災に万全 
を期しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆開発事業協議☆ 

 
 近年の都市化の進展や高度化に伴い、災害の対応もますます複雑、多様化しています。 
 このため、一度災害が発生した場合、従来にない困難な消防活動となる可能性があります。 
 そこで、建築物における迅速かつ確実な消防活動等を確保するために、建築計画以前の段階から「開

発事業基準条例」に基づき、消防水利、消防用活動空地、ヘリコプターによる消防活動等に必要な施設

等の設置について協議をしています。 
令和４年度中の開発事業基準条例に係る協議件数は、消防水利については５件、消防用活動空地につ

いて２４件、ヘリコプターによる消防活動等に必要な施設については０件でした。 
なお、完了件数は、消防水利については２件、消防用活動空地については１１件、ヘリコプターによ

る消防活動等に必要な施設については０件でした。 

業 態 別 件 数 割合％ 
計    2,339 100 

専 用 住 宅 1,915 81.87 

併 用 住 宅 - - 

劇 場 等 1 0.04 

遊 技 場 1 0.04 

飲 食 店 6 0.25 

百 貨 店 等 15 0.64 

旅 館 等 - - 

共 同 住 宅 166 7.10 

病 院 等 8 0.34 

老 人 短 期 入 所 
施 設 等 22 0.94 

老人デイサービ

ス セ ン タ ー 等 13 0.56 

幼 稚 園 等 - - 
学 校 等 6 0.26 

図 書 館 等 - - 

浴 場 等 - - 

停 車 場 2 0.09 

社 寺 等 1 0.04 

工 場 ・ 作 業 場 12 0.51 

車 庫 等 4 0.17 

倉 庫 30 1.28 

事 務 所 等 100 4.28 

複 合 建 物 37 1.58 

重 要 文 化 財 - - 

ア ー ケ ー ド - - 

そ の 他 - - 

※小数点第三位を四捨五入のため、合計等

が一致しない場合があります。 

年度別 件  数 

25 年度 
3,191 

(1,323) 

26 年度 
2,627 

 （922） 

27 年度 
2,497 

 （733） 

28 年度 
2,502 

 （992） 

29 年度 
2,582 

(1,007) 

30 年度 
2,287 

(1,021) 

令和 

元年度 

2,410 

(1,009) 

2 年度 
1,996 

(818) 

3 年度 
2,423 

(894) 

4 年度 
2,339 

(1,011) 

( )内は建築基準法第
93条第4項に基づく通知 
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◇危険物の施設◇ 
  危険物は、ガソリン・灯油などの燃料のほか、プラスチックや化学繊維などの化学工業製品の原料な
どに幅広く使用されており、私たちの生活に無くてはならないものとなっています。 
しかし、危険物は取扱いを誤ると、容易に火がついたり爆発を起こしたりするリスクを持っています。 
危険物災害を未然に防止するため、危険物施設の許認可事務の適正な執行や、査察等で施設の位置、

構造及び設備の適切な管理並びに取扱いの指導を行うとともに、家庭における危険物の貯蔵及び取扱い

についても、自主防災訓練等を通じて指導を行っています。 

☆消防署所別・倍数別施設数☆ 

（令和５年４月１日現在） 

 

 

      施 設 

      区 分 

 

 署 別 

 倍数別 

 区 分 

合 
 

計 

製 
 
 

造 
 
 

所 

貯   蔵   所 取  扱  所 

小 
 
 

計 

屋 

内 

貯 

蔵 

所 

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋 

外 

貯 

蔵 

所 

小 
 
 

計 

給油 

取扱所 
第
一
種
販
売
取
扱
所 

第
二
種
販
売
取
扱
所 

一 

般 

取 

扱 

所 

自 

家 

用 

営 

業 

用 

合   計 846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181 

署 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別 

相 

模 

原 

署 

本      署 154 2 90 37 3 4 30 - 12 4 62 6 11 3 2 40 

田名分署 104 1 62 28 5 - 20 - 6 3 41 7 4 1 - 29 

淵野辺分署 44 2 30 13 1 - 16 - - - 12 3 2 - - 7 

緑が丘分署 32 - 18 3 1 - 6 - 8 - 14 3 7 1 - 3 

上溝分署 60 1 41 6 1 - 3 - 27 4 18 7 7 - - 4 

南 
 
 
 

署 

本      署 11 - 3 - - 1 2 - - - 8 1 4 - - 3 

麻溝台分署 64 - 33 12 - 1 19 - 1 - 31 2 4 - - 25 

新磯分署 31 - 18 3 - - 13 1 1 - 13 4 2 - - 7 

東林分署 9 - 6 4 - - 1 - - 1 3 - 3 - - - 

大沼分署 44 1 28 14 - 1 8 - 4 1 15 3 4 - - 8 

相武台分署 2 - - - - - - - - - 2 1  - - 1 

上鶴間分署 11 - 7 2 - - 4 - 1 - 4 - 3 - - 1 

北  

署 
本   署 34 2 23 9 6 1 4 - 3 - 9 - 2 - - 7 

大沢分署 27 - 17 2 - 1 9 - 4 1 10 5 1 - - 4 

相原分署 61 - 37 23 2 - 11 - 1 - 24 7 4 - 1 12 

城山分署 39 - 24 8 - 1 9 1 4 1 15 1 5 - - 9 

津

久

井

署 

本   署 60 - 40 9 - 1 19 1 9 1 20 3 6 - - 11 

藤野分署 24 - 14 1 - 1 11 - 1 - 10 3 3 - - 4 

青根分署 2 - 1 - - - 1 - - - 1 - 1 - - - 

鳥屋出張所 33 - 20 11 1 - 2 1 5 - 13 2 5 - - 6 

倍 
 

数 
 

別 

合   計 846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181 

5倍以下 367 2 281 96 6 10 88 4 72 5 84 4 - 3 - 77 

5倍超10倍以下 166 2 97 43 3 1 38 - 3 9 67 11 - 1 - 55 

10倍超50倍以下 171 2 90 35 3 1 38 - 11 2 79 37 - 1 3 38 

50倍超100倍以下 50 3 26 4 3 - 18 - 1 - 21 5 9 - - 7 

100倍超150倍以下 20 - 10 5 2 - 3 - - - 10 1 9 - - - 

150倍超200倍以下 19 - 4  2 - 2 - - - 15  12 - - 3 

200倍超1,000倍以下 51 - 3 1 1 - 1 - - - 48  47 - - 1 

1,000倍超 2 - 1 1 - - - - -  1  1 - - - 
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☆類別構成・事務処理状況☆ 

  危険物は、第１類から第６類まで、性質により分類されています。そのうち、第４類の危険物（ガソ
リン、軽油、灯油などの引火性液体）を貯蔵、取り扱う施設が全体の約９４％を占めています。 

  新たに危険物施設を設置する場合や既存の施設を変更する場合には、事前に許可を受け、完成検査を
受ける必要があります。また、その他にも各種手続きが必要な場合があります。   

（令和５年４月１日現在） 

☆年度別危険物許可・承認件数☆   

 年 度 
件名区分 

平成 

25年度 

平成 

26年度 

平成 

27年度 

平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

許 設置 22 14 9 15 11 14 18 15 9 13 

可 変更 137 155 144 132 143 183 168 125 169 154 

完 設置 19 16 10 13 13 12 14 17 11 12 

成 変更 133 137 126 122 122 160 162 118 156 123 

仮 使 用 112 142 130 114 120 157 136 114 156 135 

 タンク検査 604 581 409 439 471 410 437 415 375 272 

 

 

      施 設 

      区 分 

 

 類 別 

 事務別 

 区 分 

 

合 
 

計 

製 
 
 
 

造  
 
 

所 

貯   蔵   所 取  扱  所 

 

小  
 
  
 

計  
 

屋 

内 

貯 

蔵 

所 

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋 
外 
貯 

蔵 

所 

 
小  

 
 

計 
給油 

取扱所 
第
一
種
販
売
取
扱
所 

第
二
種
販
売
取
扱
所 

一 

般 

取 

扱 

所 

自 

家 

用 

営 

業 

用 

類 
 
 
 
 

別 

合  計 846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181 

第１類 6 - 5 5 - - - - - - 1 - - - - 1 

第２類 1 - 1 1 - - - - - - - - - - - - 

第３類 0 - 0 - - - - - - - 0 - - - - - 

第４類 797 5 491 164 20 12 188 4 87 16 301 58 78 4 2 159 

第５類 2 - 2 2 - - - - - - - - - - - - 

第６類 0 - 0 - - - - - - - 0 - - - - - 

混 在 40 4 13 13 - - - - - - 23 - - 1 1 21 

事 
 
 
 
 

務 
 
 
 
 

別 

許可 
設置 13 - 11 2 1 1 3 - 2 2 2 1 - - - 1 

変更 154 2 16 6 - - 5 - 5 - 136 1 25 - - 110 

完成 
設置 12 - 8 2 1 1 1 - 2 1 4 - 1 - - 3 

変更 123 3 13 3 - - 5 - 5 - 107 1 23 - - 83 

タンク

検査 

水張 270 - - - - - - - - - - - - - - - 

水圧 2 - - - - - - - - - - - - - - - 

設置取止 0 - 0 - - - - - - - 0 - - - - - 

変更取止 1 - 0 - - - - - - - 1 - - - - 1 

仮使用 135 2 3 3 - - - - - - 130 1 21 - - 108 

仮貯蔵 2 - - - - - - - - - - - - - - - 

仮取扱 8 - - - - - - - - - - - - - - - 

他市への転出 1 - 1 - - - - - 1 - - - - - - - 

転入 1 - 1 - - - - - 1 - - - - - - - 

廃止 21 - 13 5 1 - 4 - 3 - 5 - 1 - - 4 
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☆認可・届出の取扱☆    

   年間の認可、届出の事務取扱件数は、４７４件でした。 

軽微な変更、設置者の住所氏名等が変更した場合は、書類の提出が必要になります。 
※危険物施設は、その構造や設備を変更する場合には、許可を受ける必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

☆年度別危険物施設査察実施状況☆ 

年 度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

対 象 数 884 872 864 854 844 

査察計画数 308 358 369 408 376 

査 察 件 数 381 399 244 389 387 

実 施 率 ※ 123.7％ 111.5％ 66.1％ 95.3％ 102.9％ 

※計画数に計上していない新規施設の査察等により実施率が 100％を超えることがあります。 

  

☆年度別移動タンク貯蔵所・運搬車両街頭査察実施状況☆ 

年 度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

査察件数 4 5 5 3 4 

 

☆年度別事故発生状況☆ 

年 度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

事故件数 0 1 2 8 5 

 

                    年 度 
届出区分 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

2 年度 

令和 

3 年度 

令和 

4 年度 

危険物製造所等譲渡引渡届 1 17 9 １ 7 

危険物製造所等種類数量倍数変更届 9 20 25 28 22 

危険物製造所等廃止届 25 26 24 21 18 

危険物保安監督者選任（解任）届 82 93 97 100 70 

予防規程制定・変更認可申請 4 6 23 15 11 

危険物製造所等資料提出（軽微な変更） 101 111 104 154 193 

           〃         （住所、氏名等の変更） 66 95 71 87 91 

           〃         （管理運営委託） 24 25 28 23 22 

           〃         （休止、再開） 6 10 2 4 4 

危険物取扱者資料提出 30 63 58 43 36 
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◇火薬類の施設◇ 
火薬類は、採石場やトンネルの掘削、更には我が国の伝統文化である花火など、これまで長年使用さ

れてきた分野に加え、航空機や宇宙開発といった先端産業まで、幅広い分野で使用され、産業経済を支

える重要なものとなっていますが、その取扱いを誤ると、重大な災害（事故）につながるリスクを併せ

持っています。 
火薬類による災害（事故）を防止し、公共の安全を確保するため、関係事業所等に対して許認可事務

の適切な執行や、査察等により火薬類の製造、貯蔵、販売、消費及び取扱いについての規制や指導を行

っています。 
平成２９年４月１日に火薬類取締法に係る事務権限が指定都市の長（相模原市長）に移譲されました。 
 
☆区分別施設数☆ 

（各年４月１日現在） 

区 分 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

火薬類製造事業所（煙火製造所） 4 3 3 3 3 3 

 打ち揚げ煙火・仕掛け煙火 2 1 1 1 1 1 

がん具煙火 0 0 0 0 0 0 

兼業 2 2 2 2 2 2 

火薬庫 17 17 16 16 16 16 

 １級火薬庫 4 4 4 4 4 4 

２級火薬庫 0 0 0 0 0 0 

３級火薬庫 2 2 2 2 2 2 

実包火薬庫 0 0 0 0 0 0 

煙火火薬庫 9 9 8 8 8 8 

がん具煙火貯蔵庫 2 2 2 2 2 2 

導火線庫 0 0 0 0 0 0 

水蓄火薬庫 0 0 0 0 0 0 

火薬類販売所 16 15 15 14 14 14 

 競技用紙雷管 8 7 7 6 6 6 

競技用紙雷管を除く 8 8 8 8 8 8 

火薬庫外火薬類貯蔵場所 18 16 19 19 21 18 

 販売業者 14 12 12 11 11 11 

委託貯蔵 1 1 1 1 2 2 

土木関係 0 0 0 0 0 0 

その他 3 3 6 7 8 5 

合      計 55 51 53 52 54 51 

 
☆査察実施状況☆ 

 

火薬類及び高圧ガス査察規程第１０条の規定に基づく立入検査の執行基準により、５年に１回以上実

施しています。 

 

年  度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

対  象  数 55 53 52 54 51 

査察計画数 33 29 25 25 27 

査察実施件数 35 32 29 28 26 

実   施   率 106.1％ 110.3％ 116.0％ 112% 96.3% 

※計画数に計上していない事業所の査察等により実施率が 100％を超えることがあります。 
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☆事務処理状況☆                            

 

令和４年度中の許認可申請の件数は２９件、検査申請の件数は９件、届出・報告等の件数は９８件で

した。 

許可申請の内容としては、煙火の消費や、火薬類の譲渡しや譲受けの許可などです。 

 

 

 

 

☆年度別事故発生状況☆ 

 

令和４年度中に火薬類に係る事故が１件発生し、負傷者が１名発生しました。 

 

対象年度 発生件数 死者 負傷者 

平成３０年度 ３ ０ ０ 

令和元年度 １ ０ １（軽傷） 

令和２年度 ０ ０ ０ 

令和３年度 ０ ０ ０ 

令和４年度 １ ０ １（重傷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 内 容 

許可申請 26 30 25 22 26 
煙火の消費、火薬類の譲渡し、

譲受け、廃棄の許可など 

保安検査申請 10 10 10 9 9 製造所又は火薬庫の保安検査 

完成検査申請 0 0 1 0 0 製造所又は火薬庫の完成検査 

認可申請 0 0 2 2 3 
危害予防規程又は保安教育計

画の認可 

指示申請 0 2 3 0 0 
火薬庫外の火薬類貯蔵場所の

指示 

届出・報告 82 60 63 58 98 
施設の変更や保安体制に係る

届出、定期自主検査の報告など 

合  計 118 102 104 91 136  
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◇高圧ガスの施設◇ 
高圧ガスは、私たちの生活や産業社会など多くの分野で使用されていますが、誤った取扱いが原因で

漏えいや爆発、火災などに直結します。また、ひとたび災害（事故）が発生すると、人的、物的に多大

な被害をもたらすことがあります。 

高圧ガスによる災害（事故）を防止し、公共の安全を確保するため、関係事業所等に対して許認可事

務の適正な執行や、査察等により高圧ガスの製造、貯蔵、販売、移動、輸入、消費及び廃棄並びに容器

の製造及び取扱いについての規制や指導を行っているほか、民間事業者及び高圧ガス保安協会による自

主的な保安活動の促進に努めています。 
平成３０年４月１日に高圧ガス保安法に係る事務権限が指定都市の長（相模原市長）に移譲されまし

た。 
 

☆区分別施設数等☆ 

   （各年４月１日現在） 

 

☆査察実施状況☆ 

 

 火薬類及び高圧ガス査察規程第１０条の規定に基づく立入検査の執行基準により、５年に１回以上実

施しています。 

  

年  度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

対  象  数 824 747 673 661 665 

査察計画数 130 151 138 161 144 

査察実施件数 181 193 119 97 109 

実   施   率 139.2％ 127.8％ 86.2％ 60.2% 75.7% 

※計画数に計上していない事業所の査察等により実施率が 100％を超えることがあります。 

 

 

 

区   分 平成30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 具体例 

第１種 

製造事業所 
43 45 45 42 46 

・プロパンガス充塡所 

・空気分離装置による酸素・窒素製造所 

・高圧ガス運送車両（タンクローリー） 

・大規模な空調設備・冷凍設備 

第２種 

製造事業所 
353 349 318 305 255 

・消防署の空気ボンベ充塡所 

・小規模な空調設備・冷凍設備 

第１種貯蔵所 8 9 9 10 12 ・プロパンガス充塡所のボンベ置場 

第２種貯蔵所 47 52 53 54 65 
・ガス販売店のボンベ置場 

・大規模なガス消火設備用ボンベ室 

販売所 367 290 250 251 274 

・産業ガス（酸素、窒素等）の販売店 

・空調設備用冷媒ガス（フロン等）の販 

売店 

・炭酸水製造装置の販売店 

容器検査所 16 16 16 16 14 ・自動車整備工場（天然ガス・水素等） 

特定高圧ガス

消費事業所 
18 19 19 19 18 

・病院施設（医療用酸素） 

・研究施設（モノシランガス等） 

・工場（液化石油ガス） 

合   計 852 780 710 697 684   
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☆事務処理状況☆  

 

令和４年度中の許可申請等の件数は１８件、検査申請の件数は１２件、届出・報告の件数は２４５件

でした。 

許可申請等の内容としては、製造施設の変更許可や、容器検査所の登録又は更新申請などです。検査

申請の内容としては、製造施設の完成検査や保安検査の申請となっています。 

 

 

 

☆年度別事故発生状況☆ 

 

令和４年度中に高圧ガスに係る事故が３件発生しましたが、負傷者等は発生していません。 

 

対象年度 発生件数 死者 負傷者 

３０年度 ３ ０ １（軽傷） 

令和元年度 ６ ０ ２（軽傷） 

令和２年度 ４ ０ １（重傷） 

令和３年度 ７ ０ ２（軽傷） 

令和４年度 ３ ０      ０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区  分 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 内 容 

許可申請等 18 11 13 17 18 
製造施設等の設置又は変更許可、

容器検査所の登録又は更新など 

保安検査申請 9 4 7 5 4 特定施設の保安検査 

完成検査申請 6 9 8 7 8 製造施設及び貯蔵所の完成検査 

届出・報告 241 250 276 232 245 

製造施設等の設置又は変更の届

出、保安検査や完成検査の報告な

ど 

合  計 274 274 304 261 275  
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◇液化石油ガスの施設◇ 
液化石油ガスは、燃料として私たちの生活に広く普及していますが、誤った取扱いが原因で漏えいや

爆発、火災などに直結します。また、ひとたび災害（事故）が発生すると、人的、物的に多大な被害を

もたらすことがあります。 

液化石油ガスによる災害（事故）を防止し、取引を適正にし、公共の福祉を増進するため、関係事業

所等に対して許認可事務の適正な執行や、査察等により液化石油ガスの販売についての規制や指導を行

っているほか、民間事業者及びＬＰガス協会による自主的な保安活動の促進に努めています。 
令和５年４月１日に液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に係る事務権限が指定

都市の長（相模原市長）に移譲されました。 
 
☆区分別施設数等☆ 

                              （令和５年４月１日現在） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区   分 事業者数等 具体例 

販売事業者 76 
・液化石油ガスを冷暖房、飲食物の調理、ふろの湯沸し等に使用する一

般消費者等（以下「一般消費者等」という。）に販売する事業者 

保安機関 86 
・一般消費者等に液化石油ガスを供給するための設備の点検、調査を行

う者 

貯蔵施設 0 
・販売事業者が所有している充塡容器等（3000ｋｇ以上）を置くための

容器置場 

特定供給設備 10 
・一般消費者等に液化石油ガスを供給するための貯槽（貯蔵能力 1000

ｋｇ以上）又は容器（貯蔵能力 3000ｋｇ以上） 

充てん設備 9 
・一般消費者等に液化石油ガスを供給するための貯槽又は容器に充塡す

るタンクローリー 

設備工事業者 175 
・一般消費者等に液化石油ガスを供給するための設備について設置又は

変更の工事を行う者 

合   計 356   
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◇消 防 通 信◇ 
 

 消防通信とは、火災、救急などの災害の受付、消防署所への指令、医療機関、防災関係機関等との連

絡調整、気象観測、各種情報収集等の業務です。この消防通信で、最も重要な中枢的役割を果たしてい

るのが通信指令室です。 

 通信指令室では、これらの業務を効率的に行うため、各種の機能を持ったコンピュータ及び通信施設

を集中管理しています。 

 

☆消防情報管理システム☆ 

 

《消防情報管理システムの概要》 

 災害時の消防体制の強化、事務効率の向上等を図るため、平成１９年に稼働開始しました。その後、

計画的に部分更新を行い、令和３年３月１日、４画面構成の指令台を含む最新の技術を駆使したシステ

ムに更新しました。 

 消防情報管理システムは、４つのシステムから構成されており、システムごとにサーバを設け、全庁

ＷＡＮを効率的に活用したＷＥＢサーバシステムとなっています。 

                

消防緊急情報システム 

                

消防ＯＡシステム 

①災害事案管理システム    

②救急事案管理システム    

③消防水利管理システム    

④防火対象物管理システム   

⑤危険物施設管理システム   

⑥被服管理システム      

⑦消防団員管理システム   

 ⑧備品・資機材管理システム  

 

               警防本部システム      

 

               共通掲示板・予約管理・画像管理システム 

 

 

《消防緊急情報システム》 

 １ 災害通報受付 

   １１９番通報受付時に通報者から聴取した住所を入力することで、周辺地図が表示され、災害点

を迅速に把握することができます。また、固定電話（ＩＰ電話を含む）やＧＰＳ機能のついた携帯

電話からの通報は、１１９番通報と同時に発信地情報照会センターに照会をかけることにより、瞬

時に通報があった場所を特定することができます。 

 ２ 出場指令・部隊選別 

   １１９番通報を受信する指令台は、通報者と会話途中でも、災害点と災害種別が判明した時点で、

合成された音声により出場指令を行うことができます。また、車両動態位置管理システムにより、

各車両の現在位置をＧＰＳで把握し、携帯電話回線や無線を介して、各車両の位置情報を通信指令

室が常に把握しています。このため、出場車両選別時には車両動態及び位置情報をもとに、災害点

に近い部隊を災害の種別及び規模により自動選別して、出場指令を行います。 

 ３ 順次連絡、Ｅメール配信 

   出場指令を行うと同時に、消防団への順次連絡（携帯電話等へ合成された音声にて指令情報を送

るシステム）やＥメール配信（携帯電話等のＥメールに文字で指令情報を送信するシステム）を行

います。 

消
防
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム 
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 ４ 現場支援情報 

   出場各部隊の車両運用端末装置に災害点情報等を送信することにより、迅速な災害点把握と効率

的な部隊活動が可能となります。また、車両運用端末装置のカーナビゲーション機能により、災害

現場への迅速な到達ができます。火災等が発生した場合、支援情報として対象物情報などを文字情

報により災害出場車両に送信し、消防活動を支援します。さらに、令和２年度に行われたシステム

更新により、受付補助ディスプレイに入力した手書きメモを他の指令台や出動車両と共有すること

ができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 映像伝送システム 

   スマートフォン等で撮影した災害現場の映像を携帯電話回線を介すことにより、通信指令室の大

型ディスプレイに表示することができます。 

 ６ 大規模災害モード 

   通常７席で運用する通信指令室の指令台のうち、５席の指令台は大規模災害時に２倍の１０席で

運用することができます。通報が集中する状況下においても、最大１２席で的確かつ迅速に災害事

案を処理できる受付体制を確立しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 様々な通報システム 

  音声による１１９番通報が困難な方が、携帯電話やパソコンのＥメールを利用して１１９番通報

をする『メール１１９』や、スマートフォン等の携帯端末を利用し、画面をタップしていく簡単な

操作で「火事」や「救急」といった情報や通報場所を伝えることができる『ＮＥＴ１１９』があり

ます。また、ＦＡＸを利用する『ＦＡＸ１１９』にも対応しています。指令台で一般の通報と同様

に、迅速に出場指令を行うことができます。 

８ 気象情報収集 

   消防指令センター及び津久井消防署で観測している気温・風向・風速などの気象情報や市内１９

箇所で計測している雨量情報を自動集計処理し、災害活動の支援情報として活用しています。 

 

【通常災害時】 

１人で４画面を使用 

【大規模災害時】 

２人で２画面ずつ使用 

【受付補助ディスプレイ】 

手書きメモ入力を行う装置で

す。タッチペンで画面上に入

力できます。 

【地図用ディスプレイ】 

電話の位置情報などをもと

に、災害発生地点を表示しま

す。 

【自動出動ディスプレイ】 

１１９番受付から出場指令、

事案終了まで、指令管制処理

の中心となる装置です。 

【多目的ディスプレイ】 

指令員の必要に応じて、様々

な情報を表示します。 

（車両一覧を表示） 
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《消防ＯＡシステム》 

 １ 災害事案管理システム 

   報告書の基礎情報を消防緊急情報システムの指令情報と共有化することにより、端末への入力作

業の迅速化・効率化を図っています。また、火災、救助統計等に係る各種統計事務の効率化を図っ

ています。 

 ２ 救急事案管理システム 

   災害事案管理システムと同様に救急事案を管理します。 

 ３ 消防水利管理システム 

   水利情報を署所から入力、修正することができます。これにより、署所で全ての水利情報が閲覧

可能となるなど、水利情報を一元管理しています。 

 ４ 防火対象物管理システム 

   建築同意、査察、台帳管理、統計処理等全ての防火対象物情報を一元管理しています。また、署

所において入力された水道断減水、道路工事等の各種届出情報を署所で閲覧することができます。

さらに、消防緊急情報システムと連携しているため、災害時には支援情報として指令台から該当情

報を活動隊に迅速に送ることができます。 

 ５ 危険物施設管理システム 

   防火対象物管理システムと同様、危険物施設に係るすべての情報を一元管理しています。また、

防火対象物管理システムと情報を共有しているため、効果的な管理が行えます。 

 ６ 被服管理システム 

   消防職員への貸与被服に関する履歴等の情報を管理します。 

 ７ 消防団員管理システム 

   消防団員情報、出場状況等の情報を管理します。 

 ８ 備品・資機材管理システム 

   署所の備品資機材の保有状況のほか、走行距離、給油状況等の車両運用に関する情報を管理しま

す。 

 

《警防本部システム》 

１１９番通報の災害情報を一元管理し、警防本部体制を確立することで、風水害等の災害時の対応を

円滑化するとともに、初動体制の強化を図ります。 

 １ 災害通報受付  

１１９番通報による災害情報は、警防本部システムに自動取り込みされます。また、署所に一般

加入電話で通報された災害情報は、署所に配置された端末から入力し、１１９番通報による情報と

ともに一元管理しています。 

 ２ 指令指示 

   警防本部システムに取り込まれた災害点等の情報は自動で地図上に表示されます。さらに、対応 

状況に応じて表示の色が変化するため、部隊の選定や編成等も迅速に行うことができます。また、 

指令書が印刷できる機能も備えているため、災害内容の的確な把握に繋がります。 

 ３ 被害報告 

   署所に配置された端末により、対応した内容や被害状況の入力を行い、市内全域の被害状況や災 

害件数、部隊活動数をリアルタイムに把握することができます。 

 

《共通掲示板・予約管理・画像管理システム》 

 各種業務情報をネットワークを利用してファイルサーバで管理し、事務の効率化を図っています。 

 １ 共通掲示板システム  研修資料、各種行事の結果等を掲示 

 ２ 予約管理システム   会議室、共有車両、資機材等の予約 

 ３ 画像管理システム   災害活動等の映像を管理 
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☆消防緊急情報システムの構成☆ 

 

指令電話機 

発信地情報照会センター 

 

携帯電話等 

消防団への順次連絡や 

Eメール配信 

車両ＡＶＭ 消防署所 

無線による 

同時指令 

音声による指令 

データによる指令 

（指令内容、災害点 

地図、支援情報等） 

 

現在位置の情報の伝送 

指令台 

位置情報通知システム 

（コンピュータ室内） 

発信地照会 情報提供 

５５型液晶ディスプレイ×１４台 

メール 119通報受信装置 

 

NET119通報受信装置 

 

無線統制設備 

 

通信指令室（消防指令センター2Ｆ） 



89 

 

光ﾌｧｲﾊﾞｰ 

ｹｰﾌﾞﾙ 

光ﾌｧｲﾊﾞｰ 

ｹｰﾌﾞﾙ 

光ﾌｧｲﾊﾞｰ 

ｹｰﾌﾞﾙ 

ネットワーク構成図（全庁ＷＡＮ）☆ 

 

指令課通信指令室（２Ｆ） 

LAN 型 

光通信網 

(10Mbps) 

予防課、危険物保安課、警防課、救急課（４Ｆ） 

L3-SW 

ONU 

南消防署、北消防署、津久井

消防署、分署等（２０箇所） 

消防指令センター 

ルータ 

ONU 

内線 ＦＡＸ パソコン 

災害対策室（３Ｆ） 

情報処理室（２Ｆ） 

ノートＰＣ 

内線 
ＦＡＸ 

パソコン 内線 各種サーバ 

ＬＡＮ 

局庁舎 

内線 
パソコン 

内線 ＦＡＸ   
パソコン 

相模原消防署（１Ｆ） 

消防総務課（３Ｆ） 

ルータ   内線 ＦＡＸ   パソコン 

指令電話機 

ＦＡＸ   

指令電話機 

ONU 

消防局と署所を LAN 型光通信網で接続。 

指令（音声）、内線電話、ＦＡＸ及びパソ

コンによりさまざまなデータ通信を行っ

ている。 
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☆通報状況☆ 

市民等からの火災・救急事故等の災害にかかる緊急通報の多くは１１９番通報ですが、その他に消防

局の代表電話への通報、消防署所への駆け付け通報、関係機関からの専用電話による通報等があります。  

なお、主な通報の内訳は、携帯電話からが３２，５６９件（全体の約５７％）、ＩＰ電話・ケーブル電

話からが１５，５３９（全体の約２７％）、ＮＴＴ（固定）からが７，２１７件（全体の約１３％）です。 

 

通報内訳                                   （令和４年中） 
区      分 合  計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

 ＮＴＴ（固定） 7,217 758 607 613 518 526 563 651 626 498 631 621 605 

携帯電話 32,569 2,512 2,179 2,462 2,323 2,626 2,701 3,544 3,324 2,625 2,539 2,647 3,087 

ＩＰ・ケーブル電話 15,539 1,349 1,225 1,215 1,131 1,186 1,215 1,486 1,368 1,241 1,265 1,302 1,556 

代表・駆付・専用線等 1,560 143 116 138 103 111 142 151 120 127 143 123 143 

合    計 56,885 4,762 4,127 4,428 4,075 4,449 4,621 5,832 5,438 4,491 4,578 4,693 5,391 

 

１１９番の通報状況                              （令和４年中） 
区      分 合  計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

火      災 379 66 23 56 25 19 23 25 19 23 18 33 49 

救   急 39,477 3,245 2,925 2,993 2,908 3,032 3,187 3,979 3,802 3,124 3,207 3,256 3,819 

救   助 482 41 30 49 34 31 45 38 50 28 46 37 53 

その他の災害 854 73 59 73 62 73 84 77 72 73 80 60 68 

試      験 852 151 69 51 72 58 30 100 97 56 45 56 67 

訓   練 1,130 51 78 108 52 85 139 67 44 103 136 175 92 

間 違 い 4,724 399 297 392 334 410 369 509 429 389 375 394 427 

いたずら 224 6 22 27 7 45 28 21 15 29 6 13 5 

問 合 せ 3,750 289 274 275 228 308 292 450 426 258 280 304 366 

他市へ転送 1,779 160 132 126 133 138 141 215 200 139 114 116 165 

他市から転送 1,674 138 102 140 117 139 141 200 164 142 128 126 137 

合      計 55,325 4,619 4,011 4,290 3,972 4,338 4,479 5,681 5,318 4,364 4,435 4,570 5,248 

１日当たりの 

平均受信回数 
152 149 143 138 132 140 149 183 172 145 143 152 169 

 

１１９番以外の通報状況                            （令和４年中） 
区     分 合  計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

火     災 90 14 9 11 7 4 7 6 3 3 9 7 10 

救   急 747 65 49 70 51 56 80 79 64 54 60 53 66 

救   助 106 11 11 9 7 5 9 10 12 6 8 9 9 

その他の災害 213 19 20 17 14 15 23 18 13 22 25 9 18 

そ の 他 404 34 27 31 24 31 23 38 28 42 41 45 40 

合     計 1,560 143 116 138 103 111 142 151 120 127 143 123 143 

 

☆テレホンサービスの利用状況☆ 

市内で火災等の災害が発生した時、市民へ情報を提供するため、３０回線のテレホンサービス(うち 

１０回線は消防団専用)を実施しています。電話番号は０４２－７５７－０１１９です。 

 

テレホンサービス利用状況                           （令和４年中） 
区     分 合 計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

利 用 回 数 126,475 12,399 7,976 12,031 10,685 11,724 11,563 9,495 8,940 9,665 10,984 9,742 11,271 

１日当たりの 

平均利用回数 
347 400 285 388 356 378 385 306 288 322 354 325 364 

 

☆多言語通訳利用状況☆                          （令和４年中） 
合 計 英 語 中国語 韓国語 ポルトガル語 スペイン語 ベンガル語 

26 22 2 1 0 0 1 
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☆歴代消防長☆ 
 初   代            根 岸 家 光           
             (就任 昭和３３年 １月 １日 ･ 退任 昭和３９年 ３月３１日) 
 第 ２ 代            田 所 増 治           
             (就任 昭和３９年 ４月 １日 ･ 退任 昭和４６年 ６月３０日) 
 第 ３ 代            青    木    冨 美 夫 
             (就任 昭和４６年 ７月 １日 ･ 退任 昭和５２年 ７月３１日) 
 第 ４ 代            川    崎    喜 代 治 
             (就任 昭和５２年 ８月 １日 ･ 退任 昭和５５年 ６月３０日) 
 第 ５ 代            門 倉 重 春           
             (就任 昭和５５年 ７月 １日 ･ 退任 昭和６１年 ３月３１日) 
 第 ６ 代            上 杉 靖 雄           
             (就任 昭和６１年 ４月 １日 ･ 退任 平成 元年 ３月３１日) 
 第 ７ 代            齋    藤       弘 
             (就任 平成 元年 ４月 １日 ･ 退任 平成 ３年 ９月３０日) 
 第 ８ 代            小 星 雅 明           
             (就任 平成 ３年１０月 １日 ･ 退任 平成 ６年 ７月３１日) 
 第 ９ 代            植    村       祥 
             (就任 平成 ６年 ８月 １日 ･ 退任 平成１１年 ３月３１日) 
 第 １ ０ 代            井 上 正 明           
             (就任 平成１１年 ４月 １日 ･ 退任 平成１４年 ３月３１日) 
 第 １ １ 代            加  山  俊  夫 
             (就任 平成１４年 ４月 １日 ･ 退任 平成１４年 ６月３０日) 
第 １ ２ 代            倉  田  光  政 
             (就任 平成１４年 ７月 １日 ・退任  平成１５年  ３月３１日) 
第 １ ３ 代            金  子     勝 
             (就任 平成１５年 ４月 １日 ・退任  平成１６年  ３月３１日) 
第 １ ４ 代            矢  島     博 
             (就任 平成１６年 ４月 １日 ・退任  平成１８年  ３月３１日) 
第 １ ５ 代            青  山    孝             
             (就任 平成１８年 ４月 １日 ・退任 平成２０年 ３月３１日) 
第 １ ６ 代            川   島    恒   夫             
             (就任 平成２０年 ４月 １日 ・退任 平成２２年 ３月３１日) 
第 １ ７ 代            大  谷  喜  郎             
             (就任 平成２２年 ４月 １日 ・退任 平成２５年 ３月３１日) 
 第 １ ８ 代            岩  田  進  一 
             (就任 平成２５年 ４月 １日 ・退任 平成２７年 ３月３１日） 
 第 １ ９ 代            兒  玉  員  幸 
             (就任 平成２７年 ４月 １日 ・退任 平成２９年 ３月３１日) 
 第 ２ ０ 代            佐  藤  政  美 
             (就任 平成２９年 ４月 １日 ・退任 平成３０年 ３月３１日) 
 第 ２ １ 代            青  木    浩 
             (就任 平成３０年 ４月 １日 ・退任 令和 ３年 ３月３１日) 
 第 ２ ２ 代            小  松  幸  平 
             (就任 令和 ３年 ４月 １日) 
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☆歴代消防団長☆ 

相模原市（町）消防団 

 初 代                 江 成 昌 治           
             (就任 昭和２３年 ３月 ７日 ･ 退任 昭和３０年 ３月３１日) 
 第 ２ 代                 岡 本 定 一           
             (就任 昭和３０年 ４月 １日 ･ 退任 昭和３８年 ３月３１日) 
 第 ３ 代                 細 谷 正 利           
             (就任 昭和３８年 ４月 １日 ･ 退任 昭和５０年 ３月３１日) 
 第 ４ 代                 中 里 正 人           
             (就任 昭和５０年 ４月 １日 ･ 退任 昭和５２年 ３月３１日) 
 第 ５ 代                 小 方 十 郎           
             (就任 昭和５２年 ４月 １日 ･ 退任 昭和６０年 ３月３１日) 
 第 ６ 代                 井 上 正 之           
             (就任 昭和６０年 ４月 １日 ･ 退任 平成 元年 ３月３１日) 
 第 ７ 代                 小    山      光 
             (就任 平成 元年 ４月 １日 ･ 退任 平成 ５年 ５月２５日)  
 第 ８ 代                 小 林 謙 治           
             (就任 平成 ５年 ６月１４日 ･ 退任 平成１４年 ３月３１日) 
 第 ９ 代                 田  中   勝 
             (就任 平成１４年 ４月  １日 ･ 退任 平成１８年 ３月１９日) 

相模原市消防団（複数団体制） 

 相模原消防団長          田  中   勝   
             (就任 平成１８年 ３月２０日 ･ 退任 平成１８年 ３月３１日) 
                  関  根  成  興 
             (就任 平成１８年 ４月 １日 ･ 退任 平成２４年 ３月３１日) 
 城山消防団長           北  島   彰               
             (就任 平成１９年 ３月 １１日･ 退任 平成２４年 ３月３１日) 
 津久井消防団長          久  米  建  一 
             (就任 平成１８年 ３月２０日 ･ 退任 平成１８年 ３月３１日) 
                  伊  藤  礼  治 
             (就任 平成１８年 ４月  １日 ･ 退任 平成２０年 ３月３１日) 
                  菱  山  喜  章 
             (就任 平成２０年 ４月  １日 ･ 退任 平成２２年 ３月３１日) 
                  下  島  元  信 
             (就任 平成２２年 ４月  １日 ･ 退任 平成２４年 ３月３１日) 
 相模湖消防団長          小  川  喜  平 
             (就任 平成１８年 ３月２０日 ･ 退任 平成２０年 ３月３１日) 
                  佐 々 木  祐  司 
             (就任 平成２０年 ４月  １日 ･ 退任 平成２２年 ３月３１日) 
                  小  俣  哲  夫 
             (就任 平成２２年 ４月  １日 ･ 退任 平成２４年 ３月３１日) 
藤野消防団長           髙  﨑  久  幸               

             (就任 平成１９年 ３月１１日 ･ 退任 平成２０年 ３月３１日) 
                  清  水  映  彦 
             (就任 平成２０年 ４月  １日 ･ 退任 平成２４年 ３月３１日) 
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相模原市消防団（６方面隊体制） 

 初   代            関  根  成  興 
             (就任 平成２４年 ４月  １日 ・退任 平成２６年 ３月３１日) 
 第 ２ 代            清  水  映  彦 
             (就任 平成２６年 ４月 １日 ・退任 令和 ２年 ３月３１日) 
第 ３ 代            原  和 彦 

(就任 令和 ２年 ４月 １日) 
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☆年度別一般会計と消防費の比較☆ 

年 度 別 
当 初 予 算 （千円） 決  算  額 （千円） 

一般会計 消 防 費 構成比（％） 一般会計 消 防 費 構成比（％） 

昭和 48 年度 15,851,000 508,111 3.2 20,783,111 593,654 2.9 

昭和 49 年度 22,336,000 690,871 3.1 29,277,976 925,545 3.2 

昭和 50 年度 26,100,000 881,001 3.4 32,359,351 932,267 2.9 

昭和 51 年度 29,300,000 1,013,140 3.5 35,847,259 1,276,887 3.6 

昭和 52 年度 34,165,000 1,215,891 3.6 42,845,813 1,312,510 3.1 

昭和 53 年度 40,060,000 1,493,088 3.7 48,522,246 1,591,655 3.3 

昭和 54 年度 47,650,000 1,780,424 3.7 56,757,793 1,887,559 3.3 

昭和 55 年度 55,120,000 2,134,607 3.9 60,407,500 2,335,469 3.4 

昭和 56 年度 63,300,000 2,616,293 4.1 69,756,932 2,667,168 3.8 

昭和 57 年度 69,190,000 2,999,940 4.3 72,388,545 2,860,325 4.0 

昭和 58 年度 73,150,000 2,573,898 3.5 74,773,062 2,795,837 3.7 

昭和 59 年度 76,840,000 3,061,120 4.0 83,395,485 3,147,074 3.8 

昭和 60 年度 79,310,000 3,705,366 4.7 87,963,409 3,814,102 4.3 

昭和 61 年度 85,480,000 3,507,565 4.1 89,608,939 3,414,237 3.8 

昭和 62 年度 88,250,000 3,725,019 4.2 96,727,282 3,740,008 3.9 

昭和 63 年度 93,890,000 3,904,815 4.8 104,464,182 4,033,040 3.9 

平成 元年度 111,650,000 5,755,304 5.2 120,741,944 5,882,567 4.9 

平成 ２年度 120,350,000 5,385,086 4.5 126,386,286 5,439,021 4.3 

平成 ３年度 125,700,000 6,697,900 5.3 139,287,630 6,803,996 4.9 

平成 ４年度 137,700,000 5,113,170 3.7 143,930,702 5,174,590 3.6 

平成 ５年度 142,550,000 6,750,716 4.7 150,071,231 6,749,315 4.5 

平成 ６年度 149,670,000 6,476,593 4.3 156,198,116 6,428,459 4.1 

平成 ７年度 153,900,000 6,580,081 4.3 159,457,448 6,504,076 4.1 

平成 ８年度 158,800,000 6,882,670 4.3 161,032,738 6,797,080 4.2 

平成 ９年度 160,300,000 6,408,898 4.0 161,392,445 6,464,021 4.0 

平成 10 年度 162,300,000 7,067,474 4.3 162,882,765 6,967,294 4.3 

平成 11 年度 160,100,000 6,909,117 4.3 167,977,120 6,901,338 4.1 

平成 12 年度 158,400,000 7,032,107 4.4 163,811,406 6,837,891 4.2 

平成 13 年度 166,100,000 7,836,369 4.7 171,922,149 7,923,602 4.6 

平成 14 年度 164,200,000 6,882,467 4.2 170,106,550 6,534,967 3.8 

平成 15 年度 162,000,000 6,627,085 4.1 162,415,255 6,316,076 3.9 

平成 16 年度 178,000,000 6,557,104 3.7 177,114,420 6,315,473 3.9 

平成 17 年度 164,700,000 6,716,292 4.1 164,051,067 6,959,205 4.2 

平成 18 年度 180,600,000 7,923,702 4.4 182,136,898 7,798,805 4.3 

平成 19 年度 197,000,000 7,787,797 3.9 197,320,349 7,673,054 3.9 

平成 20 年度 203,200,000 7,978,023 3.9 199,075,974 7,768,611 3.9 
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平成 21年度 207,400,000 7,771,389 3.7 220,526,260 7,411,876 3.4 

平成 22 年度 234,000,000 7,641,103 3.3 226,531,272 7,294,417 3.2 

平成 23 年度 233,800,000 7,839,830 3.3 247,335,272 7,508,165 3.0 

平成 24 年度 248,300,000 7,899,645 3.2 249,377,182 7,472,421 3.0 

平成 25 年度 244,500,000 7,880,390 3.2 245,557,181 7,219,332 2.9 

平成 26 年度 257,600,000 8,244,161 3.2 251,350,384 8,511,930 3.4 

平成 27 年度 255,500,000 7,418,792 2.9 250,571,816 7,188,463 2.9 

平成 28 年度 257,700,000 7,623,665 3.0 249,012,953 7,459,770 3.0 

平成 29 年度 289,300,000 7,656,528 2.7 281,325,045 7,688,644 2.7 

平成 30 年度 293,500,000 7,613,200 2.6 286,243,286 7,528,754 2.6 

令和元年度 302,400,000 7,906,867 2.6 295,636,583 7,891,111 2.7 

令和 2年度 307,200,000 8,267,794 2.7 379,586,252 7,943,126 2.1 

令和 3年度 298,900,000 8,855,246 3.0 317,047,617 8,376,933 2.6 

令和 4年度 311,200,000 9,104,334 2.9    

令和 5年度 328,600,000 10,196,526 3.1    

 



☆消防情勢の推移☆

人口 世帯数
人口密度
  （人/ｋ㎡） 消防車 救急車

その他
の車両

昭 和 ３ ３ 年 度 25 88,874 18,763 979 28,524 5.7 1 - 1

昭 和 ４ ９ 年 度 215 355,198 101,661 3,913 925,545 3.2 15 5 13
昭 和 ５ ０ 年 度 239 369,036 105,730 4,066 932,267 2.9 18 5 13
昭 和 ５ １ 年 度 267 381,616 113,858 4,204 1,276,887 3.6 21 5 18
昭 和 ５ ２ 年 度 300 395,444 118,399 4,357 1,312,510 3.1 21 5 26
昭 和 ５ ３ 年 度 346 408,423 122,639 4,500 1,591,655 3.3 20 5 34
昭 和 ５ ４ 年 度 381 419,902 126,707 4,626 1,887,559 3.3 20 6 40
昭 和 ５ ５ 年 度 399 432,668 130,966 4,767 2,335,469 3.4 26 7 32
昭 和 ５ ６ 年 度 421 442,969 140,383 4,880 2,667,168 3.8 22 8 53
昭 和 ５ ７ 年 度 435 452,495 144,320 4,985 2,860,325 4.0 26 8 48
昭 和 ５ ８ 年 度 449 461,799 148,236 5,088 2,795,837 3.7 27 8 48
昭 和 ５ ９ 年 度 446 469,523 151,669 5,173 3,147,074 3.8 30 8 47
昭 和 ６ ０ 年 度 451 476,147 154,985 5,246 3,814,102 4.3 30 8 47
昭 和 ６ １ 年 度 451 485,410 157,618 5,348 3,414,237 3.8 30 8 47
昭 和 ６ ２ 年 度 451 493,613 162,322 5,438 3,740,008 3.9 30 8 48
昭 和 ６ ３ 年 度 460 503,540 167,784 5,547 4,033,040 3.9 31 8 48
平 成 元 年 度 472 513,139 174,094 5,653 5,882,567 4.9 31 9 48
平 成 ２ 年 度 478 522,797 180,273 5,760 5,439,021 4.3 32 9 53
平 成 ３ 年 度 489 533,641 188,930 5,879 6,803,996 4.9 34 9 55
平 成 ４ 年 度 498 544,660 196,036 6,000 5,174,590 3.6 34 9 55
平 成 ５ 年 度 503 553,870 202,172 6,102 6,749,315 4.5 34 9 55
平 成 ６ 年 度 515 561,114 206,831 6,182 6,428,459 4.1 32 10 55
平 成 ７ 年 度 523 569,047 211,247 6,269 6,504,076 4.1 30 10 54
平 成 ８ 年 度 535 573,133 213,596 6,314 6,797,080 4.2 30 12 55
平 成 ９ 年 度 549 581,159 218,809 6,403 6,464,021 4.0 30 14 55
平 成 １ ０ 年 度 566 587,821 223,386 6,476 6,967,294 4.3 30 14 55
平 成 １ １ 年 度 566 593,285 228,216 6,536 6,901,338 4.1 30 14 55
平 成 １ ２ 年 度 582 597,399 232,296 6,608 6,837,891 4.2 30 14 59
平 成 １ ３ 年 度 589 606,891 239,257 6,713 7,923,602 4.6 31 14 60
平 成 １ ４ 年 度 589 611,318 243,682 6,762 6,534,967 4.0 32 14 60
平 成 １ ５ 年 度 601 616,355 248,383 6,817 6,316,076 3.9 32 14 60
平 成 １ ６ 年 度 594 620,599 252,039 6,864 6,315,473 3.6 32 14 60
平 成 １ ７ 年 度 597 623,642 255,476 6,898 6,959,205 4.2 32 14 60
平 成 １ ８ 年 度 667,193 272,680 2,734
( 城 山 ・ 藤 野 含 ) (701,055) (284,340) (2,132)
平 成 １ ９ 年 度 716 703,178 288,256 2,138 7,673,054 3.9 41 20 74
平 成 ２ ０ 年 度 726 706,295 292,551 2,148 7,768,611 3.9 41 20 77
平 成 ２ １ 年 度 709 710,336 296,789 2,160 7,411,876 3.4 42 20 76
平 成 ２ ２ 年 度 717 712,604 299,634 2,167 7,294,417 3.2 41 20 77
平 成 ２ ３ 年 度 721 717,701 304,014 2,183 7,508,165 3.0 41 20 78
平 成 ２ ４ 年 度 725 718,695 307,300 2,186 7,472,420 3.0 41 21 77
平 成 ２ ５ 年 度 733 718,602 309,946 2,185 7,219,332 2.9 41 21 81
平 成 ２ ６ 年 度 747 721,178 314,209 2,193 8,511,930 3.4 40 21 81
平 成 ２ ７ 年 度 746 722,534 317,785 2,197 7,188,463 2.9 40 21 82
平 成 ２ ８ 年 度 759 721,212 313,365 2,193 7,459,771 3.0 39 21 83
平 成 ２ ９ 年 度 758 720,986 316,648 2,192 7,688,644 2.7 38 22 84
平 成 ３ ０ 年 度 763 722,334 321,067 2,196 7,528,754 2.6 38 23 87
令 和 元 年 度 778 721,910 325,018 2,195 7,891,111 2.7 37 24 88
令 和 ２ 年 度 788 722,252 329,168 2,196 7,943,126 2.1 38 25 88
令 和 ３ 年 度 780 724,941 334,505 2,204 8,376,933 2.6 38 25 96
令 和 ４ 年 度 780 725,369 339,028 2,205 38 25 85
令 和 ５ 年 度 766 724,724 342,866 2,203 38 25 85
＊  消防職団員数、市勢、車両数は、当該年度の４月１日現在。火災、救急は年中。

年  度  別

市      勢
消
防
職
員
数

消防費決算
（千円）

一般会計
に対する
比率（％）

車   両   数

714 7,798,805 4.1 41 20 78
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件数

出火率
（人口１
万人当り
の出火件
数）

損害額
  （千円）

建物焼損
面積（㎡）

り災人員 り災世帯 死者 負傷者 出場件数 搬送人員

77 8.8 41,608 2,694 - 65 3 21 - - -

170 4.8 229,427 3,787 479 147 9 11 6,039 6,293 720
165 4.5 282,144 3,403 403 129 1 18 6,270 6,268 720
181 4.7 325,855 9,507 479 144 3 33 6,456 6,302 720
177 4.5 748,759 7,972 390 132 3 31 6,919 6,641 708
177 4.3 192,925 2,029 390 114 5 24 6,738 6,467 708
218 5.2 461,469 4,492 532 179 5 40 7,165 6,850 714
181 4.2 488,390 12,001 567 194 6 39 7,816 7,496 720
208 4.7 279,734 5,603 456 137 9 46 7,828 7,541 720
184 4.1 490,659 5,674 320 105 5 29 7,985 7,679 720
161 3.5 430,385 3,538 353 108 4 25 8,688 8,226 720
205 4.4 411,657 3,952 481 151 8 23 8,750 8,573 720
204 4.3 326,055 3,003 496 156 7 34 9,341 9,146 720
222 4.6 313,410 3,093 359 105 9 21 9,528 9,296 720
230 4.7 531,822 4,873 501 154 6 40 10,094 9,834 720
268 5.3 523,562 4,373 533 177 16 45 10,784 10,564 719
255 5.0 379,126 3,045 503 155 13 43 11,516 11,366 720
233 4.5 455,483 2,660 379 116 5 31 12,247 12,009 719
240 4.5 723,548 4,848 433 157 5 36 12,648 12,461 717
244 4.5 545,781 4,135 364 140 7 22 12,844 12,763 718
290 5.2 1,220,700 4,374 448 169 6 45 13,276 13,108 717
252 4.5 268,582 2,814 338 129 8 29 13,948 13,751 718
233 4.1 356,310 2,552 308 104 5 23 14,802 14,623 716
256 4.5 675,958 4,431 335 121 9 45 15,535 15,364 710
297 5.1 591,334 3,876 243 88 2 41 16,940 16,617 710
224 3.8 492,973 3,230 337 118 8 38 17,820 17,424 721
245 4.1 1,747,496 7,869 374 130 5 51 19,477 19,048 722
262 4.4 307,485 2,861 390 143 7 51 20,620 20,049 723
288 4.7 345,609 2,838 344 145 9 59 21,967 21,259 719
272 4.4 239,897 2,823 320 126 7 38 22,627 21,894 738
253 4.1 300,463 2,982 357 145 5 57 24,294 23,313 708
234 3.8 144,875 2,156 214 90 6 30 24,820 23,524 692
211 3.4 119,041 1,491 297 119 6 43 26,454 24,631 693

274 3.9 641,667 4,174 402 161 8 37 29,922 27,841 1,613
199 2.8 166,061 2,818 251 107 4 34 28,486 26,222 1,586
250 3.5 580,364 4,770 263 112 14 43 28,755 26,364 1,575
249 3.5 242,159 2,450 292 115 6 42 30,630 28,180 1,558
231 3.2 223,897 2,540 250 110 14 42 32,245 29,517 1,563
187 2.6 191,347 3,413 208 95 8 39 32,218 29,390 1,535
177 2.5 126,010 1,104 184 90 6 32 33,688 30,393 1,525
203 2.8 134,952 2,175 254 111 3 37 34,169 30,785 1,541
163 2.3 294,288 2,552 243 107 6 24 33,688 30,108 1,557
149 2.1 369,888 3,672 146 69 6 23 35,057 31,594 1,526
144 2.0 400,673 2,274 170 77 10 24 35,873 32,004 1,516
142 2.0 262,991 2,661 204 99 9 37 37,498 33,157 1,505
141 2.0 255,125 2,160 296 80 5 27 37,509 33,170 1,489
152 2.1 88,228 1,115 133 62 2 35 33,261 29,068 1,383
131 1.8 228,366 1,791 191 94 4 19 35,847 31,029 1,379
166 2.3 142,221 2,586 216 107 3 35 42,060.0 34,826.0 1,348

1,314

火                          災 救    急

241 3.4 1,199

消
防
団
員
数

29,461 27,591167,492 3,456 9 56303 113
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☆消防吏員の年齢☆
（令和５.４.１）

年齢別 計

消
防
司
監

消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

合  計    762    1    2    8   64  106  179  179  147   76

18歳      -

19歳      2 2

20歳      5 5

21歳      6 6
22歳     12 12

23歳     19 19

24歳     20 20

25歳     34 28 6

26歳     29 26 3

27歳     17 16 1

28歳     24 24
29歳     32 32

30歳     30 16 14

31歳     33 29 4

32歳     23 20 3

33歳     22 22

34歳     22 22

35歳     27 6 21
36歳     15 5 10

37歳     14 11 3
38歳     22 19 3

39歳     19 19

40歳     17 16 1

41歳     12 12

42歳     17 2 14 1

43歳     14 4 10

44歳     14 7 7
45歳     21 8 13

46歳     15 12 3

47歳     26 3 14 9

48歳     20 4 6 10

49歳     31 6 16 9

50歳     18 6 7 5

51歳     16 8 6 2

52歳     13 6 6 1

53歳     15 1 8 4 2

54歳      6 5 1
55歳     16 1 2 8 5

56歳      6 2 2 2

57歳      4 3 1
58歳      6 1 2 2 1
59歳     12 1 1 5 2 3

60歳以上     36 3 31 2
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☆消防吏員の在職年数☆

（令和５.４.１）

在職年数 計

消
防
司
監

消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

合  計    762    1    2    8   64  106  179  179  147   76

1年未満     16 16
1年以上     23 23
2年以上     19 1 18
3年以上     37 33 4
4年以上     30 26 4
5年以上     20 17 3
6年以上     25 20 5
7年以上     33 2 30 1
8年以上     28 19 9
9年以上     39 32 7
10年以上     25 23 2
11年以上     18 17 1
12年以上     26 2 23 1
13年以上     22 11 11
14年以上     10 4 6
15年以上     22 15 7
16年以上     18 16 2
17年以上     17 14 3
18年以上     13 1 11 1
19年以上     11 10 1
20年以上     21 7 13 1
21年以上     13 2 11
22年以上     11 5 6
23年以上     20 11 9
24年以上      9 1 3 5
25年以上     24 5 10 9
26年以上     20 3 8 9
27年以上     21 7 8 6
28年以上     13 5 5 3
29年以上     16 4 7 5
30年以上     11 2 4 5
31年以上     14 1 2 6 5
32年以上     18 1 6 8 3
33年以上     16 1 2 4 6 3
34年以上     14 9 5
35年以上      3 3
36年以上      2 2
37年以上      5 1 2 2
38年以上      5 1 3 1
39年以上      1 1
40年以上     10 1 2 2 1 2 2
41年以上     43 1 8 1 2 29 2
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1,710 1 18 34 68 122 115 352 1000

1,314 1 18 34 68 122 114 341 616

3 3

17 1 1 4 11

17 1 5 11

30 3 27

18 18

5 5

3 3

1 1

37 4 3 11 19

24 1 5 8 10

27 1 1 12 13

24 1 1 22

13 13

16 1 15

2 1 1

61 2 9 10 17 23

44 1 8 6 16 13

52 10 8 13 21

63 3 7 11 42

20 10 10

34 1 15 18

4 1 3

42 2 2 5 7 13 13

34 1 1 6 5 11 10

42 1 7 6 11 17

70 1 2 4 8 19 36

21 2 9 10

29 1 2 22 4

☆消防団員の階級別勤務年数☆       （令和５．４．１）
             階   級

分   類

計

団

長

班

長

団

員

    定  員  （人）

    実  員  （人）

分

団

長

勤

務

年

数

（

人

）

副

団

長

２ 年 未 満

２ 年 以 上 ５ 年 未 満

５ 年 以 上 １ ０ 年 未 満

１ ０ 年 以 上 １ ５ 年 未 満

副

分

団

長

部

長

副

部

長
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4 1 1 2

27 2 4 2 10 9

28 3 3 2 7 13

44 1 4 4 6 12 17

68 1 3 3 10 7 16 28

20 1 5 9 5

29 2 3 9 13 2

4 1 1 2

20 1 1 1 1 1 8 7

16 2 2 2 5 5

44 2 5 2 2 10 23

34 2 9 6 2 4 11

14 1 5 1 7

34 1 2 8 8 8 5 2

3 3

10 1 1 1 3 4

11 1 1 1 3 5

22 2 2 1 1 7 9

18 1 2 2 1 2 10

24 1 3 2 5 2 11

23 1 3 4 2 1 4 8

2 1 1

12 1 4 7

7 1 2 1 3

15 1 1 1 2 10

12 1 11

12 2 1 9

4 1 2 1

15.7 35.0 21.0 16.0 13.6 14.5

11.4 27.3 18.0 15.6 9.2 8.6 12.5 10.7

11.6 24.0 22.2 16.3 12.2 9.2 10.4 11.4

13.5 31.3 23.8 21.0 11.4 12.1 13.5 12.7

13.5 24.0 20.5 19.8 16.6 12.7 13.7 12.1

16.5 31.0 25.2 22.3 20.9 14.2 15.0

15.2 27.0 27.0 23.0 22.0 18.3 13.4 9.9

13.4 35.0 27.4 22.8 19.8 15.1 12.2 12.9 12.2

副

部

長

副

分

団

長

部

長

１ ５ 年 以 上 ２ ０ 年 未 満

団

長

副

団

長

分

団

長

             階   級

分   類

計

勤 務 年 数 平 均 （ 年 ）

班

長

団

員

相 模 原 市 消 防 団
勤 務 年 数 平 均 （ 年 ）

※勤務年数各分類は上段から団本部、中央方面隊、南方面隊、北方面隊、津久井方面隊、相模湖方面隊、藤野方面隊

２ ０ 年 以 上 ２ ５ 年 未 満

２ ５ 年 以 上 ３ ０ 年 未 満

３ ０ 年 以 上

勤

務

年

数

（

人

）
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18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

29歳

30歳

31歳

32歳

33歳

34歳

35歳

36歳

37歳

38歳

39歳

40歳

41歳

42歳

43歳

44歳

45歳

46歳

47歳

48歳

49歳

50歳

51歳

52歳

53歳

54歳

55歳

56歳

57歳

58歳

59歳

60歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳以上

合計(人)

平均年齢

0 0

南
中
央

48.9 51.5 50.3 50.651.3 50.3 53.3 60.0 47.9 48.457.0 57.0 57.0 50.546.3 51.3－ －－ 57.0 56.056.3 49.3

2 12 16 88 8 140 0 0 0 0

1

1 1

1

1

1 1

2

1

1 12 1

1

2

31 1

1 112 2 2 1

21 2 12

1 1 322 1

211 21

3 11 2

1 2

1 1

4

1 2

中
央

11

藤
　
野

1

藤
　
野

津
久
井

1

1

2

2 1

南
団
本
部

中
央

南 北
藤
　
野

3 1

1

北
津
久
井

南

1

1

1

11

1

相
模
湖

分団長 副分団長

団
本
部

1 1

1 21

☆消防団員の階級別年齢☆

団   長 副団長

相
模
湖

藤
　
野

相
模
湖

団
本
部

北
津
久
井

中
央

62.0

33

団
本
部

北
津
久
井

相
模
湖

－ －－ －

1

64 43

＜方面隊等別平均年齢＞　　団本部　４９．６歳　中央方面隊　４２．２歳　南方面隊　４４．７歳

3 3 3 1 7

1 1

8 4

1

1

1

1

1 1

1

2 1

1

1 1

1

1
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18歳 2

19歳 10

20歳 8

21歳 12

22歳 4

23歳 2

24歳 11

25歳 9

26歳 8

27歳 15

28歳 8

29歳 13

30歳 12

31歳 22

32歳 31

33歳 28

34歳 19

35歳 33

36歳 36

37歳 28

38歳 55

39歳 41

40歳 39

41歳 37

42歳 56

43歳 46

44歳 59

45歳 50

46歳 62

47歳 61

48歳 73

49歳 48

50歳 53

51歳 51

52歳 46

53歳 35

54歳 29

55歳 35

56歳 26

57歳 18

58歳 17

59歳 19

60歳 15

61歳 4

62歳 5

63歳 4

64歳 5

65歳以上 14

合計(人) 1,314

平均年齢 43.941.5 45.5

56

42.1 44.2 45.5 50.9

70 5324 20

40.9 41.5 50.1

1

3 5

2

1

4 1

3 7

2 2

2 5

7 7

5 2

3 1

3 2

4

3

2 1

1

2

1

2 1

1

1

1 1

1 1

1 2

1

1

1

2 1

1

1

1

1

4

1 1

1

2

1

1

南
中
央

南
団
本
部

1

中
央

1

1

1

41.2 41.4 45.2 42.2－ 47.3 － 43.243.2 43.841.0 43.837.9 44.149.3 42.0 46.4 49.4 －

合
計

16 137 178 706025 0 21 0 5293 70

1

1

1

1

1 2

21 1

1

1

1 1

1 111

1 1 1 11 1 2111

3 3 31 2 1111

1 5 22 2 21

1 2 11 1 1 3 111 1

3 2 4 11 1 1 2111

3 6 4 11 2 2 1 1 411

6 1 31 11 131 11 11

4 4 4 21 31 42 11 1 111 2

3 5 22 2 2 21 14 1211 31

2 1 1 23 2 1 2 11 63 23 321 2 21

1 8 2 43 3 1 443 22 11 2 11

2 4 1 21 1 4 13 22 51

7 6 3

1

2

3

1

1

1

1 72 32 44 1 31 22 3 11 1

8 7 2

1

6

1

2

3

4

2

4 1 33 43 41 12 2 1

2 5 3

3

2

9 6 1

1

2 2 5 13 75 6

1

2 2 1 2 1

42 42111 1

4 4

2

3 2

4 4

1 37 431 11 23

5 8 32 1 2 3 134334

7 6 12 2 2 5 22 21 22 13 11 44 1

2 3 26 2 1 1 2 121 2113 12

5 7 23 3 21 32 1311 1

1 7 36 1 1 1 21 11 14 12 3

4 14 6 42 56 152 11 1

4 11 1 1 11 42 33 21

3 14 1 2 22 81 4141

11 1 12 52 11 12

23 1

6 9 22 1 2 1

15 2

1

121

1

12 2 5 2

5 9

7 1

7

1 3 11

1 4

5 21 11 1 21

1

21

1 4

1 3 1

3

1 22 22 1

1

2 3

1 3 13 11

2

0 24

3 2

5 12 1 1

1 1

津
久
井

相
模
湖

藤
　
野

相
模
湖

藤
　
野

団
本
部

北
中
央

南

24

北
中
央

南
藤
　
野

団
本
部

3 24 12 15

団   員副部長部   長 班   長

北
津
久
井

相
模
湖

藤
　
野

津
久
井

相
模
湖

津
久
井

団
本
部

北

70

＜方面隊等別平均年齢＞　　北方面隊　４２．５歳　津久井方面隊　４３．０歳　相模湖方面隊　４６．１歳　藤野方面隊　４６．１歳

24 3220

　　　　(令和５．４．１)
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1 16 17

1 2 11 14

1 4 16 21

3 11 14

1 2 9 12

1 2 7 10

2 1 3

1 1

0 0 0 0 2 2 15 72 92

   ※ 退職時の階級

 5年以上 10年以上 15年以上 20年以上 25年以上
10年未満 15年未満 20年未満 25年未満 30年未満

報 償 金 239 344 459 594 779 979
人    員 0
計 0 0 0 0 0 0 0

報 償 金 229 329 429 534 709 909
人    員 0
計 0 0 0 0 0 0 0

報 償 金 219 318 413 513 659 849
人    員 0
計 0 0 0 0 0 0 0

報 償 金 214 303 388 478 624 809
人    員 1 1
計 0 0 0 478 0 0 478

報 償 金 204 283 358 438 564 734
人    員 8 7 10 9 3 1 38
計 1,632 1,981 3,580 3,942 1,692 734 13,561

報 償 金 200 264 334 409 519 689
人    員 12 2 1 15
計 2,400 528 334 0 0 0 3,262

人    員 20 9 11 10 3 1 54
計 4,032 2,509 3,914 4,420 1,692 734 17,301

   ※ 退職報償金の額は、最も上位の経験階級（１年以上）により算定される。
   ※ 単位：金額は「千円」、人員は「人」。

25年以上30年未満

合    計

団   長

副 団 長

分 団 長

副分団長

部　　長
副 部 長
及び班長

団    員

☆令和４年度退職報償金の階級・勤務年数別支払状況☆
　　　 勤続年数
階級

30年以上 計

30年以上

15年以上20年未満

合   計  （ 人 ）

10年以上15年未満

20年以上25年未満

2年未満

計 (人）

5年以上10年未満

2年以上5年未満

副 部 長 班   長 団   員

☆令和４年度退職消防団員の階級別勤務年数☆
　　　　　階級
勤務年数

団   長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部   長

108



☆消防相互応援協定☆

　本市が締結している主な消防相互応援協定は次のとおりです。 （令和５ ．４．１）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

☆火災相互応援状況☆
（令和４年中）

隊数 人員 放水量 隊数 人員 放水量
0 0 0 0

4 4 12 0 4 12 0 0 0 0
2 3 10 0 2 8 0 1 2 0
1 1 3 1 3 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 15 61 10 38 13 23 0

0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 23 86 0 17 61 0 14 25 0

隊数 人員 放水量 隊数 人員 放水量
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 3 9 0 3 9 0 0 0 0
6 6 25 0 6 25 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

2 14 48 0 8 19 0 6 29 0

1 1 4 0 1 4 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 24 86 0 18 57 0 6 29 0

☆航空機特別応援状況☆
（令和４年中）  

航空隊 地上支援隊

0 0 0 0
1 1 0 5
1 1 0 5

道志村
都留市
合計

清川村

町田市

八王子市

上野原市

厚木市
大和市
座間市
愛川町

上野原市
道志村
都留市
合計

相　模　原　市　か　ら　応　援

相　模　原　市　へ　の　応　援

市町村別

厚木市
大和市
座間市
愛川町
清川村
町田市
八王子市

出動件数
消防署 消防団

放水隊数
消防署 消防団

出動件数出動隊数出動人員

出動隊数出動人員放水隊数

協定先

上野原市

都留市

神奈川県下２２消防本部

東京消防庁

神奈川県下消防相互応援協定

東京消防庁と相模原市との消防相互応援協定

町田市

常備・非常備

常備

非常備

市町村別

協定名

道志村相模原市と道志村との消防相互応援協定

相模原市と上野原市との消防相互応援協定

町田市と相模原市との消防相互応援協定

相模原市と上野原市との消防相互応援協定

相模原市と都留市との消防相互応援協定

中央高速道路富士吉田線消防相互応援協定
中央自動車道が通過する
東京消防庁及び７市町等

八王子市

上野原市

相模原市と清川村との消防相互応援協定

八王子市と相模原市との消防相互応援協定

清川村

出動隊数

横浜市消防局
川崎市消防局
合計

相　模　原　市　へ　の　応　援

消防機関名 出動件数 出動人員
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☆消防水利状況☆

消火栓

公 設

口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径 口径

計 50 75 100 125 150 200 250 300 350 400 500 600 800

ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ ﾐﾘ

7,818 7,766 4 86 3,881 2 2,217 852 21 486 4 159 25 26 3 52

2,691 2,680 0 3 1,306 0 801 304 12 179 1 63 3 8 0 11

2,559 2,538 0 11 1,176 0 769 263 9 211 3 68 20 5 3 21

1,452 1,446 0 4 782 0 387 149 0 87 0 22 2 13 0 6

1,116 1,102 4 68 617 2 260 136 0 9 0 6 0 0 0 14

防火水槽、プール、その他の水利 (令和５．４．１)

20 20 40 60 100 20 40 60 100

計 ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥級 計 ㎥ ㎥ ㎥ ㎥級

未満 級 級 級 以上 級 級 級 以上

2,467 1,509 97 383 997 10 22 958 457 431 47 23 127 189 10

780 322 15 140 155 1 11 458 238 184 20 16 34 76 6

518 249 8 97 136 2 6 269 130 122 13 4 44 33 3

541 343 13 99 222 7 2 198 87 97 12 2 29 19 1

628 595 61 47 484 0 3 33 2 28 2 1 20 61 0

消防水利合計 (令和５．４．１)

(令和５．４．１)

区　　分

消
火
栓
合
計

私
　
　
設

合　　計

相模原消防署

合　　計

南消防署

北消防署

津久井消防署

区　　分

防
火
水
槽
合
計

公　　設

私設
消火栓

私設
防火水槽

私　　設 

プ
ー

ル

自
然
水
利

そ
の
他
の
水
利

127 189

相模原消防署

南消防署

北消防署

津久井消防署

※その他の水利は、池等

合　　計
公設
消火栓

公設
防火水槽

10

プール 自然水利
その他の
水利

10,611 7,766 1,509 52 958
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☆消防活動状況☆
（令和４年中）

166 842 3,807

166 263 3,740

4 4 2

3,977 17,024 28,471

1,147 1,982 1,135

988 2,588 5,075

303 578 992

6,419 22,176 35,675

1,301 4,701 8,036

137,630 219,352 178,387

1,373 5,201 8,309

1,071 4,337 7,794

118,443 198,421 173,944

消防ポンプ自動車 244 735 1,854

水槽付消防ポンプ自動車 313 922 2,372

化学消防ポンプ自動車 2 2 2

水槽付化学消防ポンプ自動車 53 126 251

はしご自動車 14 50 36

高所救助車 65 155 91

救助工作車 107 903 187

小型消防車 4 2 0

救助資機材車 1 42 8

指揮車 168 838 368

救急自動車 116 873 2,836

小型動力ポンプ 0 0

その他の車両 46 146 62

合計 1,133 4,794 8,067

229 364 204

19,187 20,931 4,443

消防ポンプ自動車 53 105 59

小型動力ポンプ積載車 187 302 183

その他の車両 0 0

合計 240 407 242

出
場
人
員
数

消防局

消防署

消防団

警察

その他

合計

活動時間（分）

活動台数

活動台数

常
備
消
防

出
場
台
数

活動時間（分）

活動台数

総
計

出場台数

活動時間（分）

救助

活動件数

出場件数

各種災害火災

出
場
台
数

非
常
備
消
防
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☆各種災害活動状況☆

建物 屋外

3,807 0 2 126 225 5 2,513 265

3,740 2 126 222 5 2,471 260

2 0 0 0 0 0

28,471 39 782 3,052 56 17,756 1,342

1,135 0 0 0 404 2 9 0

5,075 8 440 372 8 3,580 57

992 4 44 261 0 502 47

35,675 0 51 1,266 4,089 66 21,847 1,446

8,036 12 226 897 11 5,077 344

178,387 345 5,808 23,268 145 100,088 7,902

8,309 12 228 930 17 5,143 355

7,794 12 226 783 10 5,077 344

173,944 345 5,808 21,582 145 100,088 7,902

消防ポンプ自動車 1,854 0 67 170 5 1,057 118

水槽付消防ポンプ自動車 2,372 2 55 331 3 1,340 142

化学消防ポンプ自動車 2 0 0 0 0 0 2 0

水槽付化学消防ポンプ自動車 251 7 29 2 140 8

はしご自動車 36 0 0 0 19 0 0 0

高所救助車 91 0 0 0 40 1 0

救助工作車 187 4 64 1 11

小型消防車 0 0 0 0 0 0 0

救助資機材車 8 0 3 0 0 1

指揮車 368 2 3 138 2 36 35

救急自動車 2,836 2 89 43 3 2,556 31

小型動力ポンプ 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の車両 62 2 7 5 0 10 9

合計 8,067 0 12 228 842 16 5,142 355

204 0 0 0 77 1 0 0

4,443 0 0 0 1,686 0 0

消防ポンプ自動車 52 0 0 0 20 0

小型動力ポンプ積載車 190 0 0 0 68 1 1 0

その他の車両 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 242 0 0 0 88 1 1 0

合計
ガス漏れ

危険物
自火報等
の吹鳴

火気の
不始末

合計

出場件数

活動件数

救急活動 その他

活動時間（分）

出
場
台
数

出
場
人
員
数

消防局

消防署

消防団

警察

その他

非
常
備
消
防

活動台数

活動時間（分）

出
場
台
数

総
計

活動台数

活動時間（分）

出場台数

常
備
消
防

活動台数
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（令和４年中）

水防警戒 警戒 浸水等 その他

14 35 1 0 361 17 10 67 47 103 16

14 35 1 0 355 16 10 66 44 99 14

0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0

52 151 4 0 1,486 133 118 296 1,294 1,715 195

0 0 0 0 0 0 0 66 315 299 40

0 6 0 0 91 48 98 0 168 169 30

0 3 2 0 38 23 7 0 40 20 1

52 160 6 0 1,615 204 225 362 1,817 2,203 266

14 40 1 0 380 37 43 82 376 438 58

401 1,254 35 0 9,401 2,032 4,612 4,799 8,793 8,663 841

14 41 1 0 383 36 44 82 426 537 60

14 40 1 0 380 36 43 71 319 388 50

401 1,254 35 0 9,401 2,032 4,612 4,423 7,606 7,569 741

5 18 0 0 160 4 15 31 88 101 15

8 14 1 0 182 13 1 26 96 142 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 5 0 0 19 0 0 3 15 22 0

0 0 0 0 0 1 0 1 11 4 0

0 1 0 0 0 1 0 0 23 23 2

0 0 0 0 2 4 6 6 41 44 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0

0 2 0 0 11 11 9 0 44 69 6

0 0 0 0 5 2 0 3 31 62 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 4 0 12 1 6 5 0

14 41 1 0 383 36 44 71 355 475 52

0 0 0 0 0 0 0 11 57 50 8

0 0 0 0 0 0 0 376 1,187 1,094 100

0 0 0 0 0 0 0 2 16 12 2

0 0 0 0 0 0 0 9 55 50 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 11 71 62 8

調査 危険排除 捜索 特別警戒 非火災 誤報 虚報
風水害種別
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☆救助活動状況☆
（令和４年中）

842 80 47 21 0 5 162 6 0 521

263 11 29 11 0 5 153 2 0 52

258 9 29 11 0 5 152 2 0 50

4 4 0 0 0 0 0 0 0 0

救助隊員 4,340 450 225 176 0 24 738 60 0 2,667

消防隊員 10,059 2,209 344 268 0 34 1,148 42 0 6,014

救急隊員 2,625 297 166 78 0 21 484 18 0 1,561

1,982 789 0 308 0 0 0 0 0 885

2,588 581 270 179 0 10 290 25 0 1,233

578 211 83 85 0 2 14 10 0 173

22,176 4,541 1,088 1,094 0 91 2,674 155 0 12,533

735 176 23 29 0 2 50 1 0 454

922 231 25 10 0 3 105 5 0 543

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

126 42 2 3 0 0 7 0 0 72

50 10 0 0 0 0 1 0 0 39

155 62 0 0 0 0 3 0 0 90

903 97 47 37 0 5 158 12 0 547

2 2 0 0 0 0 0 0 0

42 1 1 16 0 1 2 2 0 19

838 81 47 22 0 5 158 6 0 519

873 101 55 22 0 7 161 6 0 521

0 0 0 0 0 0 0 0 0

146 29 5 19 0 0 9 6 0 78

407 164 0 48 0 0 0 0 195

5,201 998 205 206 0 23 654 38 0 3,077

260 32 0 0 0 0 156 2 0 70

40 19 0 0 0 1 5 1 0 14

2 0 1 0 0 0 0 0 0 1

50 8 36 0 0 0 0 1 0 5

18 0 0 18 0 0 0 0 0 0

20 0 0 0 0 0 0 0 0 20

68 18 10 2 0 4 0 2 0 32

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

384 3 0 1 0 0 1 0 0 379

205 9 26 9 0 4 122 2 0 33

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

206 9 26 9 0 4 122 2 0 34

35 5 10 0 0 3 0 0 17

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43 2 17 2 0 2 5 0 0 15

79 8 17 12 0 2 8 0 0 32
※救助活動状況は、救助を必要として出場した件数を計上しています。

合計

消
防
機
関
以
外
の
活
動
人
数

警察

日本赤十字社

自衛隊

電力会社

ガス事業社

水道事業社

その他の公的機関

事業主体

民間

その他

搬
送
人
員
数

救急自動車

ヘリコプター

消防機関のその他の車両

消防機関以外の車両等

合計

合計

事
故
発
生
場
所

住居

その他の屋内

高速自動車国道

その他の道路

内水面(河川・沼)

山岳

その他の屋外

地下

救助資機材車

指揮車

救急自動車

小型動力ポンプ

その他の車両

消防団車両

合計

出
場
台
数

消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

化学消防ポンプ自動車

水槽付化学消防ポンプ自動車

はしご自動車

高所救助車

救助工作車

小型消防車

機械
による
事故

建物等
による
事故

活動件数

救助人数

出
場
人
員
数

消防局

消
防
署

消防団

警察

その他

ガス及
び酸欠
事故

破裂
事故

その他の
事故

出場件数

合計 火災
交通
事故

水難
事故

自然
災害
事故
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☆水防倉庫備蓄状況☆

1 束 46 0 5 28 13 0 0 0

2 個 19 0 0 0 15 4 0 0

3 ５ｍ 本 5 0 0 5 0 0 0 0

4 ４ｍ 〃 95 0 0 55 23 17 0 0

5 ３．６ｍ 〃 50 0 9 0 0 41 0 0

6 ３ｍ 〃 103 0 0 15 51 37 0 0

7 ２ｍ 〃 16 0 0 0 9 0 7 0

8 〃 867 134 210 93 150 246 34 0

9 １．８ｍ 〃 390 0 25 53 45 267 0 0

10 ０．９ｍ 〃 70 0 0 0 25 45 0 0

11 〃 107 31 0 27 49 0 0 0

12 kg 197 10 4 90 2 70 1 20

13 〃 20 4 4 10 2 0 0 0

14 丁 46 1 14 4 12 13 1 1

15 〃 16 3 3 4 1 5 0 0

16 〃 46 4 2 3 8 28 0 1

17 〃 52 9 16 4 14 4 4 1

18 〃 58 28 10 7 2 9 0 2

19 〃 249 83 18 29 63 26 15 15

20 〃 42 7 3 6 13 7 4 2

21 〃 36 8 2 3 12 7 1 3

22 〃 24 2 5 5 12 0 0 0

23 〃 16 5 3 4 2 2 0 0

24 〃 26 10 2 5 3 0 5 1

25 〃 22 4 6 2 2 8 0 0

26 本 113 39 13 15 13 31 0 2

27 台 28 4 2 5 5 7 2 3

28 〃 3 1 1 0 1 0 0 0

29 本 0 0 0 0 0 0 0 0

30 丁 31 7 6 4 6 6 0 2

31 〃 2 0 2 0 0 0 0 0

32 〃 10 1 6 1 1 0 1 0

33 枚 138 0 7 28 18 10 40 35

34 １０ｍ 本 5 1 3 0 0 1 0 0

35 ２０ｍ 〃 20 5 3 3 0 9 0 0

36 ３０ｍ 〃 9 5 4 0 0 0 0 0

37 ４０ｍ 〃 2 1 1 0 0 0 0 0

38 〃 1 0 0 0 0 1 0 0

39 束 13 2 2 1 4 4 0 0

40 枚 8 0 4 2 2 0 0 0

41 式 1 0 0 0 0 1 0 0

42 式 13 7 0 0 0 6 0 0

43 本 2 0 0 0 0 2 0 0

44 丁 1 0 0 0 1 0 0 0

45 台 2 1 1 0 0 0 0 0

もっこ

標識ロープ

ペンチ

とうぐわ

両ツルハシ

番号

大ハンマー

懐中電灯

排水ポンプ

じょれん

大野南消防局
　品名

一輪車

しの

ボルトクリッパー

なた

スコップ

丸太

噴霧器

ウレタン付かけや

塩ビ半割管

Ｔマット

鋼製枠

かすがい

麻ロープ

ビニールシート

バール

中ハンマー

ロープ

鉄ぐい 

蛇かご

かま

のこぎり

おの

片手ハンマー

かけや

釘

針金

なわ

(令和５．４．１)

木ぐい

葉山島小倉淵野辺新磯計
倉庫名　

田名
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☆排水ポンプ、土のう備蓄状況表☆

砂入り 空 合計
相模原本署

(本部水防倉庫)

淵野辺防災
水防倉庫

南本署
（大野南水防倉庫）

(令和５．４．１)

津
久
井
消
防
署

1 1 2

1 0 1

青根分署

藤野分署

津久井本署

1 1 2

1 0 1

小計

北
消
防
署

北本署

合計
土のう

1 21

排水ポンプ 水中ポンプ

421 3,407 3,828

相
模
原
消
防
署

合計 9,398

小計 1,201

救急隊派出所 300

鳥屋出張所 274

58,941 68,33913 5 18

1,191 2,3923 0 3

15 3151 0 1

320 5940 0 0

220 370 5900 0 0

260 138 3980 0 0

147 348 4952 0 2

2,230 2,552 4,7821 0 1

1,142

城山分署 733 494 1,227

0 0 0

0

1,290

大沢分署 576 547 1,123

1 0 1

0 0

538

00

752

相原分署 383 759

0

小計

新磯水防倉庫 0 3,600

南
消
防
署

3,938 23,770

上鶴間分署 674 2,874

3,6000 0 0

27,7085 2 7

3,5481 0 1

相武台分署 432 2,202 2,6340 0 0

大沼分署 411 3,030 3,4411 0 1

東林分署 1,140 3,288 4,4280 1 1

新磯分署 403 3,034 3,437

500 3,461 3,961

麻溝台分署 378 2,281 2,659

1 0 1

33,4574 3 7

1 0

小計

上溝分署 410 2,140

2,029 31,428

田名分署 402

2,5500 1 1

緑が丘分署 378 1,973 2,351

田名水防倉庫 0 0 00

1

淵野辺分署 418 2,201 2,619

0 0

2,107 2,509

0 0 0 0 19,600 19,600
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☆消防車両の配置状況☆

本

署

田

名

分

署

淵

野

辺

分

署

緑

が

丘

分

署

上

溝

分

署

本

署

麻

溝

台

分

署

新

磯

分

署

東

林

分

署

大

沼

分

署

相

武

台

分

署

上

鶴

間

分

署

本

署

大

沢

分

署

相

原

分

署

城

山

分

署

本

署

救
急
隊
派
出
所

藤

野

分

署

青

根

分

署

鳥

屋

出

張

所

148 6 17 6 5 7 6 16 2 4 2 5 8 4 10 6 5 7 20 1 4 3 4

小 計 26 － 1 － 2 1 2 2 1 1 1 2 3 1 1 2 1 － 1 － 1 1 2

消 防 ポ ン プ 車 16 － － － 1 1 － － 1 1 1 2 1 － － 2 1 － 1 － 1 1 2

タ ン ク 車 8 － 1 － 1 － 2 1 － － － － 1 1 1 － － － － － － － －

小 型 消 防 車 2 － － － － － － 1 － － － － 1 － － － － － － － － － －

小 計 48 － 8 4 1 4 2 6 － 1 － 1 3 1 2 2 2 3 5 1 1 1 －

は し ご 車 4 － 1 － － － － 1 － － － － 1 － 1 － － － － － － － －

屈 折 は し ご 車 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － －

化 学 車 3 － － 1 － － 1 － － － － － － － － － － 1 － － － － －

高 所 救 助 車 1 － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － －

救 助 工 作 車 5 － 1 1 － － － 1 － － － － － － － － － － 2 － － － －

救 助 資 機 材 車 4 － 1 1 － － － － － － － － 1 － － － － 1 － － － － －

高 規 格 救 急 車 25 － 3 1 1 2 1 3 － 1 － 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 －

特 殊 災 害 対 応 自 動 車 1 － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

大型除染システム搭載車 1 － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

燃 料 補 給 車 1 － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － －

重 機 搬 送 車 1 － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － －

特 別 高 度 工 作 車 1 － － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － －

小 計 74 6 8 2 2 2 2 8 1 2 1 2 2 2 7 2 2 4 14 － 2 1 2

指 揮 車 4 － 1 － － － － 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

指 令 車 6 1 2 － － － － 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

災 害 活 動 支 援 車 3 2 － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － －

緊 急 人 員 搬 送 車 3 － 1 － － － － 1 － － － － － － － － － － 1 － － － －

査 察 車 7 － 2 － － － － 2 － － － － － － 2 － － － 1 － － － －

広 報 車 32 1 1 2 2 2 2 1 1 2 1 2 2 2 1 2 2 2 2 － 1 － 1

作 業 車 4 － 1 － － － － 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

人 員 搬 送 車 5 2 － － － － － 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

資 機 材 搬 送 車 3 － － － － － － － － － － － － － － － － － 3 － － － －

ボ ー ト ト レ ー ラ ー 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － －

情 報 収 集 バ イ ク 6 － － － － － － － － － － － － － － － － 1 2 － 1 1 1

15 － － 5 － － 2 － － 2 － － 2 － － 1 － 1 2 － － － －

52 1 3 3 2 2 2 4 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 4 1 2 2 5震 災 用 小 型 動 力 ポ ン プ

南署 北署

種         別

消
 
防
 
車

合 計

相模原署

合
 
 
計

特
 
殊
 
車

(令和５．４．１)

そ
 
の
 
他
 
の
 
車
 
両

救 命 ボ ー ト

津久井署消

防

局
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☆救助隊用資機材配置先☆

本  署 田名分署 本  署 本　署

かぎ付はしご 4 1 1 1 1

三連はしご 4 1 1 1 1

金属製折りたたみはしご又はワイヤはしご 4 1 1 1 1

空気式救助マット 4 1 1 1 1

救命索発射銃 6 1 3 1 1

サバイバースリング又は救助用縛帯 36 8 8 9 11

平担架 4 1 1 1 1

滑車 28 6 9 8 5

油圧ジャッキ 7 2 1 3 1

油圧スプレッダー 2 1 - 1 -

可搬ウィンチ 9 2 2 3 2

ワイヤロープ 17 4 4 5 4

マンホール救助器具 4 1 1 1 1

救助用簡易起重機 2 - 1 - 1

マット型空気ジャッキ一式 4 1 1 1 1

大型油圧スプレッダー 6 1 2 1 2

救助用支柱器具 2 1 - 1 -

チェーンブロック 0 - - - -

油圧切断機 4 1 1 1 1

エンジンカッター 8 3 1 2 2

ガス溶断器 4 1 1 1 1

チェーンソー 16 3 4 3 6

鉄線カッター 5 1 1 2 1

空気鋸 4 1 1 1 1

大型油圧切断機 6 1 2 1 2

空気切断機 4 1 1 1 1

コンクリート・鉄筋切断用チェーンソー 1 1 - - -

万能斧 13 3 3 4 3

ハンマー 4 1 1 1 1

携帯用コンクリート破壊器具 5 1 1 2 1

削岩機 6 1 1 1 3

ハンマドリル 7 2 3 1 1

生物剤検知器 4 4 - - -

化学剤検知器 6 5 - 1 -

可燃性ガス測定器 14 8 2 2 2

有毒ガス測定器 37 22 3 9 3

酸素濃度測定器 14 8 2 2 2

放射線測定器 21 10 4 4 3

空気呼吸器 29 12 6 6 5

空気補充用ボンベ 0 - - - -

酸素呼吸器 22 5 7 5 5

簡易呼吸器 10 3 3 2 2

防塵マスク 29 12 6 6 5

送排風機 4 1 1 1 1

エアラインマスク 0 - - - -

呼
吸
保
護
用
器
具

区分

一
般
救
助
用
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

切
断
用
器
具

破
壊
用
器
具

用
 
器
 
具

検
知
・
測
定

(令和５．４．１)

                                    所属  
合計

相模原署 南署 津久井署
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革手袋 26 7 8 6 5

耐電手袋 17 5 5 5 2

安全帯 19 2 5 3 9

防塵メガネ 28 - 6 16 6

携帯警報器 23 6 5 6 6

防毒マスク 28 11 5 6 6

化学防護服（陽圧式化学防護服を除く。） 28 13 5 5 5

陽圧式化学防護服 27 9 5 8 5

耐熱服 0 - - - -

放射線防護服 7 - - 5 2

個人用線量計 90 47 - 38 5

耐電衣 8 2 2 2 2

耐電ズボン 8 2 2 2 2

耐電長靴 8 2 2 2 2

特殊ヘルメット 14 8 2 2 2

検索用器具 簡易画像探索機 5 1 1 2 1

除染シャワー 4 4 - - -

除染剤散布器 6 2 - 2 2

潜水器具一式 32 - 16 6 10

流水救助器具一式 16 - 5 6 5

救命胴衣 119 6 52 25 36

水中投光器 21 - 9 6 6

救命浮環 17 - 7 3 7

浮標 14 - 6 4 4

救命ボート 6 - 3 1 2

船外機 5 - 3 1 1

水中スクーター 0 - - - -

水中無線機 1 - 1 - -

水中時計 21 - 17 - 4

水中テレビカメラ 0 - - - -

登山器具一式 8 - 3 - 5

バスケット担架 9 3 1 3 2

投光器一式 5 1 1 2 1

携帯投光器 18 4 6 1 7

携帯拡声器 8 2 2 2 2

携帯無線機 22 6 5 6 5

応急処置用セット 4 1 1 1 1

車両移動器具 1 - - 1 -

その他の携帯救助工具 4 1 1 1 1

緩降機 3 1 - 1 1

ロープ登降機 10 2 - 2 6

救助用降下機 6 - - - 6

発電機 6 1 1 3 1

画像探索機 2 1 - 1 -

地中音響探知機 2 1 - 1 -

熱画像直視装置 4 1 1 1 1

夜間用暗視装置 2 1 - 1 -

地震警報器 2 1 - 1 -

電磁波探査装置 1 1 - - -

二酸化炭素探査装置 1 1 - - -

水中探査装置 1 1 - - -

そ
の
他
の
救
助
用
器
具

高
度
救
助
用
器
具

除染用器具

水
難
救
助
用
器
具

山岳救助器具

隊
員
保
護
用
器
具
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☆消防隊･救急隊用資機材配置先☆

本

署

田

名

分

署

淵
野
辺
分
署

緑
が
丘
分
署

上

溝

分

署

本

署

麻
溝
台
分
署

新

磯

分

署

東

林

分

署

大

沼

分

署

相
武
台
分
署

上
鶴
間
分
署

本

署

大

沢

分

署

相

原

分

署

城

山

分

署

本

署

救

急

隊

派

出

所

藤

野

分

署

青

根

分

署

鳥
屋
出
張
所

ホ ー ス （ ６ ５ ミ リ ） ※ 1,773 72 79 117 74 83 80 85 84 91 82 86 74 78 77 83 95 183 0 84 83 83

ホ ー ス （ ５ ０ ミ リ ） ※ 999 58 40 59 51 52 50 54 58 55 27 50 49 49 41 47 53 84 0 43 40 39

ホ ー ス カ ー 26 1 1 2 1 2 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 0 1 1 2

ガ ン タ イ プ ノ ズ ル 71 5 3 3 3 4 4 3 3 3 3 4 2 5 3 3 3 7 0 3 4 3

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 17 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 2 2 0 1 2 1

チ ェ ー ン ソ ー 30 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3 5 0 1 3 2

筒 式 簡 易 発 泡 器 25 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 0 1 1 1

三 連 は し ご 25 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 0 1 1 2

救 命 胴 衣 ※ 342 20 53 5 5 10 18 5 18 10 5 32 5 11 11 5 16 65 3 13 21 11

空 気 呼 吸 器 ※ 154 15 10 4 6 13 16 4 4 4 4 12 4 9 8 4 8 16 0 4 3 6

８ リ ッ ト ル ボ ン ベ ※ 7 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0

４ . ７ リ ッ ト ル ボ ン ベ ※ 403 68 35 8 10 13 67 8 8 8 8 10 8 44 8 8 12 58 0 10 6 6

防 毒 マ ス ク 84 47 0 0 0 0 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耐 電 衣 一 式 ※ 15 3 2 0 1 0 3 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 4 0 0 0 0

発 電 機 付 投 光 器 38 3 1 1 2 3 2 1 1 1 1 4 1 4 2 2 2 3 0 1 1 2

酸欠空気、危険性ガス測定器※ 37 9 3 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 4 0 1 1 1

携 帯 警 報 器 ※ 141 13 10 5 6 5 13 4 5 5 5 8 4 11 4 5 8 17 0 4 3 6

小型高圧遠距離送水装置 22 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1

耐 振 動 血 圧 計 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 器 30 3 1 1 2 1 3 0 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 3 2 2 0

患 者 監 視 装 置 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

気 道 確 保 用 資 器 材 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

定 置 型 電 動 式 吸 引 器 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

喉 頭 鏡 27 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1 0

自 動 式 人 工 呼 吸 器 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

自 動 体 外 式 除 細 動 器 66 5 3 3 4 3 5 2 3 2 3 3 3 3 4 3 3 5 1 3 3 2

手 動 式 人 工 呼 吸 器 27 3 1 1 2 1 3 0 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 2 1 0

スクープストレッチャー 26 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 2 1 1 0

バ ッ ク ボ ー ド 35 3 1 2 2 1 3 0 2 0 2 1 2 1 2 2 1 2 2 4 2 0

血 糖 値 測 定 器 27 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1 0

自 動 式心マッサージ 器 23 3 1 1 1 1 2 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

特 定 行 為 用 資 器 材 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

ビ デ オ 喉 頭 鏡 25 3 1 1 2 1 3 0 1 0 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0

※は救助隊配置資機材を含む

(令和５．４．１)

救
急
資
器
材

合

計

消
防
資
機
材

津久井署南　　署

　　　

相模原署

区　　　分

北　　署
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令和02年

☆ 地区別救急事故 ☆

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
材
搬
送

そ

の

他
救急 出場 件 数 42,060 132 11 2,343 285 215 5,661 150 457 28,869 2,716 23 1 1,197
搬 送 件 数 34,670 32 4 2,060 278 203 4,947 105 325 24,020 2,693 3
搬 送 人 員 34,826 33 4 2,151 278 203 4,955 107 326 24,065 2,701 3
救急 出場 件 数 3,829 6 0 0 249 37 12 513 9 38 2,649 218 0 0 98
搬 送 件 数 3,174 1 0 0 220 36 12 448 5 25 2,208 217 0 0 2
搬 送 人 員 3,193 1 0 0 233 36 12 449 5 26 2,212 217 0 0 2
救急 出場 件 数 1,894 5 0 1 100 13 7 265 7 19 1,337 90 0 0 50
搬 送 件 数 1,580 0 0 0 91 12 7 233 4 14 1,128 90 0 0 1
搬 送 人 員 1,583 0 0 0 93 12 7 233 4 14 1,129 90 0 0 1
救急 出場 件 数 1,474 4 0 0 84 11 14 179 3 18 999 136 0 0 26
搬 送 件 数 1,253 0 0 0 73 11 14 165 3 10 843 134 0 0 0
搬 送 人 員 1,257 0 0 0 77 11 14 165 3 10 843 134 0 0 0
救急 出場 件 数 1,662 5 0 1 135 14 7 216 3 17 991 206 0 0 67
搬 送 件 数 1,476 1 0 0 124 14 7 198 1 10 916 205 0 0 0
搬 送 人 員 1,485 1 0 0 129 14 7 198 1 10 920 205 0 0 0
救急 出場 件 数 599 1 0 0 43 5 2 85 1 7 413 21 0 0 21
搬 送 件 数 532 0 0 0 36 5 2 81 1 5 381 21 0 0 0
搬 送 人 員 535 0 0 0 38 5 2 81 1 5 382 21 0 0 0
救急 出場 件 数 512 4 0 1 49 9 0 91 1 6 330 7 0 0 14
搬 送 件 数 457 1 0 1 45 9 0 87 1 1 305 7 0 0 0
搬 送 人 員 459 1 0 1 47 9 0 87 1 1 305 7 0 0 0
救急 出場 件 数 1,423 3 0 0 50 17 10 179 3 28 942 148 0 0 43
搬 送 件 数 1,104 0 0 0 43 17 8 150 2 20 717 147 0 0 0
搬 送 人 員 1,105 0 0 0 43 17 8 150 2 20 718 147 0 0 0
救急 出場 件 数 868 4 0 0 52 8 1 124 1 6 610 47 0 0 15
搬 送 件 数 716 1 0 0 43 8 1 107 1 6 503 46 0 0 0
搬 送 人 員 718 1 0 0 44 8 1 107 1 6 504 46 0 0 0
救急 出場 件 数 1,775 6 0 0 111 10 6 256 15 29 1,257 30 0 0 55
搬 送 件 数 1,381 0 0 0 99 9 5 210 9 23 996 30 0 0 0
搬 送 人 員 1,391 0 0 0 106 9 5 210 9 23 999 30 0 0 0
救急 出場 件 数 2,624 12 0 0 142 10 15 347 9 37 1,783 213 0 0 56
搬 送 件 数 2,085 6 0 0 121 10 15 298 8 26 1,389 212 0 0 0
搬 送 人 員 2,091 6 0 0 124 10 15 299 8 26 1,391 212 0 0 0
救急 出場 件 数 997 2 0 0 70 2 0 135 4 15 737 17 0 0 15
搬 送 件 数 800 1 0 0 55 2 0 116 3 13 593 17 0 0 0
搬 送 人 員 803 1 0 0 57 2 0 116 3 13 594 17 0 0 0
救急 出場 件 数 1,446 3 0 0 83 7 4 193 4 18 1,080 9 0 0 45
搬 送 件 数 1,255 2 0 0 78 7 4 175 4 17 959 9 0 0 0
搬 送 人 員 1,255 2 0 0 78 7 4 175 4 17 959 9 0 0 0
救急 出場 件 数 3,332 12 0 0 171 13 17 382 11 32 2,318 285 0 0 91
搬 送 件 数 2,688 3 0 0 142 13 16 334 8 22 1,867 283 0 0 0
搬 送 人 員 2,699 3 0 0 148 13 16 335 8 22 1,871 283 0 0 0
救急 出場 件 数 1,831 6 0 1 107 12 29 262 10 18 1,302 31 0 0 53
搬 送 件 数 1,536 1 0 1 90 11 29 225 9 14 1,126 30 0 0 0
搬 送 人 員 1,547 1 0 1 96 11 29 225 9 14 1,131 30 0 0 0
救急 出場 件 数 1,915 15 0 4 112 31 10 249 5 19 1,363 50 0 0 57
搬 送 件 数 1,634 6 0 2 106 30 10 225 5 11 1,189 50 0 0 0
搬 送 人 員 1,639 6 0 2 110 30 10 225 6 11 1,189 50 0 0 0
救急 出場 件 数 3,083 5 0 0 182 26 9 439 15 22 2,252 62 0 0 71
搬 送 件 数 2,546 2 0 0 161 26 8 381 10 16 1,881 61 0 0 0
搬 送 人 員 2,557 3 0 0 170 26 8 382 10 16 1,881 61 0 0 0
救急 出場 件 数 4,197 10 0 0 191 17 13 670 15 40 2,809 300 1 0 131
搬 送 件 数 3,341 3 0 0 162 17 11 580 9 24 2,237 298 0 0 0
搬 送 人 員 3,356 3 0 0 169 17 11 582 9 24 2,243 298 0 0 0
救急 出場 件 数 1,734 6 0 0 141 21 27 154 2 10 1,013 302 22 1 35
搬 送 件 数 1,516 0 0 0 131 20 25 141 1 10 888 300 0 0 0
搬 送 人 員 1,527 0 0 0 131 20 25 141 2 10 890 308 0 0 0
救急 出場 件 数 676 6 0 2 29 5 7 93 2 9 498 7 0 0 18
搬 送 件 数 589 1 0 0 25 4 6 86 1 9 450 7 0 0 0
搬 送 人 員 592 1 0 0 28 4 6 86 1 9 450 7 0 0 0
救急 出場 件 数 2,768 7 0 0 117 6 8 345 9 22 1,888 263 0 0 103
搬 送 件 数 2,278 1 0 0 105 6 7 306 6 14 1,574 259 0 0 0
搬 送 人 員 2,290 1 0 0 109 6 7 307 6 14 1,581 259 0 0 0
救急 出場 件 数 1,115 4 0 0 38 4 2 151 5 13 812 47 0 0 39
搬 送 件 数 903 1 0 0 34 4 2 127 3 7 679 46 0 0 0
搬 送 人 員 909 1 0 0 39 4 2 127 3 7 680 46 0 0 0
救急 出場 件 数 2,236 5 0 0 72 5 11 324 16 30 1,455 226 0 0 92
搬 送 件 数 1,777 1 0 0 65 5 11 267 11 26 1,168 223 0 0 0
搬 送 人 員 1,780 1 0 0 65 5 11 268 11 26 1,170 223 0 0 0
救急 出場 件 数 70 1 0 1 15 2 4 9 0 4 31 1 0 0 2
搬 送 件 数 49 0 0 0 11 2 3 7 0 2 23 1 0 0 0
搬 送 人 員 55 0 0 0 17 2 3 7 0 2 23 1 0 0 0

市外

大野中

南
区

大野南

麻溝

新磯

相模台

相武台

東林

中
央
区

小山

横山

清新

中央

星が丘

光が丘

大野北

上溝

田名

合計

緑
区

橋本

大沢

城山

津久井

相模湖
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加

害

自

損

行

為

急

病

その他

（令和４年中）
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令和02年

☆ 月別・曜日別救急事故 ☆

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

材

搬

送

そ

の

他

救急出場件数 42,060 132 11 2,343 285 215 5,661 150 457 28,869 2,716 23 1 1,197

搬 送 件 数 34,670 32 4 2,060 278 203 4,947 105 325 24,020 2,693 3

搬 送 人 員 34,826 33 4 2,151 278 203 4,955 107 326 24,065 2,701 3

救急出場件数 3,488 15 0 0 191 20 13 551 14 31 2,319 231 0 0 103

搬 送 件 数 2,954 2 0 0 171 19 12 492 10 22 1,997 229 0 0 0

搬 送 人 員 2,965 2 0 0 181 19 12 492 10 22 1,998 229 0 0 0

救急出場件数 3,102 10 0 0 121 21 4 413 16 29 2,193 203 0 0 92

搬 送 件 数 2,557 2 0 0 109 20 4 380 13 24 1,803 202 0 0 0

搬 送 人 員 2,569 2 0 0 113 20 4 381 14 24 1,809 202 0 0 0

救急出場件数 3,227 13 0 1 188 21 10 457 6 34 2,151 239 1 1 105

搬 送 件 数 2,669 3 0 0 166 21 10 390 3 26 1,811 239 0 0 0

搬 送 人 員 2,679 3 0 0 174 21 10 390 3 26 1,813 239 0 0 0

救急出場件数 3,082 9 0 0 196 20 14 463 11 36 2,041 222 5 0 65

搬 送 件 数 2,643 1 0 0 171 18 13 417 7 23 1,772 220 0 0 1

搬 送 人 員 2,655 1 0 0 177 18 13 420 7 23 1,773 222 0 0 1

救急出場件数 3,225 6 0 1 201 20 26 407 14 46 2,168 239 3 0 94

搬 送 件 数 2,740 1 0 0 181 20 25 371 10 34 1,861 236 0 0 1

搬 送 人 員 2,754 1 0 0 193 20 25 371 10 34 1,862 237 0 0 1

救急出場件数 3,416 9 0 3 238 24 21 456 14 43 2,263 225 2 0 118

搬 送 件 数 2,926 1 0 1 217 23 20 406 12 31 1,991 224 0 0 0

搬 送 人 員 2,940 1 0 1 226 23 20 407 12 31 1,995 224 0 0 0

救急出場件数 4,252 9 0 1 197 27 35 484 9 33 3,079 256 6 0 116

搬 送 件 数 3,420 5 0 1 170 27 31 430 7 20 2,476 252 0 0 1

搬 送 人 員 3,431 5 0 1 172 27 31 430 7 20 2,485 252 0 0 1

救急出場件数 4,055 9 0 2 189 28 15 400 16 40 3,027 202 2 0 125

搬 送 件 数 3,132 2 0 2 162 28 15 343 9 28 2,343 200 0 0 0

搬 送 人 員 3,147 2 0 2 174 28 15 344 9 28 2,345 200 0 0 0

救急出場件数 3,305 13 0 1 180 14 15 435 11 50 2,297 218 1 0 70

搬 送 件 数 2,743 2 0 0 156 14 15 367 7 35 1,930 217 0 0 0

搬 送 人 員 2,754 2 0 0 161 14 15 367 7 35 1,935 218 0 0 0

救急出場件数 3,405 8 0 2 211 24 29 510 10 34 2,273 209 0 0 95

搬 送 件 数 2,833 3 0 0 181 24 26 437 7 26 1,921 208 0 0 0

搬 送 人 員 2,841 3 0 0 184 24 26 439 7 26 1,924 208 0 0 0

救急出場件数 3,443 16 0 0 221 32 20 500 15 44 2,278 218 3 0 96

搬 送 件 数 2,843 7 0 0 194 32 19 429 9 34 1,903 216 0 0 0

搬 送 人 員 2,859 8 0 0 204 32 19 429 9 35 1,906 217 0 0 0

救急出場件数 4,060 15 0 0 210 34 13 585 14 37 2,780 254 0 0 118

搬 送 件 数 3,210 3 0 0 182 32 13 485 11 22 2,212 250 0 0 0

搬 送 人 員 3,232 3 0 0 192 32 13 485 12 22 2,220 253 0 0 0

5,713 20 0 2 245 14 74 841 24 61 4,050 216 2 0 164

6,326 19 0 2 321 42 18 808 21 62 4,399 441 3 0 190

5,989 22 0 1 329 37 17 760 15 74 4,143 443 4 0 144

6,008 14 0 3 358 62 23 800 21 67 4,084 401 4 1 170

5,834 19 0 1 337 37 25 778 21 79 3,978 397 4 0 158

6,152 22 0 0 392 53 14 777 24 64 4,142 477 4 0 183

6,038 16 0 2 361 40 44 897 24 50 4,073 341 2 0 188

日 曜 日

月 曜 日

火 曜 日

水 曜 日

木 曜 日

金 曜 日

土 曜 日

その他急

病

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

６月

７月

自

損

行

為

区  分

合計

１月

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

（令和４年中）

１２月

８月

９月

２月

３月

１０月

１１月

４月

５月
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令和02年

☆ 時刻別・覚知別救急出場件数 ☆

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
材
搬
送

そ

の

他

救急出場件数
42,060 132 11 2,343 285 215 5,661 150 457 28,869 2,716 23 1 1,197

搬送人員
34,826 33 4 2,151 278 203 4,955 107 326 24,065 2,701 3

救急出場件数
1,999 8 36 6 183 12 25 1,606 52 71

搬送人員
1,459 4 30 6 134 9 21 1,203 51 1

救急出場件数
1,633 6 27 3 151 16 37 1,320 34 39

搬送人員
1,283 2 24 3 122 9 28 1,061 34

救急出場件数
1,750 5 52 4 154 8 28 1,408 33 58

搬送人員
1,380 1 47 4 133 8 19 1,135 33

救急出場件数
2,804 4 3 179 10 387 7 35 2,052 40 2 85

搬送人員
2,271 1 159 9 346 6 31 1,678 40 1

救急出場件数
4,766 14 335 41 21 647 9 39 3,279 258 4 119

搬送人員
4,158 2 302 41 21 601 8 27 2,897 258 1

救急出場件数
5,001 11 267 66 51 751 11 46 3,099 541 4 154

搬送人員
4,347 2 266 66 48 697 8 25 2,692 543

救急出場件数
4,748 17 292 31 34 616 10 38 3,026 555 3 1 125

搬送人員
4,086 10 272 31 32 548 7 27 2,607 552

救急出場件数
4,364 12 4 290 46 42 672 6 47 2,737 379 1 128

搬送人員
3,708 3 2 273 46 39 610 5 30 2,325 375

救急出場件数
4,327 25 2 313 47 24 675 13 40 2,662 390 5 131

搬送人員
3,571 6 1 282 46 24 578 10 26 2,211 387

救急出場件数
4,357 10 2 312 19 22 609 22 43 2,984 201 2 131

搬送人員
3,588 2 291 16 20 523 12 34 2,492 198

救急出場件数
3,509 10 158 9 19 484 14 41 2,568 120 2 84

搬送人員
2,818 141 7 18 397 12 30 2,093 120

救急出場件数
2,802 10 82 3 2 332 22 38 2,128 113 72

搬送人員
2,157 1 64 3 1 266 13 28 1,671 110

84 1 16 1 7 1 17 29 11 1

41,249 120 9 2,245 279 211 5,579 127 414 28,515 2,683 12 1 1,054

605 12 1 78 2 56 22 40 261 4 129

10 1 5 4

88 4 1 14 1 1 59 8

24 2 4 4 1 12 1

６時～８時

区  分

合計

０時～２時

水

難

自

損

行

為

運

動

競

技

加

害

そ の 他

一

般

負

傷

かけつけ

加入電話

警察電話

自己覚知

８時～10時

消防専用電話

10時～12時

12時～14時

（令和４年中）

22時～24時

14時～16時

16時～18時

２時～４時

４時～６時

18時～20時

20時～22時

労

働

災

害

その他急

病

合

計

火

災

自

然

災

害

交

通
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令和02年

☆ 程度別・年齢別搬送人員状況 ☆

転
院
搬

送

そ

の

他

小計 34,826 33 4 2,151 278 203 4,955 107 326 24,065 2,701 3

軽症 17,716 10 1,651 180 162 3,318 84 100 11,946 265

中等症 13,939 12 1 422 83 39 1,490 20 152 9,908 1,809 3

重症 2,895 9 3 76 15 2 137 3 59 1,965 626

死亡 275 2 2 10 15 246

その他 1 1

110 1 20 89

1,948 47 384 1,355 162

７歳以上
１２歳未満

481 85 20 112 1 1 249 13

１２～１８ 741 1 184 1 101 64 2 22 334 32

１８～２０ 381 1 99 5 13 16 3 21 213 10

２０～３０ 2,241 1 1 315 44 33 124 18 91 1,518 96

３０～４０ 1,882 3 1 219 49 4 112 11 37 1,296 148 2

４０～５０ 2,404 5 282 52 10 187 14 45 1,655 153 1

５０～６５ 4,667 9 408 75 13 479 37 61 3,199 386

老人 ６５歳以上 19,971 13 2 512 52 9 3,476 21 48 14,226 1,612

7,390 100 7 283 7 12 714 45 132 4,849 23 1,218

辞退（到着前） 92 4 1 11 1 62 1 12

辞退（到着後） 2,589 5 1 85 2 5 257 16 17 2,100 5 96

拒否 3,058 5 164 3 4 416 24 43 2,267 2 130

明らかな死亡 742 1 2 1 1 62 222 453

他車（隊）搬送 24 1 4 1 3 1 10 2 2

傷病者なし 324 85 16 4 1 1 4 1 212

誤報・悪戯 207 3 1 1 1 201

その他 354 4 8 1 2 21 4 7 183 12 112

急

病

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

不搬送理由

（令和４年中）

自

損

行

為

区  分

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

不搬送件数

その他

傷病程度別
搬送人員

年
齢
別
搬
送
人
員

少年

成人

新生児

乳幼児
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☆ 急病にかかる疾病分類別傷病程度別搬送人員 ☆

脳疾患 心疾患

死亡 246 1 132 4 12 4 93

重症 1,965 394 457 54 212 5 18 12 82 136 595

中等症 9,908 719 647 737 972 40 179 190 210 1,145 5,069

軽症 11,946 143 279 583 511 218 436 367 44 1,459 7,906

その他

死亡

重症 1 1

中等症 9 6 3

軽症 10 2 1 3 4

その他

死亡 1 1

重症 9 1 1 7

中等症 273 1 8 30 2 1 30 201

軽症 1,072 43 117 2 12 2 145 751

その他

死亡

重症 5 1 4

中等症 128 3 9 5 2 20 89

軽症 450 1 23 29 7 32 2 76 280

その他

死亡 24 1 12 1 1 9

重症 381 96 90 15 22 3 5 2 17 27 104

中等症 2,450 155 134 245 105 31 72 80 41 295 1,292

軽症 5,026 43 65 252 198 168 206 226 11 684 3,173

その他

死亡 221 120 4 11 3 83

重症 1,569 298 366 39 190 1 12 10 65 108 480

中等症 7,048 563 513 481 828 9 100 108 168 794 3,484

軽症 5,388 99 214 263 167 41 186 136 33 551 3,698

その他

不明確合計 消化系 呼吸系
循環系

老
人

乳
幼
児

少
年

成
人

※ 令和3年から分類項目が一部変更となったもの。（救急年報報告入力要領の変更）

（令和４年中）

合
計

新
生
児

その他精神系 感覚系 泌尿系 新生物

125



126 

 

☆ 応急処置状況 ☆                       （令和４年中） 

☆ 診療科目別搬送人員 ☆                   （令和４年中） 

区 分 
合 

計 

火 

災 

自 

然 

災 

害 

水 

難 

交 

 

通 

労 

働 

災 

害 

運 

動 

競 

技 

一 

般 

負 

傷 

加 

害 

自 

損 

行 

為 

急 

病 

その他 

転 

院 

搬 

送 

そ 

の 

他 

合計 34,826 33   4 2,151 278 203 4,955 107 326 24,065 2,701 3 

内科 16,374 4  1 13 20 10 134 3 80 15,292 817  

外科 2,139 5  1 267 66 19 1,035 34 41 469 202  

小児科 2,037    3  6 49  2 1,715 262  

整形外科 5,310    1,442 108 96 2,374 39 9 1,057 185  

脳神経 3,652    262 38 55 1,138 21  1,825 313  

産婦人科 450    2   5   298 142 3 

眼科 46    1 3 7 10 1  17 7  

耳鼻咽喉科 279      1 21   241 16  

精神科 71       1  5 56 9  

その他 4,468 24  2 161 43 9 188 9 189 3,095 748  

 

 

 

区 分 合計 急病 交通事故 一般負傷 その他 

対 象 人 員 34,752 24,022 2,148 4,945 3,637 

処 置 合 計 131,855 91,915 8,521 18,043 13,376 

応 

 

急 

 

処 

 

置 

 

内 

 

容 

止 血 601 134 62 323 82 

固 定 2,093 115 933 810 235 

人 工 呼 吸 80 68 3 4 5 

心 マ ッ サ ー ジ 50 43 2 2 3 

自 動 式 心 マ ッ サ ー ジ 器  16  1 1 

心 肺 蘇 生 735 627 8 34 66 

うち自動式心マッサージ器  284 2 13 21 

酸 素 吸 入 5,749 4,487 99 216 947 

保 温 470 292 49 65 64 

被 覆 2,520 103 602 1,556 259 

在 宅 診 療 継 続 446 392  32 22 

ショックパンツの血圧保持 1    1 

血 圧 測 定 32,681 22,532 2,109 4,654 3,386 

聴 診 器 に よ る 心 音 呼 吸 音 9,614 7,527 556 814 717 

血 中 酸 素 飽 和 量 の 測 定 33,939 23,381 2,129 4,876 3,553 

心 電 図 14,545 11,978 341 957 1,269 

除 細 動  79   6 

気 道 確 保 379 328 3 21 27 

う ち 経 鼻 エ ア ウ エ イ 11 6  1 4 

う ち 喉 頭 鏡 、 鉗 子 等 15 6  9  

うちラリンゲアルマスク等 353 316 3 11 23 

気 管 挿 管 98 78 1 10 9 

う ち 喉 頭 鏡  27  2 2 

う ち ビ デ オ 喉 頭 鏡  51 1 8 7 

静 脈 路 確 保  498 5 23 34 

うち静脈路確保（C P A 前）  97 3 2 6 

うち静脈路確保（C P A 後）  338 2 20 28 

うち静脈路確保（ブドウ糖）  63  1  

ア ド レ ナ リ ン 投 与 361 315 2 18 26 

ブ ド ウ 糖 投 与 62 61  1  

血 糖 測 定 265 258 2 2 3 

そ の 他 の 応 急 処 置 25,525 17,743 1,607 3,578 2,597 



☆ 過去５年間の救急出場件数と隊別出場件数状況 ☆

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

材

搬

送

そ

の

他

37,498 114 2 9 2,754 309 280 4,812 167 298 23,908 3,155 41 5 1,644

37,509 103 17 7 2,583 266 251 5,134 203 310 23,924 3,100 54 4 1,553

33,261 102 1 7 2,095 238 143 4,732 183 360 21,442 2,683 21 5 1,249

35,847 92 1 8 2,437 242 179 4,897 143 386 23,628 2,704 8 3 1,119

42,060 132 11 2,343 285 215 5,661 150 457 28,869 2,716 23 1 1,197

救急出場件数 3,366 10 196 21 14 423 15 44 2,372 212 59

搬送件数 2,587 3 158 20 14 349 10 34 1,787 212

搬送人員 2,596 3 161 20 14 349 10 34 1,793 212

救急出場件数 3,205 12 1 165 23 19 462 11 44 2,212 205 1 50

搬送件数 2,634 5 143 23 19 413 9 29 1,790 203

搬送人員 2,644 5 149 23 19 413 9 29 1,794 203

救急出場件数 1,908 9 1 133 21 12 233 2 21 1,348 72 56

搬送件数 1,625 3 1 125 21 12 213 2 13 1,163 72

搬送人員 1,631 3 1 131 21 12 213 2 13 1,163 72

救急出場件数 2,957 7 147 16 16 370 11 29 2,061 203 97

搬送件数 2,370 3 132 16 13 305 7 23 1,671 200

搬送人員 2,374 3 134 16 13 305 7 23 1,673 200

救急出場件数 2,842 7 1 166 15 24 356 7 39 1,915 226 14 72

搬送件数 2,469 2 1 151 15 23 316 5 33 1,699 224

搬送人員 2,483 2 1 159 15 23 316 5 33 1,702 227

救急出場件数 2,499 13 1 155 24 13 332 12 21 1,774 67 87

搬送件数 2,105 3 1 134 22 13 287 11 19 1,549 66

搬送人員 2,117 3 1 137 22 13 287 13 19 1,556 66

救急出場件数 3,326 14 148 14 8 478 15 39 2,245 232 133

搬送件数 2,609 3 127 14 6 397 8 29 1,794 231

搬送人員 2,617 3 131 14 6 399 8 29 1,796 231

救急出場件数 774 1 34 6 5 126 2 2 455 108 1 34

搬送件数 698 32 6 5 119 2 2 424 108

搬送人員 701 32 6 5 119 2 2 427 108

救急出場件数 1,558 8 2 92 10 17 217 9 12 1,054 95 2 40

搬送件数 1,365 1 83 9 14 203 5 11 944 95

搬送人員 1,380 2 89 9 14 203 5 11 950 97

救急出場件数 2,755 5 143 16 11 382 14 17 1,985 119 1 1 61

搬送件数 2,264 2 128 16 11 335 10 13 1,631 118

搬送人員 2,274 2 133 16 11 338 10 13 1,632 119

救急出場件数 2,833 9 128 8 18 351 10 23 1,917 268 3 98

搬送件数 2,284 2 115 8 18 302 7 15 1,553 264

搬送人員 2,291 2 118 8 18 303 7 15 1,554 266

救急出場件数 2,671 4 111 7 11 387 11 37 1,849 174 80

搬送件数 2,126 95 7 11 333 8 22 1,479 171

搬送人員 2,136 102 7 11 334 8 22 1,481 171

救急出場件数 2,411 6 147 22 8 310 9 36 1,677 110 1 85

搬送件数 1,925 1 125 22 5 265 4 28 1,365 110

搬送人員 1,938 1 135 22 5 265 4 28 1,368 110

救急出場件数 1,916 8 2 102 17 8 265 7 23 1,344 89 51

搬送件数 1,530 2 87 17 8 229 6 15 1,078 88

搬送人員 1,533 2 90 17 8 229 6 15 1,078 88

救急出場件数 2,145 3 127 20 3 294 6 16 1,493 137 46

搬送件数 1,799 114 19 3 264 4 9 1,246 137 3

搬送人員 1,811 125 19 3 265 4 10 1,245 137 3

救急出場件数 1,897 8 115 12 17 253 5 18 1,282 146 41

搬送件数 1,629 1 101 11 17 227 5 9 1,114 144

搬送人員 1,637 1 108 11 17 227 5 9 1,115 144

救急出場件数 1,016 2 1 78 6 5 131 1 15 629 103 45

搬送件数 897 69 6 5 121 8 588 100

搬送人員 900 70 6 5 121 8 590 100

救急出場件数 1,137 4 2 73 15 6 156 2 16 700 125 38

搬送件数 1,003 1 1 66 15 6 142 1 11 635 125

搬送人員 1,009 1 1 69 15 6 142 1 11 638 125

救急出場件数 589 2 47 9 90 1 3 404 16 17

搬送件数 530 44 8 87 1 1 373 16

搬送人員 531 45 8 87 1 1 373 16

救急出場件数 255 36 3 45 2 153 9 7

搬送件数 221 31 3 40 1 137 9

搬送人員 223 33 3 40 1 137 9

（令和４年中）

区  分

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

その他

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

相模原
１

相模原
２

田名

相原

淵野辺

緑が丘

上溝

南１

南２

新磯

城山

津久井

派出所

藤野

青根

大沼

相武台

上鶴間

北

大沢
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152 88 8 2 20 58 - 5 12 - - 47 110 15 3 26 66 62 4 - 58 133 2
131 71 15 2 11 43 - - 13 - - 47 113 25 6 19 63 94 15 4 75 191 4
166 92 11 4 17 60 - 4 20 - - 50 121 22 5 22 72 107 14 15 78 216 3

橋　本 7 6 1 - - 5 - - - - - 1 8 1 - - 7 14 6 2 6 22 -
大　沢 9 5 1 - 1 3 - 1 1 - - 2 9 4 - 1 4 4 - 1 3 12 -
城　山 7 2 1 - - 1 - 1 4 - - - 2 1 - - 1 1 - - 1 4 -
津久井 5 3 1 - - 2 - - 1 - - 1 3 1 - - 2 2 - - 2 3 -
相模湖 3 1 - - - 1 - - 1 - - 1 1 - - - 1 - - - - - -
藤　野 6 3 3 - - - - - - - - 3 12 8 1 1 2 1 1 - - 2 1
小　山 5 3 - - 1 2 - - 1 - - 1 3 - - 1 2 1 - 1 - 1 -
清　新 7 6 - 1 2 3 - - - - - 1 7 - 1 2 4 5 - 2 3 12 -
横　山 4 2 - - - 2 - - 2 - - - 2 - - - 2 2 - - 2 3 -
中　央 9 6 - - 2 4 - - - - - 3 9 - - 3 6 15 1 - 14 32 1
星が丘 2 2 - 1 - 1 - - - - - - 2 - 1 - 1 2 - 1 1 8 -
光が丘 1 1 - 1 - - - - - - - - 2 - 1 - 1 5 2 - 3 9 -
大野北 12 10 - 1 2 7 - - - - - 2 13 - 1 3 9 16 2 1 13 34 1
田　名 17 11 1 - 3 7 - - 3 - - 3 14 2 - 5 7 9 - 1 8 18 -
上　溝 7 2 1 - 1 - - - 1 - - 4 4 3 - 1 - 1 1 - - 2 -
大野中 6 4 - - - 4 - - 1 - - 1 4 - - - 4 2 - - 2 3 -
大野南 14 6 - - 1 5 - - 2 - - 6 7 - - 1 6 10 - 6 4 18 -
麻　溝 10 4 1 - - 3 - 1 - - - 5 4 1 - - 3 2 - - 2 5 -
新　磯 15 2 1 - - 1 - 1 2 - - 10 2 1 - - 1 1 - - 1 2 -
相模台 13 8 - - 2 6 - - - - - 5 8 - - 2 6 9 1 - 8 17 -
相武台 2 2 - - 1 1 - - - - - - 2 - - 1 1 4 - - 4 7 -
東　林 5 3 - - 1 2 - - 1 - - 1 3 - - 1 2 1 - - 1 2 -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
小計 64 43 2 4 11 26 - - 7 - - 14 56 5 4 15 32 56 6 6 44 119 2
相模原本署 18 12 - 1 4 7 - - 3 - - 3 16 - 1 5 10 17 1 3 13 37 -
田名分署 17 11 1 - 3 7 - - 3 - - 3 14 2 - 5 7 9 - 1 8 18 -
淵野辺分署 12 10 - 1 2 7 - - - - - 2 13 - 1 3 9 16 2 1 13 34 1
緑が丘分署 6 4 - 1 1 2 - - - - - 2 5 - 1 1 3 9 2 - 7 17 1
上溝分署 11 6 1 1 1 3 - - 1 - - 4 8 3 1 1 3 5 1 1 3 13 -
小計 65 29 2 - 5 22 - 2 6 - - 28 30 2 - 5 23 29 1 6 22 54 -
南本署 19 9 - - 3 6 - - 2 - - 8 10 - - 3 7 16 1 6 9 28 -
麻溝台分署 8 3 - - - 3 - - - - - 5 3 - - - 3 1 - - 1 1 -
新磯分署 18 4 1 - - 3 - 2 2 - - 10 4 1 - - 3 3 - - 3 7 -
東林分署 4 3 - - 1 2 - - 1 - - - 3 - - 1 2 1 - - 1 2 -
大沼分署 5 3 - - - 3 - - 1 - - 1 3 - - - 3 1 - - 1 2 -
相武台分署 4 3 1 - 1 1 - - - - - 1 3 1 - 1 1 4 - - 4 7 -
上鶴間分署 7 4 - - - 4 - - - - - 3 4 - - - 4 3 - - 3 7 -
小計 23 13 3 - 1 9 - 2 5 - - 3 19 6 - 1 12 19 6 3 10 38 -
北本署 2 1 - - - 1 - - - - - 1 1 - - - 1 - - - - - -
大沢分署 8 5 1 - 1 3 - 1 1 - - 1 9 4 - 1 4 4 - 1 3 12 -
相原分署 6 5 1 - - 4 - - - - - 1 7 1 - - 6 14 6 2 6 22 -
城山分署 7 2 1 - - 1 - 1 4 - - - 2 1 - - 1 1 - - 1 4 -
小計 14 7 4 - - 3 - - 2 - - 5 16 9 1 1 5 3 1 - 2 5 1
津久井本署 6 4 1 - - 3 - - - - - 2 4 1 - - 3 2 - - 2 3 -
藤野分署 7 3 3 - - - - - 1 - - 3 12 8 1 1 2 1 1 - - 2 1
青根分署 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
鳥屋出張所 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
119・固定 19 11 3 2 1 5 - 1 2 - - 5 15 5 2 1 7 14 4 1 9 24 -
加入・固定 7 4 1 - - 3 - - 1 - - 2 11 6 1 1 3 3 1 - 2 5 -
警察電話 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
駆け付け - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
事後聞知 48 31 - - 1 30 - - 3 - - 14 31 - - 1 30 20 - - 20 45 2
その他 3 2 - - - 2 - - - - - 1 2 - - - 2 1 - - 1 2 -
119・携帯 88 44 7 2 15 20 - 3 14 - - 27 61 11 2 19 29 69 9 14 46 140 1
加入・携帯 1 - - - - - - - - - - 1 1 - - - 1 - - - - - -

その他

津
久
井
署

覚
知
別

署
　
　
　
　
　
　
別

市
行
政
区
分
別

相
模
原
署

焼  損  棟  数
全

損

半

損

総

計

令和3年

そ

の

他

林

野

小

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

☆地区別・署別・覚知別の火災☆

南
署

北
署

全

焼

半

焼

部

分

焼

緑
区

中
央
区

南
区

死

者

ぼ

や

総

計

小

損

罹

災

人

員

建 物 火 災 車

両

船

舶

航

空

機

火      災      件      数

令和4年

爆

発

ぼ

や

総

数

区　　分

令和2年

罹 災 世 帯 数
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35 1,115 555 98 462 - 15 88,228 80,578 60,356 20,222 10 6,164 - 1,476 -
19 1,791 1,602 95 93 1 - 228,366 217,783 156,184 61,599 - 3,392 - 7,191 -
35 2,586 1,832 169 584 1 17 142,221 137,509 104,962 32,547 - 3,746 - 966 -
1 110 110 - - - - 39,054 38,971 37,281 1,690 - 81 - 2 -
- 77 62 - 15 - 8 824 785 278 507 - 39 - - -
- 48 47 - - 1 1 1,447 466 431 35 - 973 - 8 -
1 11 11 - - - - 536 233 61 172 - 300 - 3 -
- - - - - - - 3,660 3,600 - 3,600 - 60 - - -
- 796 796 - - - - 16,524 16,427 13,598 2,829 - 22 - 75 -
- 13 - - 13 - - 585 525 496 29 - 60 - - -
1 49 - 26 23 - - 4,905 4,903 3,423 1,480 - - - 2 -
1 - - - - - - 712 2 - 2 - 710 - - -
5 72 - - 72 - - 2,708 2,707 2,366 341 - - - 1 -
1 50 - 50 - - - 1,861 1,861 1,553 308 - - - - -
2 23 - 23 - - - 611 611 544 67 - - - - -
4 210 - 70 140 - - 17,412 17,409 16,385 1,024 - - - 3 -
6 555 514 - 41 - - 15,527 14,418 3,776 10,642 - 1,068 - 41 -
1 254 184 - 70 - - 17,730 17,714 15,572 2,142 - 1 - 15 -
1 - - - - - - 442 279 23 256 - 163 - - -
5 45 - - 45 - - 2,736 2,577 863 1,714 - 118 - 41 -
1 52 52 - - - 7 571 397 366 31 - - - 174 -
1 56 56 - - - 1 5,330 5,255 1,140 4,115 - 52 - 23 -
1 116 - - 116 - - 7,055 6,623 5,538 1,085 - - - 432 -
1 37 - - 37 - - 814 814 706 108 - - - - -
2 12 - - 12 - - 1,177 932 562 370 - 99 - 146 -
- - - - - - - - - - - - - - - -
21 1,226 698 169 359 - - 62,051 60,150 44,115 16,035 - 1,839 - 62 -
6 119 - 26 93 - - 8,734 7,962 6,192 1,770 - 770 - 2 -
6 555 514 - 41 - - 15,527 14,418 3,776 10,642 - 1,068 - 41 -
4 210 - 70 140 - - 17,412 17,409 16,385 1,024 - - - 3 -
3 38 - 23 15 - - 785 784 637 147 - - - 1 -
2 304 184 50 70 - - 19,593 19,577 17,125 2,452 - 1 - 15 -
12 318 108 - 210 - 8 18,125 16,877 9,198 7,679 - 432 - 816 -
5 161 - - 161 - - 9,980 9,412 6,399 3,013 - 118 - 450 -
1 - - - - - - 216 27 - 27 - - - 189 -
1 52 52 - - - 8 431 371 366 5 - 52 - 8 -
2 12 - - 12 - - 1,177 932 562 370 - 99 - 146 -
1 - - - - - - 189 26 23 3 - 163 - - -
1 93 56 - 37 - - 6,068 6,068 1,846 4,222 - - - - -
1 - - - - - - 64 41 2 39 - - - 23 -
1 235 219 - 15 1 9 41,325 40,222 37,990 2,232 - 1,093 - 10 -
- - - - - - - 9 9 - 9 - - - - -
- 77 62 - 15 - 8 824 785 278 507 - 39 - - -
1 110 110 - - - - 39,045 38,962 37,281 1,681 - 81 - 2 -
- 48 47 - - 1 1 1,447 466 431 35 - 973 - 8 -
1 807 807 - - - - 20,720 20,260 13,659 6,601 - 382 - 78 -
1 11 11 - - - - 3,836 3,833 61 3,772 - - - 3 -
- 796 796 - - - - 16,584 16,427 13,598 2,829 - 82 - 75 -
- - - - - - - - - - - - - - - -
- - - - - - - 300 - - - - 300 - - -
4 404 259 49 96 - 1 24,981 24,848 18,752 6,096 - 99 - 34 -
- 695 695 - - - - 15,158 15,100 12,403 2,697 - 50 - 8 -
- - - - - - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - - - - - -
5 1 - - - 1 - 5,597 4,487 340 4,147 - 1,063 - 47 -
- - - - - - - 17 17 11 6 - - - - -
26 1,486 878 120 488 - 16 96,468 93,057 73,456 19,601 - 2,534 - 877 -
- - - - - - - - - - - - - - - -

爆

発

総

額

そ

の

他

建　 物

小
 
計

建
築
物

内
容
物

ぼ
や

建　 物 （㎡）
負

傷

者

（令和4年中）

焼　 損　 面 　積
林

野

(a)

損　　害　　額　（千円）
林

野

車

両

船

舶

航

空

機

総
 
計

半
 
焼

部
分
焼

全
 
焼
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☆月別・時刻別・曜日別の火災☆

166 92 11 4 17 60 - 4 20 - - 50 121 22 5 22 72 107 14 15 78

１月 24 11 - - 3 8 - 2 1 - - 10 11 - - 3 8 11 1 - 10

２月 17 9 1 - - 8 - - 4 - - 4 12 3 - - 9 7 1 - 6

３月 21 13 4 1 - 8 - 1 1 - - 6 19 7 1 - 11 19 6 3 10

４月 12 6 - 1 1 4 - - 1 - - 5 6 - 1 1 4 6 - 1 5

５月 6 3 2 - 1 - - - 1 - - 2 3 2 - 1 - 2 - - 2

６月 11 9 2 - 2 5 - 1 1 - - - 13 3 - 4 6 4 - 1 3

７月 10 5 - - 2 3 - - 2 - - 3 7 - - 3 4 12 1 1 10

８月 9 4 - - 1 3 - - 1 - - 4 4 - - 1 3 4 - - 4

９月 16 6 - 1 - 5 - - 4 - - 6 7 - 1 - 6 3 - 1 2

１０月 10 5 1 - 1 3 - - - - - 5 6 1 - 1 4 4 1 - 3

１１月 16 11 - - 4 7 - - 3 - - 2 11 - - 4 7 14 - 8 6

１２月 14 10 1 1 2 6 - - 1 - - 3 22 6 2 4 10 21 4 - 17

６～　７時 3 3 1 - 1 1 - - - - - - 3 1 - 1 1 1 - - 1

７～　８ 2 2 1 - 1 - - - - - - - 3 1 - 1 1 2 - 1 1

８～　９ 8 5 - - 1 4 - - 1 - - 2 8 - - 2 6 10 1 - 9

９～　１０ 11 7 2 - 3 2 - - 1 - - 3 8 2 - 3 3 6 - - 6

１０～１１ 7 4 1 - - 3 - - 1 - - 2 7 2 - 2 3 1 - - 1

１１～１２ 10 4 1 - 1 2 - - 2 - - 4 6 1 - 1 4 15 6 3 6

１２～１３ 8 5 - - - 5 - - 1 - - 2 5 - - - 5 4 - - 4

１３～１４ 14 8 1 - 2 5 - 1 2 - - 3 13 4 - 3 6 20 1 6 13

１４～１５ 8 4 - - 1 3 - - 1 - - 3 4 - - 1 3 2 - - 2

１５～１６ 8 2 - 1 - 1 - 1 2 - - 3 3 - 1 - 2 6 2 - 4

１６～１７ 15 6 1 - 2 3 - 1 3 - - 5 6 1 - 2 3 7 2 - 5

１７～１８ 11 10 - 1 1 8 - - - - - 1 11 - 1 1 9 7 - 2 5

１８～１９ 3 2 1 - - 1 - - - - - 1 4 3 - - 1 1 1 - -

１９～２０ 11 4 - 1 - 3 - - 2 - - 5 5 - 1 - 4 3 - 1 2

２０～２１ 8 4 - - 1 3 - 1 1 - - 2 5 - - 1 4 3 - 1 2

２１～２２ 6 3 - - - 3 - - 1 - - 2 3 - - - 3 2 - - 2

２２～２３ 4 4 1 - 2 1 - - - - - - 4 1 - 2 1 3 - - 3

２３～２４ 5 - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - -

０～１ 6 3 - - - 3 - - - - - 3 3 - - - 3 2 - - 2

１～２ 1 1 - - - 1 - - - - - - 1 - - - 1 1 - - 1

２～３ 1 1 - - - 1 - - - - - - 1 - - - 1 - - - -

３～４ 5 3 - - 1 2 - - 2 - - - 4 - - 1 3 5 - - 5

４～５ 6 5 1 1 - 3 - - - - - 1 12 6 2 1 3 5 1 1 3

５～６ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

不明 5 2 - - - 2 - - - - - 3 2 - - - 2 1 - - 1

日 曜 日 17 10 1 2 2 5 - 1 2 - - 4 17 3 2 3 9 22 4 1 17

月 曜 日 23 14 2 1 3 8 - - 2 - - 7 19 3 1 6 9 17 2 2 13

火 曜 日 27 14 1 - 3 10 - 2 6 - - 5 17 1 - 3 13 13 - 2 11

水 曜 日 21 13 2 - 1 10 - - 1 - - 7 17 5 - 1 11 11 - 6 5

木 曜 日 23 11 2 - 4 5 - - 6 - - 6 13 2 - 4 7 22 7 3 12

金 曜 日 30 18 3 1 3 11 - - 2 - - 10 25 8 2 4 11 14 1 1 12

土 曜 日 21 11 - - 1 10 - 1 1 - - 8 12 - - 1 11 8 - - 8

不明 4 1 - - - 1 - - - - - 3 1 - - - 1 - - - -

総

数

昼
　
　
　
　
間

車

両

半

焼

曜
　
日
　
別

総　　　計

月
　
　
　
　
　
別

小

計

区　　分

時
　
　
　
　
刻
　
　
　
　
別

夜
　
　
　
　
間

小

損

ぼ

や

建 物 火 災 林

野

全

焼

船

舶

航

空

機

そ

の

他

火      災      件      数 焼  損  棟  数 罹 災 世 帯 数
半

損

ぼ

や

爆

発

部

分

焼

総

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

総

計

全

損
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（令和４年中）

216 3 35 2,586 1,832 169 584 1 17 142,221 137,509 104,962 32,547 - 3,746 - 966 -

18 - 3 198 - - 198 - 8 3,717 3,692 1,987 1,705 - 24 - 1 -

14 1 2 184 184 - - - - 21,169 19,701 14,910 4,791 - 1,300 - 168 -

36 - 3 332 306 26 - - 8 39,982 39,812 37,877 1,935 - 153 - 17 -

11 - 1 65 - 50 15 - - 2,078 2,005 1,627 378 - 60 - 13 -

3 - 1 78 58 - 20 - - 5,617 5,389 4,871 518 - 60 - 168 -

8 - 1 583 570 - 13 - 1 11,225 10,896 3,771 7,125 - 298 - 31 -

36 - 4 72 - - 72 - - 3,860 3,177 2,483 694 - 579 - 104 -

5 - 3 37 - - 37 - - 1,330 834 713 121 - 480 - 16 -

5 1 2 70 - 70 - - - 13,132 13,099 12,944 155 - 29 - 4 -

8 1 3 74 19 - 55 - - 2,039 1,621 1,531 90 - 15 - 403 -

31 - 9 90 - - 89 1 - 10,502 9,779 6,210 3,569 - 700 - 23 -

41 - 3 803 695 23 85 - - 27,570 27,504 16,038 11,466 - 48 - 18 -

1 - - 126 56 - 70 - - 7,194 7,194 1,857 5,337 - - - - -

5 - - 91 82 - 9 - - 1,652 1,645 1,327 318 - 7 - - -

22 - - 85 - - 85 - - 7,473 7,415 3,099 4,316 - 50 - 8 -

8 - 2 99 30 - 69 - - 10,527 10,409 2,261 8,148 - 75 - 43 -

4 - 2 514 514 - - - - 5,109 4,669 2,131 2,538 - 410 - 30 -

26 - - 123 110 - 13 - - 39,502 39,359 37,761 1,598 - 133 - 10 -

13 - 3 - - - - - - 70 10 2 8 - 60 - - -

42 1 8 164 62 - 102 - 8 6,110 5,110 3,091 2,019 - 985 - 15 -

2 - 3 - - - - - - 597 181 39 142 - 416 - - -

10 - 2 23 - 23 - - 7 1,408 628 555 73 - 780 - - -

15 - 3 203 52 - 151 - 1 2,239 2,196 1,613 583 - 24 - 19 -

16 - 2 49 - 26 23 - - 4,946 4,946 3,416 1,530 - - - - -

2 - 2 184 184 - - - - 16,033 16,033 14,855 1,178 - - - - -

5 - - 50 - 50 - - - 2,278 1,867 1,555 312 - 405 - 6 -

10 - - 15 - - 15 - 1 1,204 852 286 566 - 24 - 328 -

4 - 1 - - - - - - 417 171 11 160 - 99 - 147 -

5 - 2 74 47 - 27 - - 1,253 1,253 811 442 - - - - -

- - - - - - - - - 295 - - - - - - 295 -

4 - 2 - - - - - - 82 36 23 13 - - - 46 -

2 - 1 - - - - - - 53 53 38 15 - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

7 - 2 20 - - 20 - - 5,433 5,137 4,630 507 - 278 - 18 -

12 1 - 766 695 70 - 1 - 28,314 28,314 25,577 2,737 - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 1 - - - - - - - 32 31 24 7 - - - 1 -

42 2 7 362 184 93 85 - 8 41,982 41,485 31,444 10,041 - 486 - 11 -

35 - 3 788 596 26 166 - - 11,025 9,815 5,910 3,905 - 1,178 - 32 -

32 - 6 105 52 - 53 - 8 7,689 5,962 3,998 1,964 - 1,381 - 346 -

18 1 5 126 81 - 45 - - 8,066 7,582 2,074 5,508 - 330 - 154 -

44 - 5 312 157 - 154 1 - 48,411 47,935 44,689 3,246 - 297 - 179 -

30 - 4 861 762 50 49 - - 24,202 24,120 16,445 7,675 - 51 - 31 -

15 - 5 32 - - 32 - 1 842 607 400 207 - 23 - 212 -

- - - - - - - - - 4 3 2 1 - - - 1 -

建　 物 （㎡） 爆

発

建
築
物

内
容
物

小
 
計

負

傷

者

建　 物 林

野

焼　 損　 面 　積 損　　害　　額　（千円）
車

両

船
舶
・
航
空
機

そ

の

他

林

野

(a)

総

額

総
 
計

全
 
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
や

罹

災

人

員

死
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件数
損害額

(千円）
件数

焼損面積

（㎡）

損害額

（千円）
件数

焼損
面積

（a）

損害額

（千円）
件数

損害額

(千円）

合        計 166 142,221 92 2,586 137,509 4 17 - 20 3,746

た ば こ 30 23,662 16 235 23,637 2 9 - 1 24

こ ん ろ 9 999 9 12 999 - - - - -

か ま ど - - - - - - - - - -

風 呂 か ま ど - - - - - - - - - -

炉 1 6 1 - 6 - - - - -

焼 却 炉 1 - - - - - - - - -

ス ト ー ブ 6 17,321 6 203 17,275 - - - - 15

こ た つ - - - - - - - - - -

ボ イ ラ ー 1 338 1 32 338 - - - - -

煙 突 ・ 煙 道 - - - - - - - - - -

排 気 管 5 898 - - - - - - 5 890

電 気 機 器 15 766 8 1 423 - - - 4 127

電 気 装 置 3 199 1 - 35 - - - 2 164

電灯・電話等の配線 4 62 3 - 62 - - - - -

内 燃 機 関 2 970 - - - - - - 2 970

配 線 器 具 7 7,327 7 181 7,327 - - - - -

火 あ そ び 4 1,398 2 9 1,398 - - - - -

マッチ・ライター 4 411 2 47 180 - - - 1 230

た き 火 6 80 1 62 42 1 7 - - 15

溶 接 機 ・ 切 断 機 2 7,949 2 - 7,949 - - - - -

灯 火 1 253 1 - 253 - - - - -

衝 突 の 火 花 1 - 1 - - - - - - -

取 灰 3 14,949 1 695 14,946 - - - - -

火 入 れ 1 - - - - - - - - -

放 火 27 47,386 5 193 46,138 1 1 - 2 596

放 火 の 疑 い - - - - - - - - - -

そ の 他 28 16,530 23 834 16,251 - - - 1 248

不 明 5 717 2 82 250 - - - 2 467

☆原因別・月別の火災発生状況☆

区  分

総  計 建  物 林  野 車  両
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（令和４年中）

爆  発

件数
損害額

（千円）

損害額

(千円）
合計

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

- 50 966 - 166 24 17 21 12 6 11 10 9 16 10 16 14

- 11 1 - 30 3 2 2 1 2 3 2 1 6 3 - 5

- - - - 9 2 - - 1 - 1 1 - 1 - 3 -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 1 - - - - - - - - 1 - - -

- 1 - - 1 - - - - - - - 1 - - - -

- - 31 - 6 1 1 3 - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 1 1 - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 8 - 5 - 1 1 - 1 - - 1 1 - - -

- 3 216 - 15 1 1 - 2 1 2 - 2 2 1 2 1

- - - - 3 - - - - - - 1 - 1 - - 1

- 1 - - 4 1 1 1 - - - - - 1 - - -

- - - - 2 - 1 - - - - - - - - 1 -

- - - - 7 1 2 - - - 1 - - - 1 1 1

- 2 - - 4 - - 1 1 - - - - - 1 1 -

- 1 1 - 4 1 - - - 1 - - - - - 2 -

- 4 23 - 6 1 1 3 - - - - - - - - 1

- - - - 2 - - - - - - - - - - - 2

- - - - 1 - - - - - 1 - - - - - -

- - - - 1 - - - - - - - - 1 - - -

- 2 3 - 3 1 1 - - - - - - - - - 1

- 1 - - 1 - - - - - - - - - - 1 -

- 19 652 - 27 7 2 5 4 - - 4 - - 2 3 -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- 4 31 - 28 4 4 4 2 1 3 2 3 1 1 1 2

- 1 - - 5 - - 1 1 - - - 1 1 - 1 -

船
舶
・
航
空
機

その他 月別の状況
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（令和４年中）

全焼 半焼 部分焼 ぼや
住宅 23 4 3 4 15 389 1 6 38,662
併用住宅 1 - - - 1 - - 1 -
共同住宅 28 1 1 10 24 460 1 16 55,355
劇場 - - - - - - - - -
公会堂 - - - - - - - - -
キャバレー - - - - - - - - -
遊技場 - - - - - - - - -
料理店 - - - - - - - - -
飲食店 1 - - - 1 - - - -
物品販売店舗 1 - - - 1 - - - 110
旅館 - - - - - - - - -
病院 - - - - - - - - -
社会福祉施設 2 - - - 2 - - 1 3
幼稚園 - - - - - - - - -
学校 3 - - - 3 - - - 39
図書館 - - - - - - - - -
特殊浴場 - - - - - - - - -
公衆浴場 - - - - - - - - -
停車場 - - - - - - - - -
神社・寺院　等 - - - - - - - - -
工場 13 2 - 2 11 133 - 1 13,585
スタジオ - - - - - - - - -
駐車場 - - - - - - - - -
航空機格納庫 - - - - - - - - -
倉庫 4 4 - 2 1 617 - - 10,099
事務所 - - - - - - - - -
複合用途（特定） 8 - - 3 6 178 - 3 4,125
複合用途(非特定) 2 - - - 2 - - 1 174
地下街 - - - - - - - - -
準地下街 - - - - - - - - -
文化財 - - - - - - - - -
その他 6 11 1 1 3 809 - 1 15,357
合計 92 22 5 22 70 2,586 2 30 137,509

損 害 額
（千円）

 ☆建物用途別火災発生状況☆

火  災
件  数

建築物用途
焼失面積
(㎡)

死者
(人)

負傷者
(人)

焼  損  棟  数
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（令和４年中）

区　　分
総
　
計

住
　
宅

併
用
住
宅

共
同
住
宅

公
会
堂

飲
食
店

物
品
販
売
店
舗

旅
　
館

病
　
院

学
　
校

社
会
福
祉
施
設

工
　
場

倉
　
庫

事
務
所

複
合
用
途
（
特
）

複
合
用
途
（

非
特
）

そ
の
他

火 災 件 数 92 23 1 28 - 1 1 - - 3 2 13 4 - 8 2 6

た ば こ 16 3 - 10 - - - - - - - - - - 2 1 -

こ ん ろ 9 2 - 5 - - - - - - - - - - 2 - -

か ま ど - - - - - - - - - - - - - - - - -

風 呂 か ま ど - - - - - - - - - - - - - - - - -

炉 1 - - - - - - - - - - 1 - - - - -

焼 却 炉 - - - - - - - - - - - - - - - - -

ス ト ー ブ 6 3 - 2 - - - - - - - 1 - - - - -

こ た つ - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボ イ ラ ー 1 - - - - - - - - - - 1 - - - - -

煙 突 ・ 煙 道 - - - - - - - - - - - - - - - - -

排 気 管 - - - - - - - - - - - - - - - - -

電 気 機 器 8 3 - 2 - - 1 - - - 2 - - - - - -

電 気 装 置 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - -

電灯・電話等の配線 3 1 - 1 - - - - - - - - - - 1 - -

内 燃 機 関 - - - - - - - - - - - - - - - - -

配 線 器 具 7 2 - 1 - - - - - - - 1 1 - 1 - 1

火 あ そ び 2 1 - - - - - - - 1 - - - - - - -

マッチ・ライター 2 - 1 - - - - - - - - - 1 - - - -

た き 火 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1

溶 接 機 ・ 切 断 機 2 - - - - - - - - - - 1 - - - - 1

灯 火 1 1 - - - - - - - - - - - - - - -

衝 突 の 火 花 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1

取 灰 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1

火 入 れ - - - - - - - - - - - - - - - - -

放 火 5 1 - 3 - - - - - - - - - - - 1 -

放 火 の 疑 い - - - - - - - - - - - - - - - - -

そ の 他 23 6 - 4 - 1 - - - 1 - 7 2 - 1 - 1

不 明 2 - - - - - - - - - - 1 - - 1 - -

☆建物用途別出火原因☆
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1 ２月 建物 共同住宅 1 1 1 - 0 28

2 ３月 建物 共同住宅 12 20 - - 110 38,929

3 ９月 建物 住宅 1 1 1 - 70 13,067

4 １０月 その他 - - - 1 - - 1

5 １０月 建物 共同住宅 1 3 - 3 55 364

6 １１月 建物 共同住宅 6 10 - 3 45 2,515

１　死者１人以上発生したもの

２　負傷者が３人以上発生したもの

３　建物焼損面積１，０００㎡以上のもの

４　損害額３，０００万円以上のもの

り災世帯
(世帯)

り災人員
（人）

整
理
番
号

出火月
損害額
（千円）

火災種別

☆令和４年中の主な火災☆

※主な火災とは

火元用途
死者数
（人）

負傷者数
（人）

焼損面積
（㎡）
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8,580 8,341 239 1,174 57

小 計 1,485 1,450 35 218 19

橋 本 1,057 1,024 33 108 10

大 沢 185 183 2 20 1

城 山 94 94 － 16 3

津 久 井 71 71 － 27 3

相 模 湖 35 35 － 16 0

藤 野 43 43 － 31 2

小 計 3,623 3,511 112 483 15

小 山 318 292 26 47 1

横 山 196 196 0 13 0

清 新 624 597 27 102 4

中 央 824 796 28 108 7

星 が 丘 269 267 2 42 1

光 が 丘 103 103 0 15 0

大 野 北 868 847 21 105 1

上 溝 223 217 6 28 0

田 名 198 196 2 23 1

小 計 3,472 3,380 92 473 23

大 野 中 493 484 9 63 5

大 野 南 1,217 1,149 68 179 10

麻 溝 138 137 1 35 2

新 磯 24 24 0 6 1

相 模 台 617 612 5 65 2

相 武 台 346 346 0 25 1

東 林 637 628 9 100 2

8,580 8,341 239 1,174 57

小 計 3,623 3,511 112 483 15

本 署 1,659 1,578 81 240 10

田 名 分 署 199 197 2 23 1

淵 野 辺 分 署 839 818 21 101 1

緑 が 丘 分 署 517 515 2 71 3

上 溝 分 署 409 403 6 48 0

小 計 3,472 3,380 92 473 23

本 署 917 882 35 131 6

麻 溝 台 分 署 336 335 1 46 0

新 磯 分 署 117 117 0 23 3

東 林 分 署 531 524 7 82 2

大 沼 分 署 419 410 9 53 4

相 武 台 分 署 489 487 2 43 2

上 鶴 間 分 署 663 625 38 95 6

小 計 1,336 1,301 35 144 14

本 署 668 643 25 79 7

大 沢 分 署 185 183 2 20 1

相 原 分 署 389 381 8 29 3

城 山 分 署 94 94 0 16 3

小 計 149 149 0 74 5

本 署 72 72 0 29 3

藤 野 分 署 45 45 0 31 2

青 根 分 署 3 3 0 1 0

鳥 屋 出 張 所 29 29 0 13 0

☆防火対象物の地区別・署別・中高層建築物の状況☆

（令和５．４．１）

地 区 別 ３ ～ 10 階

緑
区

地下２階以上

合計

　　     階層

地区別計

11 階

以 上

地 下

1 階

地下２階以上

合　　計

３ ～ 10 階
11 階

以 上

地 下

1 階

　　　　 階層

署別計
署 別

津
久
井
署

北

署

相

模

原

署

南

署

中
央
区

南
区
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イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場

ロ 公会堂、集会場

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

ロ 遊技場、ダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業

ニ カラオケ等

イ 待合、料理店の類

ロ 飲食店

4 百貨店、マーケット

イ 旅館、ホテル、宿泊所

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅

イ 病院、診療所、助産所

ロ 老人短期入所施設等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼稚園、特別支援学校

7 小、中、高等学校、大学、各種学校

8 図書館、博物館、美術館

イ
蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類す
る公衆浴場

ロ イに掲げるもの以外の公衆浴場

10
車両の停車場、船舶、航空機の発着場
(旅客の乗降又は待合いの用に供する建築
物)

11 神社、寺院、教会の類

イ 工場、作業場

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場

ロ 飛行機等の格納庫

14 倉庫

15 前各号に該当しない事業場

イ 特定用途部分を含む防火対象物

ロ イ以外の複合用途防火対象物

地下街

準地下街

17
重要文化財、重要民俗資料、史跡、重要
美術品等の建造物

18 アーケード

19 市町村長の指定する山林

20 総務省令で定める舟車

☆防火対象物の防火管理者状況☆

選

任

の

割

合

防

火

管

理

者

(令和５．４．１)

87.44,437 3,877

（％）

（

法

第

８

条

）

任

対

象

物

数

防

火

管

理

者

選

選

任

実

数

防

火

管

理

者

1
10

（

法

第

１

７

条

）

設

置

対

象

物

数

消

防

用

設

備

等

　　　　　　　区       　  　 分

　　　　　・・・は特定用途防火対象物

合                       計 21,670

68

100.0

55 53 96.4

4 4

2

－ － －

11 9 9

37

－ －

553 222 204 91.9

－

27 24 88.9

606 430 398 92.6

100.0

3
2 2 2 100.0

182

5
327 70 68

11,037

234

94.8

144

6

61 61

48 48

362

543

192

9
6 5 5

4

12 9 9

10 － － －

2 2 100.0

106 57 52 91.2

12
2,033 149 145

2

97.3

1,138

－ － －

335 304

100.0

－

883 39

16の3 － － －－

13
50 1 1

－

－16の2

16
1,058 754

－－

1,267

1,998

－

－ － －

－

71.3

224 192 85.7

－

－

－

1

6

－ －

2 2

－ －

－ －

90.7

82.1

100.0

32

100.0

97.9

100.0

100.0

141

－ －

75

299

224

97.1

1,039 951 91.5

100.0

253 92.5
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☆防火対象物の中高層別状況☆

8,580 8,341 63 36 26 63 51 1,174 51 6

イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場 3 3 － － － － － 1 － －

ロ 公会堂、集会場 19 19 － － － － － 8 1 －

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類 － － － － － － － － － －

ロ 遊技場、ダンスホール 16 16 － － － － － 3 1 －

ハ 性風俗関連特殊営業 － － － － － － － － － －

ニ カラオケ等 3 3 － － － － － － － －

イ 待合、料理店の類 1 1 － － － － － － － －

ロ 飲食店 32 32 － － － － － 13 1 －

4 百貨店、マーケット 46 46 － － － － － 19 1 －

イ 旅館、ホテル、宿泊所 52 49 1 － － 2 17 1 －

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 4,829 4,639 49 28 21 52 40 440 21 －

イ 病院、診療所、助産所 86 85 － － － 1 － 22 － －

ロ 老人短期入所施設等 110 110 － － － － － 14 － －

ハ 老人デイサービスセンター等 61 61 － － － － － 12 － －

ニ 幼稚園、特別支援学校 15 15 － － － － － 6 － －

7 小、中、高等学校、大学、各種学校 273 273 － － － － － 41 1 －

8 図書館、博物館、美術館 2 2 － － － － － 2 2 －

イ
蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類す
る公衆浴場

－ － － － － － － 1 － －

ロ イに掲げるもの以外の公衆浴場 － － － － － － － － － －

10
車両の停車場、船舶、航空機の発着場
(旅客の乗降又は待合いの用に供する建築
物)

1 1 － － － － － － － －

11 神社、寺院、教会の類 14 14 － － － － － 9 － －

イ 工場、作業場 336 336 － － － － － 42 1 －

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ － － － － － － － － － －

イ 自動車車庫、駐車場 8 8 － － － － － 1 － －

ロ 飛行機等の格納庫 － － － － － － － － － －

14 倉庫 103 103 － － － － － 6 － －

15 前各号に該当しない事業場 398 398 － － － － － 114 7 2

イ 特定用途部分を含む防火対象物 1,254 1,223 5 5 4 7 10 278 12 2

ロ イ以外の複合用途防火対象物 918 904 8 3 1 1 1 125 2 2

地下街 － － － － － － － － － －

準地下街 － － － － － － － － － －

17
重要文化財、重要民俗資料、史跡、重要
美術品等の建造物

－ － － － － － － － － －

18 アーケード － － － － － － － － － －

19 市町村長の指定する山林 － － － － － － － － － －

20 総務省令で定める舟車 － － － － － － － － － －

(令和５．４．１)

地下

３階

以上

中高層別

１１

階

地下

２階

１５

階

以上

6

5

１２

階

　　　　　　　区       　  　 分

　　　　　・・・は特定用途防火対象物

合                       計

3

１４

階

地下

１階
計

３ ～

１０階

1

2

１３

階

9

16の3

12

13

16

16の2
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8,580 1,659 199 839 517 409

イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場 3       -    -    -    1    1    

ロ 公会堂、集会場 19      4    -    2    -    -    

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類 -       -    -    -    -    -    

ロ 遊技場、ダンスホール 16      3    -    4    -    -    

ハ 性風俗関連特殊営業 -       -    -    -    -    -    

ニ カラオケ等 3       1    -    -    -    -    

イ 待合、料理店の類 1       -    -    -    -    -    

ロ 飲食店 32      8    -    -    2    2    

4 百貨店、マーケット 46      13   -    3    2    4    

イ 旅館、ホテル、宿泊所 52      14   -    7    1    3    

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 4,829   894  61   500  244  233  

イ 病院、診療所、助産所 86      13   3    6    2    4    

ロ 老人短期入所施設等 110     19   4    5    5    11   

ハ 老人デイサービスセンター等 61      9    1    5    9    6    

ニ 幼稚園、特別支援学校 15      2    -    2    1    -    

7 小、中、高等学校、大学、各種学校 273     15   10   30   21   16   

8 図書館、博物館、美術館 2       -    -    -    1    -    

イ 蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類する公衆浴場 -       -    -    -    -    -    

ロ イに掲げるもの以外の公衆浴場 -       -    -    -    -    -    

10
車両の停車場、船舶、航空機の発着場
(旅客の乗降又は待合いの用に供する建築物)

1       1    -    -    -    -    

11 神社、寺院、教会の類 14      3    -    1    1    2    

イ 工場、作業場 336     68   59   24   1    9    

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ -       -    -    -    -    -    

イ 自動車車庫、駐車場 8       3    -    1    -    -    

ロ 飛行機等の格納庫 -       -    -    -    -    -    

14 倉庫 103     20   20   5    15   11   

15 前各号に該当しない事業場 398     115  13   24   36   16   

イ 特定用途部分を含む複合用途防火対象物 1,254   269  9    127  99   49   

ロ イ以外の複合用途防火対象物 918     185  19   93   76   42   

地下街 -       -    -    -    -    -    

準地下街 -       -    -    -    -    -    

17 重要文化財、重要民俗資料、史跡、重要美術品等の建造物 -       -    -    -    -    -    

18 アーケード -       -    -    -    -    -    

19 市町村長の指定する山林 -       -    -    -    -    -    

20 総務省令で定める舟車 -       -    -    -    -    -    

12

13

合　　計

3

2

16の3

6

1

5

16の2

9

☆署別・防火対象物別中高層建築物の状況☆

　　　　　　　区       　  　 分

           ・・・は特定用途防火対象物

本

署

淵

野

辺

分

署

緑

が

丘

分

署

16

相 模 原 署

田

名

分

署

対

象

物

合

計

上

溝

分

署
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917 336 117 531 419 489 663 668 185 389 94 72 45 3 29

-    -    1    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

2    -    -    -    4    1    -    2 -    1 1 -    2 -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

1    -    -    2    2    1    1    1 1 -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    1    -    -    1 -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    1 -    -    -    -    -    

4    -    1    5    -    -    3    5 -    1 -    1 -    -    -    

3    1    1    2    8    1    4    2 -    1 -    1 -    -    -    

-    2    1    -    1    -    10   4 2 -    -    1 6 -    -    

576  167  47   307  234  368  426  392 129 187 48 12 4 -    -    

7    13   3    5    7    2    4    4 3 4 2 4 -    -    -    

9    2    11   2    7    5    6    2 5 4 3 4 4 1 1

6    3    1    -    2    2    6    5 -    3 -    1 1 1 -    

-    1    1    2    1    2    -    -    2 -    -    1 -    -    -    

34   44   6    10   8    10   13   6 13 8 9 9 3 -    8

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    1 -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

1    -    1    -    -    1    2    -    -    -    2 -    -    -    -    

-    27   4    -    19   -    3    11 8 79 5 5 6 -    8

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

1    1    -    -    -    -    -    -    -    1 -    -    -    -    1

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

1    4    2    -    5    -    5    2 1 7 -    3 -    -    2

27   8    12   9    25   7    21   30 4 27 8 9 5 -    2

167  36   17   108  56   52   80   116 13 25 8 12 9 1 1

78   27   8    79   39   37   79   85 4 40 8 9 4 -    6

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

-    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    -    

（令和５．４．１）

相

原

分

署

大

沢

分

署

相

武

台

分

署

本

署

本

署

大

沼

分

署

本

署

麻

溝

台

分

署

鳥

屋

出

張

所

津久井署

城

山

分

署

青

根

分

署

藤

野

分

署

新

磯

分

署

上

鶴

間

分

署

南 署 北 署

東

林

分

署
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21,670 546 176 1,992 427 3,644 396 3,369 11,120

小 計 8,645 142 77 789 177 1,561 171 1,512 4,216

本 署 3,206 63 43 308 43 683 76 565 1,425

田 名 分 署 1,161 10 4 68 22 201 12 275 569

淵 野 辺 分 署 1,800 29 8 155 32 365 16 255 940

緑 が 丘 分 署 1,272 22 11 148 45 155 38 178 675

上 溝 分 署 1,206 18 11 110 35 157 29 239 607

小 計 7,759 176 71 578 109 1,401 105 958 4,361

本 署 1,779 29 26 129 26 317 22 197 1,033

麻 溝 台 分 署 933 41 11 55 13 241 10 135 427

新 磯 分 署 698 17 3 72 8 40 18 78 462

東 林 分 署 1,075 11 17 70 21 134 7 131 684

大 沼 分 署 1,082 42 3 95 16 230 12 132 552

相 武 台 分 署 846 7 6 60 6 202 9 98 458

上 鶴 間 分 署 1,346 29 5 97 19 237 27 187 745

小 計 3,881 85 15 266 107 545 97 702 2,064

本 署 1,234 20 11 105 32 193 36 210 627

大 沢 分 署 745 22 3 41 25 97 28 143 386

相 原 分 署 1,340 30 0 74 24 186 18 292 716

城 山 分 署 562 13 1 46 26 69 15 57 335

小 計 1,385 143 13 359 34 137 23 197 479

本 署 641 131 0 97 21 61 13 89 229

藤 野 分 署 282 6 13 77 6 29 5 52 94

青 根 分 署 162 2 0 148 1 0 0 6 5

鳥 屋 出 張 所 300 4 0 37 6 47 5 50 151

３

種

Ａ

津
久
井
署

北

署

合　　計

相

模

原

署

南

署

署 別

☆署別・種別対象物数☆

３

種

Ｂ

定

期

点

検

１

号

定

期

点

検

２

号

１

種

Ａ

１

種

Ｂ

（令和５．４．１）
（

法

第

１

７

条

）

設

置

対

象

物

数

消

防

用

設

備

等

２

種

Ａ

２

種

Ｂ
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☆防火対象物査察実施状況☆

…は特定用途防火対象物

2,941 1,474 1,467

イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場 2 1 1

ロ 公会堂、集会場 26 7 19

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

ロ 遊技場、ダンスホール 8 7 1

ハ 性風俗関連特殊営業

ニ カラオケ等

イ 待合、料理店の類

ロ 飲食店 117 90 27

4 百貨店、マーケット 95 65 30

イ 旅館、ホテル、宿泊所 109 30 79

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 964 465 499

イ 病院、診療所、助産所 67 46 21

ロ 老人短期入所施設等 66 48 18

ハ 老人デイサービスセンター等 60 35 25

ニ 幼稚園、盲学校、聾学校又は養護学校 10 3 7

7 小、中、高等学校、大学、各種学校 97 32 65

8 図書館、博物館、美術館 1 1

イ
蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類す
る公衆浴場

ロ イに掲げるもの以外の公衆浴場

10
車両の停車場、船舶、航空機の発着場
(旅客の乗降又は待合いの用に供する建築
物)

8 1 7

11 神社、寺院、教会の類 21 13 8

イ 工場、作業場 384 147 237

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場 7 4 3

ロ 飛行機等の格納庫

14 倉庫 103 59 44

15 前各号に該当しない事業場 159 71 88

イ 特定用途部分を含む複合用途防火対象物 479 261 218

ロ イ以外の複合用途防火対象物 154 88 66

地下街

準地下街

17
重要文化財、重要民俗資料、史跡、重要
美術品等の建造物

4 1 3

18 アーケード

19 市町村長の指定する山林  

20 総務省令で定める舟車  

査

察

実

施

数

12

防

火

対

象

物

数

指

導

の

あ

っ

た

合             計

1

3

16

5

2

6

9

16の3

13

区　　　　　　分

防

火

対

象

物

数

指

導

の

な

か

っ

た

16の2
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（令和４年度）

2,930 31 1,558 26 63 12 1,223 17

2 1 1

18 4 14

23 8 15

179 96 1 82

162 1 53 1 4 2 101

60 2 21 1 3 27 6

630 500 123 7

52 29 1 1 3 18

122 6 49 10 1 4 52

71 4 38 1 28

3 3

33 2 1 30

1 1

23 1 17 5

255 3 160 7 36 1 48

5 4 1

109 2 87 3 17

102 1 61 8 32

927 9 320 5 4 2 585 2

152 1 106 1 42 2

1 1

防

火

管

理

消

防

用

設

備

等

防

火

的

措

置

建

築

物

の

火

気

使

用

設

備

指

導

総

数

住

宅

用

火

災

警

報

器

指導内容

危

険

物

関

係

電

気

関

係
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（令和4年度）

計
新
築

増
築

改
築

そ
の
他

計
新
築

増
築

改
築

そ
の
他

新
築

増
築

改
築

そ
の
他

2,335 2,278 44 1 12 2,339 2,286 42 1 10 - - - -

イ 　映画館等 - - - - - - - - - - - - - -

ロ 　集会場等 - - - - - 1 1 - - - - - - -

イ 　キャバレー等 - - - - - - - - - - - - - -

ロ 　遊技場等 1 1 - - - 1 1 - - - - - - -

ハ 　風俗関連特殊営業 - - - - - - - - - - - - - -

二 　カラオケ等 - - - - - - - - - - - - - -

イ 　料理店等 - - - - - - - - - - - - - -

ロ 　飲食店等 6 5 1 - - 6 5 1 - - - - - -

4   百貨店、マーケット等 15 11 1 - 3 15 11 1 - 3 - - - -

イ 　旅館等 - - - - - - - - - - - - - -

ロ 　共同住宅等 165 162 3 - - 166 164 2 - - - - - -

イ 　病院等 9 7 2 - - 8 6 2 - - - - - -

ロ 　老人短期入所施設等 21 21 - - - 22 22 - - - - - - -

ハ  　老人デイサービスセンター等 15 10 1 - 4 13 10 1 - 2 - - - -

二 　幼稚園等 - - - - - - - - - - - - - -

7   小中高大学校等 6 - 6 - - 6 - 6 - - - - - -

8   図書館等 - - - - - - - - - - - - - -

イ 　蒸・熱気浴場等 - - - - - - - - - - - - - -

ロ 　公衆浴場 - - - - - - - - - - - - - -

10   車両の停車場等 2 2 - - - 2 2 - - - - - - -

11   神社、寺院等 1 - - 1 - 1 - - 1 - - - - -

イ 　工場・作業場 11 7 4 - - 12 8 4 - - - - - -

ロ 　スタジオ等 - - - - - - - - - - - - - -

イ 　車庫、駐車場等 6 5 1 - - 4 4 - - - - - - -

ロ 　格納庫等 - - - - - - - - - - - - - -

14   倉　　庫 31 24 6 - 1 30 23 6 - 1 - - - -

15   その他の事業場 94 87 7 - - 100 93 7 - - - - - -

イ 　特定複合用途 24 18 2 - 4 23 17 2 - 4 - - - -

ロ 　その他　　〃 15 15 - - - 14 14 - - - - - - -

16の2   地　下　街 - - - - - - - - - - - - - -

16の3   準　地　下　街 - - - - - - - - - - - - - -

17   文　化　財 - - - - - - - - - - - - - -

18   アーケード - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

  危険物施設 - - - - - - - - - - - - - -

  工作物等 - - - - - - - - - - - - - -

  専用住宅 1,913 1,903 10 - - 1,915 1,905 10 - - - - - -

  併用住宅 - - - - - - - - - - - - - -

  エレベーター等 - - - - - - - - - - - - - -

☆建築物消防同意事務取扱状況☆

令
別
表
以
外

区　　　分

計

16

5

受　付　件　数

そ　の　他

同 　意 　件　 数

6

9

12

13

不　同　意　件　数

1

3

2
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☆火災予防上必要な各種申請・届出・願・報告書☆

（令和4年度）

計 予防課 危険物保安課 相模原署 南　署 北 署 津久井署

23,393 2,590 6 8,436 6,653 4,008 1,700

2,335 2,335 － － － － －

1,247 － － 482 425 267 73

32 － － 10 14 8 －

1,376 － － 509 461 313 93

39 － － 11 18 10 －

0 － － － － － －

8 － － 1 － 1 6

446 － － 123 166 149 8

85 － － 24 27 30 4

559 56 － 204 193 82 24

1,552 74 － 593 543 256 86

212 23 － 68 66 35 20

6,979 － － 2,812 2,378 1,346 443

124 16 － 48 28 19 13

142 1 － 12 6 7 116

44 － － 6 34 3 1

1 － － 1 － － －

－ － － － － － －

718 14 － 267 252 126 59

87 1 － 37 15 12 22

144 27 － 56 22 15 24

－ － － － － － －

587 － － 126 112 163 186

56 － 6 19 9 14 8

3 － － 2 － 1 －

110 － － 53 46 5 6

1,998 － － 1,336 353 170 139

175 － － 42 73 36 24

138 5 － 60 14 33 26

24 － － 13 5 5 1

－ － － － － － －

76 － － 32 17 22 5

114 － － 59 28 21 6

37 37 － － － － －

－ － － － － － －

3,605 － － 1,366 1,222 736 281

96 － － 31 32 19 14

29 1 － 7 3 6 12

－ － － － － － －

防災管理管理者選任（解任）届 52 － － 5 31 16 －
統括防災管理者選任（解任）届 2 － － 1 1 － －
消防計画作成（変更）届 54 － － 6 31 17 －
全体についての消防計画作成（変更）届 4 － － － 3 1 －
自衛消防組織設置（変更）届 17 － － 6 9 2 －
防災管理点検結果報告 69 － － 8 11 50 －
防災管理点検報告特例認定申請 17 － － － 5 12 －

消防法及び火災予防条例等に基づく各種の申請、届出等の件数

消防同意受付

防火管理者選任（解任）届

統括防火管理者選任（解任）届

消防計画作成（変更）届

全体についての消防計画作成（変更）届

表示マーク交付（更新）申請

防火対象物定期点検報告　

防火対象物定期点検特例申請

消防用設備等着工届

消防用設備等設置届

消防法令適合通知書交付申請

催物開催届　

水道断減水届

道路工事・占用届

消防用設備等工事計画

消防用設備等点検報告

禁止行為解除承認申請

防火対象物使用開始届

火を使用する設備等の設置（変更）届

急速充電・発電・変電・蓄電池等・ネオン管灯設備設置届

防火相談　

意見書

防
災
管
理

少量危険物等（貯蔵・取扱）開始（廃止）届

指定可燃物（貯蔵・取扱）開始（廃止）届

指定洞道等届　

圧縮アセチレンガス等（貯蔵・取扱）開始（廃止）届

罹災証明願

防火管理講習資格証明申請　

遠隔移報システム等受付

消防訓練指導申請、消防訓練通報

水素ガス気球設置届　

火煙発生届

防災管理講習資格証明申請　

露店等の開設届出

消防用設備等検査済証交付

消防用設備等特例適用承認申請

管理権原者変更届

火災予防業務計画

煙火消費届
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846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181

314 2 199 66 11 9 75 3 32 3 113 22 27 - 1 63

95 2 60 32 8 1 15 - 4 - 33 7 6 - 1 19

61 - 40 5 2 5 18 - 9 1 21 6 1 - - 14

39 - 24 8 - 1 9 1 4 1 15 1 5 - - 9

71 - 46 15 1 1 14 2 12 1 25 4 9 - - 12

24 - 15 5 - - 8 - 2 - 9 1 3 - - 5

24 - 14 1 - 1 11 - 1 - 10 3 3 - - 4

360 6 218 84 9 - 66 - 48 11 136 25 31 5 2 73

51 1 32 20 1 - 7 - 3 1 18 3 1 - 2 12

13 - 7 7 - - - - - - 6 2 2 0 - 2

39 1 17 8 - - 5 - 1 3 21 1 6 3 - 11

31 - 19 3 1 - 12 - 3 - 12 - 5 1 - 6

12 - 7 - - - 2 - 5 - 5 - 3 - - 2

11 - 5 1 - - 1 - 3 - 6 3 3 - - 0

45 2 30 13 1 - 16 - - - 13 3 3 - - 7

53 1 39 4 1 - 3 - 27 4 13 5 4 - - 4

105 1 62 28 5 - 20 - 6 3 42 8 4 1 - 29

172 1 95 35 - 3 47 1 7 2 76 11 20 - - 45

46 1 28 14 - 1 8 - 4 1 17 3 6 - - 8

18 - 9 2 - 1 5 - 1 - 9 1 4 - - 4

50 - 31 8 - 1 21 1 - - 19 6 2 - - 11

8 - 4 - - - 3 - 1 - 4 - 2 - - 2

38 - 16 7 - - 8 - 1 - 22 - 3 - - 19

2 - 0 - - - - - - - 2 1 - - - 1

10 - 7 4 - - 2 - - 1 3 - 3 - - -

保安監督者 499 9 238 174 20 - 38 3 - 3 252 58 78 4 3 109

取　扱　者 347 - 274 11 - 12 150 1 87 13 73 - - 1 - 72

合　　　計 846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181

846 9 512 185 20 12 188 4 87 16 325 58 78 5 3 181

387 3 251 65 9 3 81 1 84 8 133 26 38 2 - 67

46% 33% 49% 35% 45% 25% 43% 25% 97% 50% 41% 45% 49% 40% 0% 37%

77 - 44 23 0 1 16 0 3 1 33 5 15 1 0 12

位置 0 - 0 - - - - - - - 0 - - - - -

構造 4 - 0 - - - - - - - 4 - 3 - - 1

設備 18 - 11 3 - 2 4 - 2 - 7 1 3 1 - 2

管理 97 - 64 27 - 1 29 - 6 1 33 4 18 - - 11

合計 119 - 75 30 0 3 33 0 8 1 44 5 24 1 0 14

小計

緑
区

小計

中
央
区

小計

南
区

大野南

麻溝

新磯

相模台

相武台

光が丘

大野北

上溝

田名

大野中

☆危険物施設の状況☆

(令和５．４．１)

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

合
　
　
　
計

製

造

所

貯 蔵 所

小

計

給油取扱所
屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

取 扱 所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

一

般

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

対象数

査察件数

実施率

自

家

用

営

業

用

合　　　計

第

一

種

販

売

取

扱

所

大沢

城山

津久井

相模湖

藤野

小山

指導施設数

保安
監督
者等
選任
状況

査
察
状
況 指
導
内
容

橋本

東林

横山

清新

中央

星が丘

施設

区分

地区別

区 分
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平成26年
4月1日

平成27年
4月1日

平成28年
4月1日

平成29年
4月1日

平成30年
4月1日

令和元年
4月1日

令和2年
4月1日

令和3年
4月1日

令和4年
4月1日

令和5年
4月1日

     541      532      521    513    501    493    482    475    466    462

979     965     939        916    898    884    872    864    854    846

      10       10       10      9      9      9      9      9      9      9

     188      189      186    188    191    193    192    192    190    185

      28       27       19     19     20     19     19     20     20     20

      14       14       14     14     13     13     13     11     11     12

     237      233      227    212    206    199    196    194    191    188

       6        6        6      6      4      4      4      4      4      4

      98       97       96     93     90     90     92     88     88     87

      23       23       21     19     18     18     15     15     15     16

     152      149      147    146    142    142    141    139    136    136

       8        8        8      7      6      6      6      6      5      5

       3        3        3      3      3      3      3      3      3      3

     212      206      202    200    196    188    182    183    182    181

屋内タンク貯蔵所

屋外タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

第１種販売取扱所

地下タンク貯蔵所

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

第２種販売取扱所

一 般 取 扱 所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

☆年度別危険物施設数☆

事 業 所 数

合 計

年度

施設区分

(令和５．４．１)

第１類 第２類 第３類 第４類 第５類 第６類

（ｋｇ） （ｋｇ） （ｋｇ） （ｋℓ） （ｋｇ） （ｋｇ）

554,815 114,773 28 19,572 19,572,343 6,339

34,892 112,410 9 10,272 10,272,176 5,639

31,441 96,110 1 4,989 4,989,405 4,139

3,451 3,200 3 2,433 2,433,092 ‐

‐ 13,100 5 736 735,983 ‐

‐ ‐ ‐ 745 744,812 1,500

‐ ‐ ‐ 1,369 1,368,884 ‐

419 1,059 2 4,105 4,104,528 36

‐ ‐ ‐ 528 528,037 ‐

419 35 2 1,634 1,633,621 1

‐ ‐ ‐ 609 608,593 ‐

‐ 1,024 ‐ 236 236,411 ‐

‐ ‐ ‐ 792 791,925 35

‐ ‐ ‐ 19 19,200 ‐

‐ ‐ ‐ 287 286,741 ‐

519,179 1,179 17 3,689 3,689,312 664

6,900 1,164 ‐ 1,493 1,492,923 581

‐ ‐ ‐ 346 346,039 ‐

512,279 15 17 1,242 1,242,328 83

‐ ‐ ‐ 608 608,023 ‐

325 125 0 1,506 1506326.4 0

‐ ‐ ‐ 794 794,223 ‐

‐ ‐ ‐ 305 304,694 ‐

‐ ‐ ‐ 44 44,000 ‐

325 125 ‐ 363 363,409 ‐

小　　計

相
模
原
署

本　　署

城山分署

大沢分署

淵野辺分署

緑が丘分署

大沼分署

小　　計

相原分署

田名分署

上溝分署

麻溝台分署

相武台分署

小　　計

上鶴間分署

本　　署

小　　計

東林分署

新磯分署

津
久
井
署

☆署別・類別貯蔵取扱量☆

合　　計

南
　
　
　
署

北
　
署

本　　署

鳥屋出張所

青根分署

藤野分署

本　　署

類別区分

署別区分



南

７月 ８月 １１月

8.2 11.8

９月 極値平均

南南 西

11.5 10.5

南

１２月

13.8 14.811.1 12.4 9.8

南 南

12.3

24日 27日 11日

9.0

21日

南

26日 26日

11.2 16.4

3.2 3.2 3.1

北

14日

南 南

2.6

湿

度

起 日

最 低 (hPa)

起 日

１月

15.9

北

4日

4.5

12.9

平 均 ( ％ )

最 小 ( ％ )

起 日

平 均 (hPa)

最 高 (hPa)

平 均 (m/s)

風 速 (m/s)

静穏

1.8

北北西

10.3

46.2

平 均 ( ℃ )

最 高 ( ℃ )

起 日

最 低 ( ℃ )

起 日

西南西

1.6

西

4.7

南南西 北西

9.5

      ２　風向風速は地上高３７ｍでの観測値

降 水 日 数

2.1

東南東

2.2

西北西

13.02.0

南西

1.2

気

圧

北北東

7.8

北東

6.3

南

994.3

14日 29日 29日

南東

2.4

南南東

2.6

東

南

22日

南

36.7

南

-3.2

9日

2.8

風 向

起 日

気

温

最 多 風 向

平

均

風

速

最 大 (m/s)

風 向

起 日

最
大
瞬
間
風
速

5.5

3.0 3.3

南

東北東

1日

21.9

24日

20日

3.2 2.9 2.8

15.3

南 北

17.0 18.1 25.8 17.1

南 南 南 南 南

20日 11日

23.0 27.2 27.5 24.5 17.2

11日

西北西

37.6 32.1 30.0

30日 1日 2日 14日 2日

36.8

7.9

8日 13日 29日 21日 27日

14.4 22.0 19.4 16.3

74.2 74.5 69.567.6 66.6 71.8 74.5

25.8

1日 20日 2日 28日 2日

16.8 37.1 36.7 32.0

1004.3

1016.6 1015.4 1008.8

995.3999.4 1001.3

1013.6

997.9 993.2

22日

1004.3 1003.3 1005.5

999.4

1008.1

979.8 991.4

29日 3日 5日

9

7日

21日

978.9 982.8 986.0

12 11 12

20日 19日 29日 27日

121116

22日 18日 20日 11日

6.8 7 7.1 7.6 6.5雲 量 平 均 5.3 4.46.33.7

　　　４　雲量平均は、3・6・9・12・15・18・21・24時の８回の平均を日平均値とし、算出

12 8 7
117

3.6

　　　３　最多風向は、風向頻度の最大値

7.2 6.7

29日 14日

西北西 西北西

2.7 2.7 2.9

16.7 27.1

20.7 16.7 20.1

南 西南西

-0.6 7.9

29日 23日

17日

14.5 7.5 16.3

25.7

3日 23日

3日 4日

64.8 52.9 63.9

7.5

972.2 982.4

1013.3 1012.5 1010.3

24日

23.4 10.3 21.0

25.8

16.4

3.3

74.5

7.2

27.5

37.6

-3.2

合計

1004.3

1016.6

972.2

14日 22日

1003.4 999.5 999.0

11日 3日

988.7

☆ 気象観測表 ☆　消防指令センター観測分

４月２月 ３月 ５月 １０月月 別 ６月

西北西

西

21日

2 5

18日

46.5

12.4

21日

999.8

南西北西

27日

南東

19.8

27日

南南東

24.3

26日

1011.4

7.2

16.8

南

25.1

27日

西南西

19.0

5.0

24.0

10.8

27.4 28.9

8日

30日

983.3

17日

57.3

20.221.7

11日

6日

-2.4

27日

7.9

1000.7

23日14日

18.715.2

981.4980.9

22日

9.92.31.3

985.7977.1

１日6日

北

11.7
風向頻度(％)

（令和４年中）

(参考)１　データは相模原市消防局観測値

1010.5

2日2日7日

11日
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73.4

22.022.19.0

10日10日6日

12.9

21日

993.0

1004.8

993.9

17日

12.6

1003.5

29日 27日

22日

3日2日7日

11日

974.9979.3

64.9

976.4974.5

20日

8.4-0.2-2.8

1009.9 1008.7 1002.0

19日

23.2

7日

-4.7

27日

15.1

30日27日14日

西北西

6日

西北西

17.5

北北東

3.2 14.49.5

2 5

北西

21日

西

東南東

6日 1日

東南東東南東

平均

北北東

北西

西

27日

1.7

南東

1.6 1.6 1.5

☆ 気象観測表 ☆　津久井消防署観測分

４月２月 ３月 ５月 ９月７月 １０月月 別

965.6

合計

997.6

1009.9

87.7

9.0

26.3

38.2

-5.5

19.8

8.5

1.7

22日

11日 3日

982.3 965.6 975.7

14日

996.6 992.5 992.3

1006.8 1005.3 1003.5

19日

31.7 13.4 24.0

8日 23日

3日 4日

85.3 74.3 79.3

3.6 -4.2 5.6

17日

12.1 5.1 14.7

24.6 15.8 26.9

西北西 西北西

13日 23日

1.5

北北西 北西

13.0 14.5 14.3

23日
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14 12 13 11 7

1.5 1.7

6

　　　３　最多風向は、風向頻度の最大値

1311156

2.5

　　　２　風向風速は地上高１３ｍでの観測値

降 水 日 数

12.2

984.3

7日 22日 18日 20日 10日

972.6 976.2 972.4

29日 22日 21日

997.5 996.7 998.8 1001.3

987.8

38.7

992.8 997.6

3日 5日

1006.8

14日 29日

991.2

27.3

1日 20日 2日 30日 2日

21.1

87.7

13日 4日

4.6

9日 29日 22日 27日

15.5

84.6

9.9

西南西

27.4 29.0 36.8 36.6 38.2

南南東

13.5

32.5 30.5

27日 26日

21.9 26.1 26.3 23.0 15.117.7

84.9

11.1 19.8

北 北 南西

20日

86.4

北北西

南東

29日 1日 2日

18.6

39.7 37.9

988.7

979.5

気

温

最 多 風 向

986.7

東南東

気

圧

湿

度

平 均 ( ％ )

最 小 ( ％ )

82.5

992.6

起 日

北北東

2.8

北東

2.0

18日 29日

風 向

起 日

970.8

平

均

風

速

南南東 西南 南南西

最 大 (m/s)

風 向

最
大
瞬
間
風
速

81.1 79.9

10.9

平 均 (m/s)

東北東

2.1

東

起 日

平 均 (hPa)

東南東

994.5

2.5

北西

14.7

静穏

2.3

北北西

14.0

風 速 (m/s)

67.0

平 均 ( ℃ )

最 高 ( ℃ )

起 日

最 低 ( ℃ )

起 日

-5.5

13.2

1日

最 高 (hPa)

６月

起 日

最 低 (hPa)

起 日

１月

15.2

北北東

21日

2.7

１２月

北北東 南南西 北 西 西北西

7.45.2 4.55.1

１１月

北

24日 28日 13日

28日

1.3 1.1 1.4

北北西

8.5

16.2

8.0 8.0 6.9

13.7

30日

1日

北

14.1

20日

(参考)１　データは津久井消防署観測値

8.5

21日

9日

1.6 1.4 1.3

東南東

17.5

4.5

８月

北東

8日

24日

西南西

13日

9.8

20.1

東南東

南西 西南西

26日

4.8

13日

（令和４年中）

6.3

極値

7.0

8.8

北

風向頻度(％)

6.1

3.5 4.13.73.12.3

西北西
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相模原
（mm）

16.0 53.5 92.5 261.0 131.0 136.5 170.0 152.0 349.5 131.0 89.5 55.0 1637.5 9.5 9月18日 25.5 9月23日 95.0 9月18日

津久井
（mm）

12.5 47.0 80.5 212.5 156.5 130.0 125.0 123.5 301.5 105.5 70.0 39.5 1404.0 11.5 9月18日 31.5 5月27日 93.0 5月27日

田　名
（mm）

16.0 58.0 88.0 262.5 162.0 147.0 185.5 157.5 393.0 129.5 87.5 52.0 1738.5 9.0 9月18日 29.5 7月15日 90.0 9月18日

淵野辺
（mm）

16.0 58.5 91.0 243.5 121.5 121.0 217.5 140.0 283.0 131.5 83.5 57.0 1564.0 8.5 7月15日 26.5 9月18日 92.0 7月15日

緑が丘
（mm）

15.0 46.5 87.5 231.0 124.5 128.5 224.5 152.0 292.5 118.0 78.0 50.0 1548.0 10.5 7月15日 38.0 7月15日 106.5 7月15日

上　溝
（mm）

13.0 44.0 81.5 222.5 116.0 116.0 187.0 145.0 276.0 110.5 78.0 44.5 1434.0 10.5 7月15日 37.0 7月15日 95.0 7月15日

南
（mm）

18.0 57.0 114.5 253.0 130.5 109.0 197.5 164.0 259.0 122.0 82.5 54.5 1561.5 10.5 8月18日 26.5 8月18日 75.5 7月15日

新　磯
（mm）

17.0 58.0 110.0 243.0 130.0 104.0 248.0 148.5 284.5 118.5 79.0 50.5 1591.0 11.0 7月15日 39.0 7月15日 110.5 7月15日

東　林
（mm）

20.0 63.5 113.5 255.5 140.0 100.5 174.5 152.5 260.5 122.5 89.0 57.5 1549.5 9.5 8月18日 32.0 7月15日 74.5 7月15日

大　沼
（mm）

19.5 60.5 102.5 264.0 126.0 139.0 204.5 132.5 264.5 139.5 84.5 59.5 1596.5 10.0 7月15日 30.0 7月15日 98.5 7月15日

相武台
（mm）

19.0 66.0 114.5 252.5 127.5 110.0 227.0 152.0 273.5 128.5 88.0 58.0 1616.5 12.0 7月15日 38.5 7月15日 104.0 7月15日

北
（mm）

17.0 55.5 79.5 208.5 152.0 108.5 148.5 139.5 420.0 101.5 65.5 43.5 1539.5 14.5 5月27日 30.5 8月13日 93.5 9月24日

大　沢
（mm）

14.0 44.5 73.5 222.0 146.0 152.5 160.0 147.5 374.5 99.5 66.5 43.5 1544.0 15.5 6月11日 39.0 6月11日 82.0 8月13日

相　原
（mm）

17.5 61.0 90.5 250.5 175.5 135.0 150.5 137.5 420.5 117.0 78.0 50.5 1684.0 19.0 9月19日 34.5 5月27日 105.5 5月27日

城　山
（mm）

14.0 49.5 77.5 214.5 151.0 133.5 144.5 135.5 423.0 102.0 67.5 41.5 1554.0 17.0 9月18日 31.0 5月27日 111.0 9月18日

派出所
（mm）

14.0 53.5 79.0 257.5 180.5 164.5 159.5 150.0 349.5 121.0 83.0 47.5 1659.5 12.5 9月18日 28.5 5月27日 103.5 5月27日

藤　野
（mm）

17.5 53.0 78.5 184.0 122.0 123.5 81.5 124.5 241.0 116.0 73.0 38.5 1253.0 7.5 9月18日 21.0 5月27日 75.5 9月18日

鳥　屋
（mm）

16.5 52.0 77.5 248.0 174.0 189.5 168.5 174.5 379.0 124.0 90.5 40.0 1734.0 15.5 9月18日 31.0 5月27日 110.0 9月18日

青　根
（mm）

25.5 61.0 81.5 244.0 134.0 157.5 140.5 129.5 425.5 119.0 100.0 45.0 1663.0 12.5 9月19日 34.5 9月18日 142.5 9月18日

令和４年中の気象観測極値（過去最高値、最低値は昭和３４年以降の記録。）

　雨量計は市内１９箇所に設置し、その中での極値を表したもの。

　※城山、派出所、藤野、鳥屋、青根の５地点は、平成２８年１月２５日に雨量計を新たに設置した。

※最深積雪値観測場所：消防指令センター又は津久井消防署

・１日の最大降水量　　9月18日　  142.5mm（青根分署）　　　　　　　 【過去最高  令和元年10月12日  713.0mm（鳥屋出張所）】

・１時間の最大降水量　7月15日15時～16時 39.0mm（新磯分署）         【過去最高  昭和59年 7月27日   90.0mm（消防指令センター）】

　気象観測システムは消防指令センターと津久井消防署の２箇所に設置し、その中での極値を表したもの。

・最高気温　 8月2日　 38.2℃（津久井消防署）　【過去最高  平成 8年 8月15日   39.6℃（消防指令センター）】

・最低気温　 1月1日　 -5.5℃（津久井消防署）  【過去最低  昭和35年 1月25日   -9.3℃（消防指令センター）】  

・最深積雪　 2月10日    5cm （津久井消防署）  【過去最高  平成26年 2月15日     56cm（消防指令センター）】

6月11日23時～ 0時 39.0mm（大沢分署）

10分間
最高

起時
１時間
最高

起時
１日
最高

起日８月 ９月 １０月１１月１２月
年

降水量

☆降雨状況☆  (令和４年中）

月  別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月
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計 45 0 0 0 0 0 27 102 8 22 326 140 2 0 67 0 21 0 7 0 767

1 2 1 2 63 12 2 82

2 4 2 39 9 4 58

3 2 1 8 13 1 25

4 11 9 19 2 4 45

5 7 1 28 6 42

6 2 1 27 30

7 15 22 1 76 11 125

8 3 21 26 3 80 11 144

9 27 5 28 66 33 159

10 6 2 9 2 19

11 1 3 9 13

12 25 25

（令和４年中）
☆気象通報状況調べ☆　相模原市消防局管轄発表分
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☆ 旧分署等財産一覧 ☆ 

※上記以外の財産については、随時更新する。 

 

 

 

NO 名称 所在地 
構造等 

面積（敷地面積） 
建築年月等 備考 

1 旧津久井消防署藤野分署 
緑区日連 

143 番 2 

- 

（495.00） 
   - 

土地 

のみ 

2 旧津久井消防署青根出張所 
緑区青根 

1289 番 4 他 

- 

（786.64） 
   - 

土地 

のみ 

3 水防防災倉庫 
中央区淵野辺 

4丁目 954 番 38 

鉄筋コンクリート 

219 ㎡（260.69）、 

木造 

14.58 ㎡ 

昭和 28 年 12 月 

昭和 41 年 3月 

倉庫 

２棟 

4 田名水防資材庫 
中央区水郷田名 

3丁目 17 番 17 

軽量鉄骨 

36.66 
昭和 63 年 3月  

5 葉山島水防倉庫 
緑区葉山島 

字清水川原先 

木造 

33.95 
昭和 42 年 4月  

6 小倉水防倉庫 
緑区小倉 

525 番 1 
軽量鉄骨   

7 旧南方面隊第 3分団第 2部 
南区東林間 

4丁目 5770 番 44 

鉄骨 

41.92（90.88） 
昭和 57 年 3月 

乾燥塔

あり 

8 旧津久井方面隊第 6分団第 2部 
緑区鳥屋 

789 番 7 

鉄骨 

53.6 
昭和 61 年 3月  

9 旧津久井消防団第 8分団第 3部 
緑区青根 

1837 番 4 

    - 

（40.12） 
   - 

土地 

のみ 

10 旧津久井消防団第 8分団第 4部 
緑区青根 

1838 番地 2 

木造 

39.60 
昭和 51 年 12 月 

建物 

のみ 

11 
旧藤野方面隊小渕分団第 2部 

（上小渕） 

緑区小渕 

406 番 8 

鉄骨 

79.39（52.63） 
昭和 61 年 4月  

12 新戸地区消防器具詰所 
緑区寸沢嵐 

2391 番 1 

木造 

26 
平成 9年 3 月  

13 
サイレン塔 

（旧藤野町地内） 

緑区佐野川 

2481 番 
    -    -  

14 
サイレン塔 

（旧藤野町地内） 

緑区牧野 

6867 番 2 
    -    -  
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☆ 総合防災訓練☆  

令和４年度相模原市総合防災訓練 

訓練内容 実施場所 実施日 訓練対象者 

情報収集活動訓練、救出 

救助救助・消火訓練、航

空機訓練 等 

＜主会場＞ 

相模総合補給廠一部返還

地ほか ９月４日

（日） 

指定した自主防災隊員、 

防災関係機関 等（９５機

関） 

避難誘導訓練、避難所体

験訓練、初期消火訓練、

災害体感訓練 等 

＜地域会場＞ 
緑区：中沢中、中央区：並

木小、南区：谷口台小 

自主防災隊 等 

 

☆ 個別訓練 ☆   

１ 職員非常参集訓練 

訓練内容 実施日 訓練対象者 

動員指令伝達訓練 令和４年４月２５日 原則全職員 

非常時登庁手段確認訓練 令和４年４月２５日～６月３日 

新所属への異動者、

令和４年度新規採用

職員など 

避難所・風水害時避難場所・救護所 

開設手順確認訓練 
令和４年４月２５日～６月３日 特命担当員 

 

２ 職員初動対応訓練 

訓練内容 実施日 訓練対象者 

状況付与型の図上訓練や災害情報共

有システムの操作訓練 等 

（地震災害、風水害、大雪災害、国民

保護事案、新型インフルエンザ等の想

定のうち、各局・区役所の実情に合わ

せて選定） 

令和４年１０月～１２月 各局・区役所 

 

３ 風水害対策訓練 

訓練内容 実施日 訓練対象者 

境川洪水対策に関する講義、マイ・タ

イムラインの作成 等 
令和４年６月５日 

境川流域の浸水想定

区域内に所在する自

治会（宮下、丸山）

の自主防災隊要員及

び要配慮者利用施設

（５施設）の管理者

等 

 

４ 孤立対策推進地区対応訓練 

訓練内容 実施日 訓練対象者 

藤野（名倉）地区の中山間地域におい

て、交通、通信等が途絶し、集落が孤

立した場合を想定した情報受伝達、避

難誘導、救出・救助訓練 等 

令和５年２月５日 

名倉地区の孤立対策

推進地区に当たる自

治会／単位自主防災

隊（名倉、大刀、芝

田、葛原、日向）の

参加希望者及び同地

区内の要配慮者利用

施設（４施設）の管

理者等 
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５ 多数遺体収容施設設置運営訓練 

 

６ 飲料水兼用貯水槽等取扱訓練 

 

７ 災害対策本部現地情報収集班（オートバイ隊）運営訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練内容 実施日 実施場所 訓練対象者 

遺体収容施設の設営、遺体の収容か

ら引き渡しまでの業務内容の確認

を行う運営訓練 

令和５年２月９日 総合体育館 

健康福祉局 

相模原市医師会、

歯科医師会、警察

等 

訓練内容 実施日 実施場所 訓練対象者 

飲料水兼用貯水槽及び緊急遮断弁

付き受水槽の取扱い訓練 
令和５年１月１６日 桜台小学校 

特命担当員 

避難所運営協議会 

訓練内容 実施日 実施場所 訓練対象者 

総合防災訓練(地域会場訓練含む)、 

令和元年東日本台風の被災現場と

拠点となる施設確認、孤立対策地区

対応訓練 

令和４年８月４日(木) 

令和４年８月３１日(水） 

令和４年９月４日(日) 

令和５年２月５日（日） 

相模総合補

給廠一部返

還地ほか 

オートバイ隊隊員 
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☆ 自主防災組織の育成 ☆ 
単位自主防災隊の編成率 ※１                           

年度 自治会数 
単位自主防災隊を編成している自治会数 

（単位自主防災隊総数） ※２ 
編成率(%) 自治会加入世帯数 

30 592 586（564） 99.0 173,362 

R1 593 587（565） 99.0 171,343 

R2 589 585（565） 99.3 168,654 

R3 590 585（561） 99.2 166,397 

R4 589 585（560） 99.3 164,273 

 ※１：自治会加入世帯数は年度当初、その他は年度末時点 

※２：複数の自治会によって編成されている単位自主防災隊がある 

 

  防災訓練等の実施状況 

年度 
自主防災訓練 防災指導員養成講習会 起 震 車 

回数 参加者数 回数 参加人員数 回数 体験者数 

30 287 24,880 1 91 201 14,403 

R1 323 24,821 1 78 158 10,729 

R2 74 4,106 0 ※１ 0 39 1,172 

R3 96 4,818 1 90 49 2,819 

R4 194 14,082 1 78 94 5,952 

 ※１：新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

 

 ☆ 避難場所・防災備蓄倉庫の整備 ☆ 

 広域避難場所                               （令和５．４．１） 

広域避難場所名称 総面積（㎡） 収容可能 
人員（人） 広域避難場所対応倉庫設置場所 

1 相模原北公園 105,000 47,200 
 

2 在日米陸軍相模総合補給廠（野積場） 366,000 146,000 小山公民館 

3 淵野辺公園一帯 660,000 182,100 相模原球場 

4 相模原ゴルフクラブ 1,291,000 515,100 相模原ゴルフクラブ 

5 在日米陸軍キャンプ座間内 748,000 319,700 相武台分署 

6 相模カンツリー倶楽部 580,000 170,800 東林分署 

7 横山公園・上溝中学校 203,700 57,200 横山公園 総合水泳場内  

8 鹿沼公園 59,160 14,700 鹿沼公園 

9 相模女子大学一帯 343,500 62,400 谷口台小学校 

10 青山学院・国学院大学 191,100 64,100  

11 県立橋本高等学校・相原中学校 53,500 15,700 県立橋本高等学校 

12 小山中学校・小山公園一帯 76,000 20,300 小原公園 

13 下九沢団地一帯 59,500 15,400  

14 県立相模原公園一帯 560,300 237,070 麻溝公園 

15 （独）国立病院機構相模原病院一帯 231,100 63,900 桜台小学校 

16 さがみロボット産業特区プレ実証フィールド 36,000 14,600 
さがみロボット産業特区プレ 

実証フィールド 

17 県立上溝南高等学校 35,900 14,300 県立上溝南高等学校 

18 県立相模田名高等学校 36,900 28,200 県立相模田名高等学校 

19 上鶴間小学校・上鶴間中学校 40,300 15,000 上鶴間中学校 

20 古淵鵜野森公園 27,300 20,200 古淵鵜野森公園 

21 川尻小学校・相模丘中学校 47,194 19,050  

22 県立相模原城山高等学校・中沢中学校 72,952 27,451 中沢中学校 
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広域避難場所名称 総面積（㎡） 
収容可能 
人員（人） 

広域避難場所対応倉庫設置場所 

23 津久井湖ゴルフ倶楽部 1,410,000 682,338  

24 串川小学校・串川中学校 28,640 11,860 串川グラウンド 

25 旧鳥屋小学校・鳥屋学園 21,819 4,482 鳥屋出張所 

26 青野原グラウンド 18,506 8,867 青野原グラウンド 

27 旧青根中学校 11,290 3,845  

28 内郷小学校・内郷グラウンド 20,454 6,093 内郷グラウンド 

29 北相中学校 13,317 6,510 与瀬グラウンド 

30 藤野中学校 13,680 3,854 藤野中学校 

31 名倉グラウンド 24,448 12,009 名倉グラウンド 

32 旧県立相模原総合高等学校 45,200 15,100  

33 旭小学校 16,790 3,089  

34 旭中学校・橋本小学校 60,205 15,569  

35 宮上小学校 11,792 2,116  

36 当麻田小学校 17,253 3,815  

37 相原小学校 17,616 3,046  

38 相武台小学校 20,341 3,750  

39 相武台中学校 33,356 10,625  

40 もえぎ台小学校 18,144 4,330  

41 緑台小学校 16,788 3,601  

42 若草小学校 17,448 4,265  

43 若草中学校 20,318 5,282  

 

一般倉庫                                 （令和５．４．１）                         

№ 名     称 面積(㎡) 構造 № 名     称 面積(㎡) 構造 
1 上 溝 防 災 備 蓄 倉 庫 132  Ｓ造 8 南 台 防 災 備 蓄 倉 庫 288  ＲＣ造 

2 緑が丘分署防災備蓄倉庫 358  ＲＣ造 9 新磯分署防災備蓄倉庫 210  ＲＣ造 

3 南合同庁舎防災備蓄倉庫 60  ＲＣ造 10 三 井 防 災 備 蓄 倉 庫 154  Ｓ造 

4 淵野辺水防防災備蓄倉庫 98  ＲＣ造 
11 

市救援物資集積・配送  

センター内防災備蓄倉庫 
549  Ｓ造 

5 相模原球場防災備蓄倉庫 278  ＲＣ造 

6 消 防 局 防 災 備 蓄 倉 庫 25  ＳＲＣ造 12 吉野郵便局内防災備蓄倉庫 21  ＲＣ造 

7 大 沢 防 災 備 蓄 倉 庫 230  ＲＣ造 

 

避難所倉庫                                （令和５．４．１）       

№ 名     称 面積(㎡) 構造 № 名     称 面積(㎡) 構造 
1 星 が 丘 小 学 校 約30 ＲＣ造 55 麻 溝 小 学 校 約30 軽量鉄骨造 

2 共 和 小 学 校 〃 〃 56 大 島 小 学 校 〃 〃 

3 内 出 中 学 校 〃 〃 57 新 宿 小 学 校 〃 〃 

4 大 沢 中 学 校 〃 〃 58 大 沼 小 学 校 〃 
ＲＣ造 

（余裕教室） 

5 田 名 中 学 校 〃 〃 59 新 磯 小 学 校 〃 軽量鉄骨造 

6 相 陽 中 学 校 〃 〃 60 桜 台 小 学 校 〃 〃 

7 若 草 中 学 校 〃 〃 61 清 新 小 学 校 約29 体育館併設 

8 小 山 中 学 校 〃 軽量鉄骨造 62 弥 栄 中 学 校 約30 軽量鉄骨造 

9 清 新 中 学 校 〃 〃 63 陽 光 台 小 学 校 〃 〃 

10 中 央 小 学 校 〃 〃 64 旭 小 学 校 〃 〃 

11 青 葉 小 学 校 〃 〃 65 当 麻 田 小 学 校 〃 〃 

12 橋 本 小 学 校 〃 〃 66 大 野 台 中 央 小 学 校 〃 〃 

13 相 原 中 学 校 〃 〃 67 田 名 北 小 学 校 〃 〃 

14 淵 野 辺 小 学 校 〃 〃 68 上 溝 南 小 学 校 〃 〃 
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№ 名      称 面積(㎡) 構造 № 名      称 面積(㎡) 構造 

15 上 溝 南 中 学 校 約30 軽量鉄骨造 69 富 士 見 小 学 校 約 32 体育館併設 

16 上 鶴 間 小 学 校 〃 〃 70 夢 の 丘 小 学 校 約 34 〃 

17 光 が 丘 小 学 校 約61 
ＲＣ造 

（余裕教室） 71 横 山 小 学 校 約30 軽量鉄骨造 

18 大 野 台 中 学 校 〃 〃 72 若 草 小 学 校 〃 〃 

19 相 武 台 小 学 校 約32 〃 73 小  山  小  学  校 約 56 体育館併設 

20 東 林 小 学 校 約41 〃 74 相 武 台 中 学 校 約 30 〃 

21 旭 中 学 校 約30 ＲＣ造 75 向 陽 小 学 校 〃 軽量鉄骨造 

22 鵜 野 森 中 学 校 〃 〃 76 大 野 北 中 学 校 〃 〃 

23 上 溝 中 学 校 〃 〃 77 相 模 台 小 学 校 〃 〃 

24 も え ぎ 台 小 学 校 〃 〃 78 大 野 南 中 学 校 約 53 
校舎併設 
・旧機械室 

25 東 林 中 学 校 〃 〃 79 大 野 北 小 学 校 約 30 軽量鉄骨造 

26 弥 栄 小 学 校 〃 軽量鉄骨造 80 新 町 中 学 校 〃 〃 

27 若 松 小 学 校 〃 〃 81 由 野 台 中 学 校 〃 〃 

28 鶴 の 台 小 学 校 〃 〃 82 相 模 台 中 学 校 〃 〃 

29 大 野 小 学 校 〃 〃 83 相 模 丘 中 学 校 
65 〃 

30 谷 口 台 小 学 校 〃 〃 84 川 尻 小 学 校 

31 鹿 島 台 小 学 校 〃 〃 85 湘 南 小 学 校 約 30 〃 

32 大 野 台 小 学 校 約46 
ＲＣ造 

（余裕教室） 86 広 田 小 学 校 〃 〃 

33 作 の 口 小 学 校 約31 〃 87 広 陵 小 学 校 〃 〃 

34 麻 溝 台 中 学 校 約26 〃 88 中 沢 中 学 校 〃 〃 

35 上 鶴 間 中 学 校 約30 〃 89 鳥 屋 学 園 〃 〃 

36 く ぬ ぎ 台 小 学 校 約23 〃 90 中 野 中 学 校 〃 〃 

37 田 名 小 学 校 約35 
ＲＣ造 

（体育館併設） 91 青 和 学 園 〃 〃 

38 緑 が 丘 中 学 校 約30 ＲＣ造 92 三 井 地 域 セ ン タ ー 〃 〃 

39 共 和 中 学 校 〃 〃 93 根 小 屋 小 学 校 〃 〃 

40 中 央 中 学 校 〃 軽量鉄骨造 94 中 野 小 学 校 〃 〃 
41 並 木 小 学 校 〃 〃 95 旧 青 根 中 学 校 〃 〃 

42 宮 上 小 学 校 〃 〃 96 津 久 井 中 央 小 学 校 〃 〃 
43 淵 野 辺 東 小 学 校 〃 〃 

97 串 川 小 学 校 〃 
体育館２Ｆを

倉庫として一

部使用 44 谷 口 小 学 校 〃 〃 

45 九 沢 小 学 校 〃 〃 98 小 網 地 域 セ ン タ ー 約21 
敷地内倉庫の

一部を使用 

46 双 葉 小 学 校 〃 〃 99 千 木 良 小 学 校 約19 体育館下倉庫 

47 緑 台 小 学 校 〃 〃 100 桂 北 小 学 校 約 30 軽量鉄骨造 

48 相 原 小 学 校 〃 ＲＣ造 101 内 郷 小 学 校 〃 〃 

49 南 大 野 小 学 校 〃 〃 102 藤 野 南 小 学 校 〃 〃 

50 二 本 松 小 学 校 〃 軽量鉄骨造 
103 

ふるさと自然体験教室 

・ 沢 井 体 育 館 
約 33 〃 

51 鶴 園 小 学 校 〃 〃 

52 谷 口 中 学 校 〃 〃 104 藤 野 小 学 校 約 30 〃 

53 大 沢 小 学 校 〃 〃 105 藤 野 中 学 校 〃 〃 

54 上 溝 小 学 校 〃 〃 

※相模丘中学校・川尻小学校は、相模丘中学校敷地内に設置した倉庫を共同使用 
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その他備蓄倉庫 （令和５．４．１） 

№ 名     称 面積(㎡) 構造 № 名     称 面積(㎡) 構造 

1 城山保健福祉センター 14.4 アルミ製 11 
旧 牧 郷 小 学 校 

牧 郷 ラ ボ 
5.8 アルミ製 

2 青山 3848 国道 413 号脇 〃 〃 12 旧 菅 井 小 学 校 6.6 亜鉛鉄板製 

3 消防団５－４敷地内 14.7 〃 13 
シ ュ タ イ ナ ー 学 園 

( 旧 名 倉 小 学 校 ) 
5.8 アルミ製 

4 津 久 井 又 野 公 園 14.4 〃 14 旧 小 渕 小 学 校 〃 〃 
5 相模湖林間公園隣接地 〃 〃 15 藤 野 総 合 事 務 所 9.8 ＲＣ造 

6 小 原 ふ れ あ い 広 場 〃 〃 16 藤 野 総 合 事 務 所 7.2 アルミ製 

7 相 模 湖 総 合 事 務 所 〃 〃 17 佐 野 川 公 民 館 10.8 〃 
8 藤 野 芸 術 の 家 5.8 〃 18 藤 野 北 小 学 校 5.8 〃 

9 
旧 篠 原 小 学 校 地 内 

篠 原 の 里 セ ン タ ー 
〃 〃 19 旧佐野川町民センター 〃 〃 

10 
藤 野 農 村 環 境 改 善 

セ ン タ ー 
7.2 〃 20 旧 吉 野 小 学 校 8.2 〃 

 

 

☆ 防災情報システムの整備 ☆  

防災行政用無線の設置状況                  （令和５．４．１） 

 同 報 無 線 移 動 無 線（デジタル地域防災無線） 

局種 親局 子局 戸別受信機 
統制 

基地局 
中継局 移 動 局（計 325） 

設置数 1 558   340 1 5 

車載 可搬 携帯 

83 157 85 

 

☆ 震度情報システム ☆      
               （令和５．４．１） 

 

 
震度観測地域 地 震 計 設 置 場 所 設 置 主 体 ネ ッ ト ワ ー ク 

中央 市役所 気象庁 気象庁へ接続 

橋本 北消防署本署 相模原市 気象庁へ接続 

上溝 上溝分署 相模原市 気象庁へ接続 

田名 田名分署 相模原市  

水郷田名 相模川ふれあい科学館 相模原市 気象庁へ接続 

磯部 新磯まちづくりセンター 相模原市 気象庁へ接続 

中央 消防指令センター 相模原市  

大島 大沢分署 防災科学研究所 気象庁へ接続 

中野 津久井総合事務所 神奈川県 気象庁へ接続 

与瀬 相模湖総合事務所 神奈川県 気象庁へ接続 

久保沢 城山総合事務所 神奈川県 気象庁へ接続 

小渕 藤野総合事務所 防災科学研究所 気象庁へ接続 
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